
対象校No. 学校コード

設置年度 令和 ６年度

計画の区分： 学部の学科の設置

山梨大学 工学部 工学科

　　担当部局（課）名 総務企画部企画課

　　　職名・氏名 係長
カカリチョウ

・馬場
バ バ

　敏弘
トシヒロ

　　　電話番号　　 055-220-8014

　　　（夜間）　　 055-220-8014

　　　ｅ－mail　　 kikaku@yamanashi.ac.jp

　　　　　該当番号を記載してください。

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　４　対象校No.については、「【別紙】令和６年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

　　　　　当該番号を記載してください。

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

事前相談

令和６年５月１日現在 

（改正前大学設置基準適用）

国立大学法人山梨大学　

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

注３

注2

注４
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＜工学科＞

目次

工学部

ページ

１．調査対象大学等の概要等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　１

２．授業科目の概要　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　５

３．施設・設備の整備状況、経費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１５

５．教員組織の状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１７

６．附帯事項等に対する履行状況等　・・・・・・・・・・・・・・・・・　９３

７．その他全般的事項　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　９５

４．既設大学等の状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１６
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ナカムラ　カズヒコ ）

中村　和彦

(令和5年4月)

（ オクダ　トオル ）

奥田　徹

(令和5年4月)

（ ナカヤマ　ヨシヒロ ）

中山　栄浩

(令和6年4月)

（ ナカヤマ　ヨシヒロ ）

中山　栄浩

(令和6年4月)

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和５年度に報告済の内容　→（５）

　　　　　　令和６年度に報告する内容　→（６）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人　山梨大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　山梨大学

　　　　山梨県甲府市武田4-3-11（山梨県甲府市武田4-4-37）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒400-8511（400-8510）

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　ください。

学　　長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

理事
（教学担当）

職　　名

1



　　　　設置計画履行状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

　　　に報告書を作成してください。

　工学部

　　　工学科 人

　学士（工学） 年 人 人

人

人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 365人 0人

－ － － － － － － － － － 933 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　0 　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 46 ] [ － ]

－ － － － － － － － － － 711 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　0 　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 46 ] [ － ]

－ － － － － － － － － － 439 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　0 　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 13 ] [ － ]

－ － － － － － － － － － 401 －
(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　0 　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 3 ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　・　「収容定員充足率」には、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　　報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充足率を記載してください。

　　　・　「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

　　　・　「（５）－②　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等」の「平均入学定員超過率」及び「収容定員充足率」は、「４　既設大学等の状況」AC対象学部学科等の

－

(　－ 　)

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号（その２の１））」の

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択するとともに、
　　　　「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。（学生募集停止を予定していない場合は「－」を選択。）

[ 　－　 ]

－

(　－ 　)

－工学関係

(　－ 　)
Ａ　 入学定員

春季入学以外の
学期区分につい

て

－

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

2年次

　　　　「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

編入学定員 収容定員

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

　　　　別ファイルにて提出してください。

　　　・　様式は、令和元年度開設の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和６年度までの６年間）ですが、

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、

　　　　我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程

　　　　を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

受験者数

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試区分ごとではありません）。

　　　・　調査対象学部等の開設年度から報告年度まで記入してください。なお、開設年度以前は「－」を記入してください。

－ －

1.09

[ 　－　 ]

－－

[ 　－　 ]

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出してください。

－

　　　　倍率と一致しますので、留意して計算してください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和７年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　 　 ・  報告年度に春季入学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季入学以外の学期区分について」で「春季入学以外の学期区分を設ける予定」を選択してくださ
い。
       （春季入学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行っている場合には、

合格者数

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。また、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

(　－ 　)

[ 　－　 ]

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

－

令和６年度

－

(　－ 　)

[ 　－　 ] [ 　－　 ]

　　　　なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

(　－ 　)

－

－

1.09倍

収容定員
充 足 率

－

収容定員
充 足 率

（控除後）

　　　　((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記入してください。

Ｂ　 入学者数

志願者数

備　考

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和５年度令和４年度令和元年度 令和２年度 令和３年度

4 365 1500

3年次

4年次

備　　考

入学定員

設 置 時 の 計 画

修業年限

学生募集の停
止について

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

20

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

－ － － － 401 －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ] [ 3 ] [ － ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） (　－　)

－ － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

－ － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) （　　） （　　） （　　） （　　）

－ － － －

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [　　 ] [　　 ]

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　)（　　）（　　）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

　　　　に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

　　　　また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

[　　3　　 ]

（　　－　 ）（　　　　 ）（　　－　 ） （　　－　 ） （　　　　 ）

令和元年度 令和２年度

－ －

（　　　　 ）

令和６年度

[　　－ 　] [　　－ 　] [　　　　 ] [　　　　 ][　　　　 ]

令和３年度

401

４年次

１年次

２年次

３年次

計

令和５年度令和４年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

備　　　　　考

3



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

人 人 令和元年度 - 人 - 人

令和元年度 - 人 - 人

令和２年度 - 人 - 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和５年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和５年度 人 人

令和６年度 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 0

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 0

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 0

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 0
令和４年度の在学者数（ｂ） 0

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） 0
令和５年度の在学者数（ｂ） 0

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） 0
令和６年度の在学者数（ｂ） 401

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

= = 0 ％

令和６年度 401 人 0 人

=

=

=

=

=

=

=

人令和３年度

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和元年度

令和２年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人 人

合　　計

人

令和４年度 人 人

人令和５年度 人

- ％

= = - ％

- ％=

- ％

- ％
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【令和６年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

生活と健康Ⅰ 1前 1 兼12 生活と健康Ⅰ 1前 1 兼12

生活と健康Ⅱ 1後 1 兼11 生活と健康Ⅱ 1後 1 兼11

キャリア形成のための作文演習 1前 2 兼1 キャリア形成のための作文演習 1前 2 兼1

海外で学ぼう-海外職場文化体験Ⅰ 1・2・3・4通 1 兼1 海外で学ぼう-海外職場文化体験Ⅰ 1・2・3・4通 1 1

海外で学ぼう-海外職場文化体験Ⅱ 1・2・3・4通 1 兼1 海外で学ぼう-海外職場文化体験Ⅱ 1・2・3・4通 1 1

海外で学ぼう-海外研修・交換留学GatewayⅠ 1・2・3・4通 1 兼1 海外で学ぼう-海外研修・交換留学GatewayⅠ 1・2・3・4通 1 兼1

海外で学ぼう-海外研修・交換留学GatewayⅡ 1・2・3・4通 1 兼1 海外で学ぼう-海外研修・交換留学GatewayⅡ 1・2・3・4通 1 兼1

キャリアデザインⅠ（自己理解） 1・2・3・4前・後 2 兼1 キャリアデザインⅠ（自己理解） 1・2・3・4前・後 2 兼1

キャリアデザインⅡ（仕事理解） 1・2・3・4前・後 2 兼1 キャリアデザインⅡ（仕事理解） 1・2・3・4前・後 2 兼1

キャリアデザインⅢ（キャリアビジョン） 1・2・3・4前 2 兼1 キャリアデザインⅢ（キャリアビジョン） 1・2・3・4前 2 兼1

SDGsから社会を考える 1・2・3・4後 2 兼1 SDGsから社会を考える 1・2・3・4後 2 兼1

VUCA時代のキャリアレジリエンス 1・2・3・4前 2 兼2 VUCA時代のキャリアレジリエンス 1・2・3・4前 2 兼2

地域のチャレンジ1 1・2・3・4後 1 兼2 地域のチャレンジ1 1・2・3・4後 1 兼2

地域のチャレンジ2 1・2・3・4後 1 兼2 地域のチャレンジ2 1・2・3・4後 1 兼2

1・2・3・4前 1 兼2

1前 1 兼1

1前 1 兼1

小計（14科目） - 2 18 0 0 0 0 0 0 兼23 小計（17科目） - 2 21 0 1 0 0 0 0 兼26

英語A初級 1前 2 兼6 英語A初級 1前 2 兼6

英語B初級 1後 2 兼5 英語B初級 1後 2 兼5

英語A中級 1前 2 兼8 英語A中級 1前 2 兼8

英語B中級 1後 2 兼7 英語B中級 1後 2 兼7

英語A上級 1前 2 兼4 英語A上級 1前 2 兼4

英語B上級 1後 2 兼3 英語B上級 1後 2 兼3

英語TC 2前 2 兼9 英語TC 2前 2 兼9

英語TD 2後 2 兼11 英語TD 2後 2 兼10

総合英語 2前・後 　 2 兼5 総合英語 2前・後 　 2 兼6

英語リーディング・ライティング 2前・後 2 兼5 英語リーディング・ライティング 2前・後 2 兼5

英語リーディング・ライティング（上級） 2前・後 2 兼4 英語リーディング・ライティング（上級） 2前・後 2 兼4

英語オーラルコミュニケーション 2前・後 2 兼3 英語オーラルコミュニケーション 2前・後 2 兼3

英語オーラルコミュニケーション（上級） 2前・後 2 兼2 英語オーラルコミュニケーション（上級） 2前・後 2 兼2

e-ラーニングⅠ 1・2・3・4前 1 兼1 e-ラーニングⅠ 1・2・3・4前 1 兼1

e-ラーニングⅡ 1・2・3・4後 1 兼1 e-ラーニングⅡ 1・2・3・4後 1 兼1

Intensive60-Ⅰ（英語） 1・2・3・4前 4 兼1 Intensive60-Ⅰ（英語） 1・2・3・4前 4 兼1

Intensive60-Ⅱ（英語） 1・2・3・4後 4 兼1 Intensive60-Ⅱ（英語） 1・2・3・4後 4 兼1

English for Studying Abroad Ⅰ 2・3・4前 4 兼1 English for Studying Abroad Ⅰ 2・3・4前 4 兼1

English for Studying Abroad Ⅱ 2・3・4後 4 兼1 English for Studying Abroad Ⅱ 2・3・4後 4 兼1

ドイツ語初級Ⅰ 1前 2 兼7 ドイツ語初級Ⅰ 1前 2 兼6

ドイツ語初級Ⅱ 1後 2 兼7 ドイツ語初級Ⅱ 1後 2 兼6

ドイツ語演習Ⅰ 1前 2 兼1 ドイツ語演習Ⅰ 1前 2 兼1

ドイツ語演習Ⅱ 1後 2 兼1 ドイツ語演習Ⅱ 1後 2 兼1

ドイツ語中級Ⅰ（総合） 2前 2 兼1 ドイツ語中級Ⅰ（総合） 2前 2 兼1

ドイツ語中級Ⅰ（コミュニケーション） 2前 2 兼1 ドイツ語中級Ⅰ（コミュニケーション） 2前 2 兼1

ドイツ語中級Ⅱ（総合） 2後 2 兼1 ドイツ語中級Ⅱ（総合） 2後 2 兼1

ドイツ語中級Ⅱ（コミュニケーション） 2後 2 兼1 ドイツ語中級Ⅱ（コミュニケーション） 2後 2 兼1

フランス語初級Ⅰ 1前 2 兼2 フランス語初級Ⅰ 1前 2 兼3

フランス語初級Ⅱ 1後 2 兼2 フランス語初級Ⅱ 1後 2 兼3

フランス語演習Ⅰ 1前 2 兼1 フランス語演習Ⅰ 1前 2 兼1

フランス語演習Ⅱ 1後 2 兼1 フランス語演習Ⅱ 1後 2 兼1

フランス語中級Ⅰ（総合） 2前 2 兼1 フランス語中級Ⅰ（総合） 2前 2 兼1

フランス語中級Ⅰ（コミュニケーション） 2前 2 兼1 フランス語中級Ⅰ（コミュニケーション） 2前 2 兼1

中国語初級Ⅰ 1前 2 兼6 中国語初級Ⅰ 1前 2 兼6

中国語初級Ⅱ 1後 2 兼6 中国語初級Ⅱ 1後 2 兼6

中国語演習Ⅰ 1前 2 兼2 中国語演習Ⅰ 1前 2 兼2

中国語演習Ⅱ 1後 2 兼2 中国語演習Ⅱ 1後 2 兼2

中国語中級Ⅰ（総合） 2前 2 兼1 中国語中級Ⅰ（総合） 2前 2 兼1

中国語中級Ⅰ（コミュニケーション） 2前 2 兼1 中国語中級Ⅰ（コミュニケーション） 2前 2 兼1

中国語中級Ⅱ（総合） 2後 2 兼1 中国語中級Ⅱ（総合） 2後 2 兼1

中国語中級Ⅱ（コミュニケーション） 2後 2 兼1 中国語中級Ⅱ（コミュニケーション） 2後 2 兼1

スペイン語初級Ⅰ 1前 2 兼4 スペイン語初級Ⅰ 1前 2 兼3

スペイン語初級Ⅱ 1後 2 兼3 スペイン語初級Ⅱ 1後 2 兼3

スペイン語演習Ⅰ 1前 2 兼2 スペイン語演習Ⅰ 1前 2 兼3

スペイン語演習Ⅱ 1後 2 兼2 スペイン語演習Ⅱ 1後 2 兼3

スペイン語中級Ⅰ（総合） 2前 2 兼1 スペイン語中級Ⅰ（総合） 2前 2 兼1

スペイン語中級Ⅰ（コミュニケーション） 2前 2 兼1 スペイン語中級Ⅰ（コミュニケーション） 2前 2 兼1

スペイン語中級Ⅱ（総合） 2後 2 兼1 スペイン語中級Ⅱ（総合） 2後 2 兼1

スペイン語中級Ⅱ（コミュニケーション） 2後 2 兼1 スペイン語中級Ⅱ（コミュニケーション） 2後 2 兼1

小計（49科目） - 4 100 0 0 0 0 0 0 兼39 小計（49科目） - 4 100 0 0 0 0 0 0 兼39

データサイエンス入門 1後 2 2 データサイエンス入門 1後 2 2 1

小計（1科目） 2 0 0 2 0 0 0 0 兼0 小計（1科目） 2 0 0 2 0 0 1 0 兼0

日本古代の政治と文化 1・2・3・4後 2
兼
1 日本古代の政治と文化 1・2・3・4後 2 兼1

考古学について 1・2・3・4前 2
兼
1 考古学について 1・2・3・4前 2 兼1

ヨーロッパ中世の諸相 1・2・3・4後 2
兼
1 ヨーロッパ中世の諸相 1・2・3・4後 2 兼1

山梨大学から見る大学の歴史と現在 1・2・3・4前 2
兼
1 山梨大学から見る大学の歴史と現在 1・2・3・4前 2 兼1

小説における〈他者〉の問題 1・2・3・4前 2
兼
1 小説における〈他者〉の問題 1・2・3・4前 2 兼1

日本語表現の現在 1・2・3・4後 2
兼
1 日本語表現の現在 1・2・3・4後 2 兼1

子ども文化 1・2・3・4後 2
兼
1 子ども文化 1・2・3・4後 2 兼1

日本の近代文学 1・2・3・4後 2
兼
1 日本の近代文学 1・2・3・4後 2 兼1

チームビルディングスキル

２　授業科目の概要

＜工学部　工学科＞

【認可時又は届出時】

（１）－① 授業科目表

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

授業科目の名称

兼
任
・
兼
担

配 当
年 次

科目
区分

単位数 専任教員等の配置

全
学
共
通
教
育
科
目
　
人
間
形
成
科
目

全
学
共
通
教
育
科
目
　
語
学
教
育
科
目

情
報
・
数
理
教
育
科
目

全
学
共
通
教
育
科
目

全
学
共
通
教
育
科
目
　
人
間
形
成
科
目

全
学
共
通
教
育
科
目
　
語
学
教
育
科
目

情
報
・
数
理
教
育
科
目

全
学
共
通
教
育
科
目

U理論と自己理解

多分野連携イノベーション
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現代美術入門 1・2・3・4後 2
兼
1 現代美術入門 1・2・3・4後 2 兼1

ピアノを弾こう 1・2・3・4前 2
兼
1 ピアノを弾こう 1・2・3・4前 2 兼1

実演・楽器学～管弦打楽器の特性と実践的編曲法～ 1・2・3・4後 2
兼
1 実演・楽器学～管弦打楽器の特性と実践的編曲法～ 1・2・3・4後 2 兼1

日本事情Ⅰ 1・2・3・4前 2
兼
1 日本事情Ⅰ 1・2・3・4前 2 兼1

日本事情Ⅱ 1・2・3・4後 2
兼
1 日本事情Ⅱ 1・2・3・4後 2 兼1

Intercultural Understanding through Images 1・2・3・4前 2
兼
5 Intercultural Understanding through Images 1・2・3・4前 2 兼6

教育史からみた近代 1・2・3・4前 2
兼
1 教育史からみた近代 1・2・3・4前 2 兼1

切り絵と文化 1・2・3・4後 2
兼
1 切り絵と文化 1・2・3・4後 2 兼1

大学生のための言語表現 1・2・3・4前・後 2
兼
1 大学生のための言語表現 1・2・3・4前・後 2 兼1

国際理解と多文化共生 2・3・4前 2
兼
1

書の様式と鑑賞 1・2・3・4前 2
兼
1 書の様式と鑑賞 1・2・3・4前 2 兼1

ドイツ語圏の文学 1・2・3・4後 2
兼
1 ドイツ語圏の文学 1・2・3・4後 2 兼1

日本の古典文学 1・2・3・4前 2
兼
1

1・2・3・4前 2 兼1

美術の活動と社会 1・2・3・4後 2
兼
1 1・2・3・4後 2 兼1

外国人の子どもと教育 2・3・4通 2
兼
1 外国人の子どもと教育 2・3・4通 2 兼1

ソクラテスの哲学 1・2・3・4前 2
兼
1 ソクラテスの哲学 1・2・3・4前 2 兼1

世界の中の日本 1・2・3・4後 2 兼1 世界の中の日本 1・2・3・4後 2 兼1

人間と文化 1・2・3・4前 2 兼1

人間と芸術―文学 1・2・3・4前 2 兼1

日本語の方言と山梨 1・2・3・4後 2 兼1

文化とコミュニケーション 1・2・3・4後 2 兼1 文化とコミュニケーション 1・2・3・4後 2 兼1

生と幸福 1・2・3・4前 2 兼1 生と幸福 1・2・3・4前 2 兼1

人間と思想 1・2・3・4後 2 兼1

人間と心 1・2・3・4前 2 兼1 人間と心 1・2・3・4前 2 兼1

日本の歴史 1・2・3・4前 2 兼1

欧米の歴史Ⅰ 1・2・3・4前 2 兼1

倫理学 1・2・3・4前 2 兼1 倫理学 1・2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1

音楽基礎研究 1・2・3・4前 2 兼1 音楽基礎研究 1・2・3・4前 2 兼1

日本国憲法 1・2・3・4前・後 2 兼3 日本国憲法 1・2・3・4前・後 2 兼3

住まいの地方性 1・2・3・4前 2 兼1 1・2・3・4前 2 兼1

特別支援教育総論 1・2・3・4前 2 兼1

生活設計論 1・2・3・4前 2 兼1 生活設計論 1・2・3・4前 2 兼1

人間理解の心理学 1・2・3・4前・後 2 兼3 人間理解の心理学 1・2・3・4前・後 2 兼3

教育問題から見た現代社会 1・2・3・4後 2 兼1 教育問題から見た現代社会（未開講） 1・2・3・4後 2 兼1

保育・子育ての現在 1・2・3・4前 2 兼1

子どもとジェンダー 2・3・4前 2 兼1 子どもとジェンダー 2・3・4前 2 兼1

資本市場の役割と証券投資 1・2・3・4前 2 兼1 資本市場の役割と証券投資 1・2・3・4前 2 兼1

発達と障害 1・2・3・4後 2 兼1 発達と障害 1・2・3・4後 2 兼1

現代教育政策論 1・2・3・4後 2 兼1 現代教育政策論 1・2・3・4後 2 兼1

幼児期における特別支援教育 1・2・3・4前 2 兼1 幼児期における特別支援教育 1・2・3・4前 2 兼1

フューチャーサーチ 1・2・3・4通 2 1 フューチャーサーチ 1・2・3・4通 2 1

心理学への誘い 1・2・3・4前・後 2 兼2 心理学への誘い 1・2・3・4前・後 2 兼2

Language and Communication across Cultures 1・2・3・4前 2 兼1 Language and Communication across Cultures 1・2・3・4前 2 兼1

ボランティアとサービスラーニング 1・2・3・4前・後 2 兼1

保育と社会 1・2・3・4前 2 兼1 保育と社会 1・2・3・4前 2 兼1

土木環境のコミュニケーション 1・2・3・4後 2 1 2 3 土木環境のコミュニケーション 1・2・3・4後 2 1 2 3

みんなの法学 1・2・3・4前 2 兼1 みんなの法学 1・2・3・4前 2 兼1

Health System and Well-being in the World 1・2・3・4前 2 兼1 Health System and Well-being in the World 1・2・3・4前 2 兼1

消費者教育 1・2・3・4前 2 兼1 消費者教育 1・2・3・4前 2 兼1

政治とグローバル・イシュー 2・3・4後 2 兼1 政治とグローバル・イシュー 2・3・4後 2 兼1

大学入学から考えるアメリカ社会 1・2・3・4後 2 兼1 1・2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4通 2 兼1 1・2・3・4通 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼2

社会と政治 1・2・3・4後 2 兼1 社会と政治 1・2・3・4後 2 兼1

社会と法 1・2・3・4前 2 兼1 社会と法 1・2・3・4前 2 兼1

環境論 1・2・3・4後 2 兼1 環境論 1・2・3・4後 2 兼1

災害支援 1・2・3・4通 1 兼1 災害支援 1・2・3・4通 1 兼1

国際協力 1・2・3・4前 1 兼2 国際協力 1・2・3・4前 1 兼2

生活環境論 1・2・3・4前 2 兼1

簿記論 1・2・3・4前 2 兼1

簿記演習 1・2・3・4後 1 兼1

メディア・リテラシー 1・2・3・4前 2 兼1

1・2・3・4前 1 兼2

1・2・3・4後 1 兼4

1・2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4前 2 兼1

観光政策科学概論A 1・2・3・4前 2 兼2 観光政策科学概論A 1・2・3・4前 2 兼2

家庭の中のエレクトロニクス 1・2・3・4前 2 1 2 家庭の中のエレクトロニクス 1・2・3・4前 2 1 2

人間とコンピュータ 1・2・3・4後 2 2 1 兼1 人間とコンピュータ 1・2・3・4後 2 2 2

ワインと宝石 1・2・3・4前 2 2 5 兼6 ワインと宝石 1・2・3・4前 2 3 4 兼6

これからの機械技術 2・3・4前 2 1 3 これからの機械技術 2・3・4前 2 2 2

一般相対性理論への招待 1・2・3・4後 2 兼1 一般相対性理論への招待 1・2・3・4後 2 兼1

クリスタルサイエンス 1・2・3・4後 2 2 5 2 兼1 クリスタルサイエンス 1・2・3・4後 2 3 4 2

生命科学と社会 1・2・3・4前 2 兼1

水圏植物の生物学 1・2・3・4後 2 兼1 水圏植物の生物学 1・2・3・4後 2 兼1

数学的見方 1・2・3・4後 2 兼1 数学的見方 1・2・3・4後 2 兼1

ガイア仮説と地球システム科学 1・2・3・4前 2 兼1 ガイア仮説と地球システム科学 1・2・3・4前 2 兼1

物理パズルで親しむ身近な自然現象 1・2・3・4後 2 兼1 物理パズルで親しむ身近な自然現象 1・2・3・4後 2 兼1

自然災害と都市防災 1・2・3・4前 2 1 自然災害と都市防災 1・2・3・4前 2 1 4 1

光る分子の科学 1・2・3・4前 2 兼1 光る分子の科学 1・2・3・4前 2 兼1

生命を科学する 1・2・3・4後 2 兼5 生命を科学する 1・2・3・4後 2 兼5

自然科学と環境 2・3・4後 2 兼1 自然科学と環境 2・3・4後 2 兼1

地球環境化学とエネルギー 2・3・4後 2 1 地球環境化学とエネルギー 2・3・4後 2 1

地球科学の未解決問題 1・2・3・4後 2 兼1 地球科学の未解決問題 1・2・3・4後 2 兼1

プラスチックの科学 1・2・3・4後 2 兼1 プラスチックの科学 1・2・3・4後 2 兼1

数学的に考えるとは 1・2・3・4前 2 兼1 数学的に考えるとは 1・2・3・4前 2 兼1

超小型電動車の仕組みとその強度評価 1・2・3・4後 2 兼1 超小型電動車の仕組みとその強度評価 1・2・3・4後 2 兼1

富士山学 1・2・3・4後 2 1 富士山学 1・2・3・4後 2 1

生命科学入門 2・3・4後 2 兼4 生命科学入門 2・3・4後 2 兼4

食から見える世界いろいろ 2・3・4前 2 兼1 食から見える世界いろいろ 2・3・4前 2 兼1

ソフトウェアプロジェクト管理 2・3・4前 2 1 ソフトウェアプロジェクト管理 2・3・4前 2 1

全
学
共
通
教
育
科
目
　

全
学
共
通
教
育
科
目
　

住まいの地方性

文化人類学

アートと現代社会（文学）

哲学

山梨の産業とグローバル化

グローバル化論

科学技術社会論

山梨の自然と文化

特別支援教育工学

AI・デジタル社会の歩み方

大学入学から考える多様性とアメリカ社会

コミュニケーションと対人関係スキル

日本古典の女流日記文学（未開講）

美術の活動と社会

グローバルヘルスの課題解決に挑戦！フィールド
ワーク計画を立てよう

全
学
共
通
教
育
科
目
　
教
養
教
育
科
目

全
学
共
通
教
育
科
目
　
教
養
教
育
科
目

グローバルヘルスの課題解決に挑戦！フィールド
ワーク計画を立てよう
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メカトロニクス入門 2・3・4後 2 1 メカトロニクス入門 2・3・4後 2 1

電気系エンジニアのための日本語リテラシ 2・3・4前 2 1 電気系エンジニアのための日本語リテラシ 2・3・4前 2 1

人と社会の情報化 1・2・3・4後 2 兼1 人と社会の情報化 1・2・3・4後 2 兼1

つながりの数学 1・2・3・4後 2 兼1 つながりの数学 1・2・3・4後 2 兼1

数と三角関数 1・2・3・4前 2 兼1 数と三角関数 1・2・3・4前 2 兼1

数理モデル入門 1・2・3・4後 2 兼2 数理モデル入門 1・2・3・4後 2 兼2

ワイン製造演習及び体験学習 1・2・3・4通 2 兼2 ワイン製造演習及び体験学習 1・2・3・4通 2 兼1

宇宙の科学 1・2・3・4前 2 兼1

生物の科学 1・2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4前 2 兼2

こころと体の障害の理解と支援 1・2・3・4前 2 兼1 こころと体の障害の理解と支援 1・2・3・4前 2 兼1

現代生活とバイオテクノロジー 1・2・3・4後 2 兼1 現代生活とバイオテクノロジー 1・2・3・4後 2 兼1

医工学と現代社会 1・2・3・4前 2 兼1 医工学と現代社会 1・2・3・4前 2 兼1

頭と身体の運動学 1・2・3・4後 2 兼1 頭と身体の運動学 1・2・3・4後 2 兼1

医療の最先端 1・2・3・4前 2 兼1 医療の最先端 1・2・3・4前 2 兼1

社会における看護と介護 1・2・3・4後 2 兼1 社会における看護と介護 1・2・3・4後 2 兼1

社会の中の医療・医学 1・2・3・4後 2 兼1 社会の中の医療・医学 1・2・3・4後 2 兼1

人体の生命科学 1・2・3・4前 2 兼1 人体の生命科学 1・2・3・4前 2 兼1

運動遊び 1・2・3・4後 2 兼1 運動遊び 1・2・3・4後 2 兼1

健康とスポーツの科学 1・2・3・4前 2 兼1 健康とスポーツの科学 1・2・3・4前 2 兼1

臨床心理学を学ぶ 1・2・3・4後 2 兼1 臨床心理学を学ぶ 1・2・3・4後 2 兼2

現代の体育・スポーツを考える 1・2・3・4後 2 兼1 現代の体育・スポーツを考える 1・2・3・4後 2 兼1

教養としてのジェンダー 1・2・3・4前 2 兼1 教養としてのジェンダー 1・2・3・4前 2 兼1

こころの健康づくり 1・2・3・4後 2 兼1

不登校事例を通して学ぶ発達臨床心理学 1・2・3・4前 2 兼1 不登校事例を通して学ぶ発達臨床心理学 1・2・3・4前 2 兼1

グローバルヘルス入門 1・2・3・4前 2 兼1 グローバルヘルス入門 1・2・3・4前 2 兼1

運動学習とスポーツ 1・2・3・4前 2 兼1 運動学習とスポーツ 1・2・3・4前 2 兼1

病気の子どもを取り巻く社会の現状と課題 1・2・3・4前 2 兼1 病気の子どもを取り巻く社会の現状と課題 1・2・3・4前 2 兼1

生活習慣と健康行動 1・2・3・4前 2 兼1 生活習慣と健康行動 1・2・3・4前 2 兼1

身近な健康情報を科学する 1・2・3・4後 2 兼1 身近な健康情報を科学する 1・2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1

大学生のためのセルフマネージメント 1・2・3・4前 2 兼1

運動と人間―講義 1・2・3・4後 2 兼1

発達と教育の心理 1・2・3・4後 2 兼1

1・2・3・4後 2 兼1

小計(126科目) - 0 249 0 10 15 0 5 0 兼125 小計(119科目) - 0 234 0 12 17 0 5 0 兼121

8 355 0 15 17 0 6 兼171

微分積分学Ⅰ 1前 2 1 　 1 微分積分学Ⅰ 1前 2 3 1 　 1 兼1

微分積分学Ⅱ 1後 2 1 　 微分積分学Ⅱ 1後 2 3 1 　 1 兼1

線形代数学Ⅰ 1前 2 1 1 　 線形代数学Ⅰ 1前 2 1 1 　 2 兼1

線形代数学Ⅱ 1後 2 1 1 　 線形代数学Ⅱ 1後 2 1 1 　 2 兼1

微分方程式 1後 2 2 1 　 1 微分方程式 1後 2 2 1 　 1

基礎物理学(力学) 1前 2 3 1 基礎物理学(力学) 1前 2 3 1

基礎物理学(波動・光・熱) 1後 2 3 1 基礎物理学(波動・光・熱) 1後 2 3 1

基礎物理学(電磁気学) 1後 2 3 1 基礎物理学(電磁気学) 1後 2 3 1

基礎化学 1前 2 2 1 基礎化学 1前 2 2 1

基礎無機化学 1後 2 1 1 基礎無機化学 1後 2 1 1

基礎有機化学 1後 2 1 基礎有機化学 1後 2 1

基礎生物学 1前 2 1 基礎生物学 1前 2 1

実践ものづくり実習 1前・後 1 1 実践ものづくり実習 1前・後 1 1

化学安全と衛生 1前 2 1 化学安全と衛生 1前 2 1

基礎分析化学 1後 2 1 基礎分析化学 1後 2 1

土木環境工学概論 1前 2 5 8 4 土木環境工学概論 1前 2 5 8 4

環境化学 1後 2 1 環境化学 1後 2 1

プログラミング基礎 1前 2 1 プログラミング基礎 1前 2 1

離散数学 1後 2 1 離散数学 1後 2 1

デザイン基礎 1前 2 2 2 デザイン基礎 1前 2 2 2

Pythonプログラミング 1前 2 2 Pythonプログラミング 1前 2 2

統計処理入門 1後 2 1 統計処理入門 1後 2 1

基礎ゼミ 1前 2 9 基礎ゼミ 1前 2 11 8 1

小計(23科目) － 8 37 0 24 17 0 8 0 小計(23科目) － 8 37 0 25 23 0 9 0 兼2

基礎物理化学 1前 2 2 基礎物理化学 1前 2 2

化学熱力学Ⅰ 1後 2 2 化学熱力学Ⅰ 1後 2 2

自然科学実験 1後 2 6 自然科学実験 1後 2 6

土木環境デザイン 1前 2 1 土木環境デザイン 1前 2 1

数値計算及び実習 1後 　 2 　 　 　 　 1 　 　 1後 　 2 　 　 　 　 1 　 　

応用物理学 1後 　 2 　 1 　 　 　 　 　 応用物理学 1後 　 2 　 1 1 　 　 　 　

社会と科学技術 1前 2 8 1 兼1 社会と科学技術 1前 2 8 2 2 兼1

情報処理及びプログラミング基礎演習 1前 2 1 2 情報処理及びプログラミング基礎演習 1前 2 1 2 1

プログラミング応用及び演習Ⅰ 1③ 2 1 1 プログラミング応用及び演習Ⅰ 1③ 2 2 1

プログラミング応用及び演習Ⅱ 1④ 2 1 1 プログラミング応用及び演習Ⅱ 1④ 2 2 1

機械工学概論 1前 2 1 機械工学概論 1前 2 1

電気の基礎 1後 2 1 2 電気の基礎 1後 2 1 2

C言語プログラミング 1後 2 1 1 C言語プログラミング 1後 2 1 2

小計(13科目) － 0 26 0 13 11 0 7 0 兼1 小計(13科目) － 0 26 0 13 15 0 8 0 兼1

無機化学 2前 2 1 2 無機化学 2前 2 1 2

材料化学 2前 2 1 材料化学 2前 2 1

化学反応速度論 2前 2 2 化学反応速度論 2前 2 2

入門化学実験 2前 2 2 1 入門化学実験 2前 2 2 1

電子回路実験 2前 1 2 1 電子回路実験 2前 1 2 1

機械加工及び実習 2前 1 2 機械加工及び実習 2前 1 2

有機化学Ⅰ 2前 2 1 有機化学Ⅰ 2前 2 1

化学熱力学Ⅱ 2前 2 1 化学熱力学Ⅱ 2前 2 1

基礎化学実験 2前 2 2 1 基礎化学実験 2前 2 2 1

建設材料学及び演習 2前 3 1 1 建設材料学及び演習 2前 3 1 1

構造力学及び演習第一 2前 3 1 構造力学及び演習第一 2前 3 1

水理学及び演習第一 2前 3 1 水理学及び演習第一 2前 3 1

計画学基礎及び演習 2前 3 1 計画学基礎及び演習 2前 3 1

防災工学Ⅰ 2前 2 2 1 防災工学Ⅰ 2前 2 1 1

環境生態学 2前 2 1 1 環境生態学 2前 2 1 1

基礎電気理論 2前 2 1 基礎電気理論 2前 2 1

データサイエンス応用及び演習 2前 2 1 データサイエンス応用及び演習 2前 2 1

計算機アーキテクチャⅠ 2前 2 1 計算機アーキテクチャⅠ 2前 2 1

計算機アーキテクチャI 演習 2前 1 1 計算機アーキテクチャⅠ演習 2前 1 1

データベース及び演習 2前 2 1 データベース及び演習 2前 2 1

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ 2前 2 1 アルゴリズムとデータ構造Ⅰ 2前 2 1

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ演習 2前 1 1 アルゴリズムとデータ構造Ⅰ演習 2前 1 1

画像処理及び演習 2前 2 1 画像処理及び演習 2前 2 1

専
門
科
目
　
工
学
基
礎
科
目

専
門
科
目
　
工
学
基
礎
科
目

専
門
科
目
　
工
学
応
用

　
教
養
教
育
科
目

専
門
科
目
　
工
学
基
礎
科
目

専
門
科
目
　
工
学
基
礎
科
目

専
門
科
目
　
工
学
応
用

　
教
養
教
育
科
目

情報学概論

数値計算及び実習

スポーツ講義

小計（186科目）

障害学生支援技術

心に寄り添うコミュニケーションスキル
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機械工学デザインⅠ 2前 1 1 1 1 機械工学デザインⅠ 2前 1 1 1 1

ものづくり実習Ⅰ 2前 1 1 1 ものづくり実習Ⅰ 2前 1 1 1

材料力学Ⅰ 2前 2 1 材料力学Ⅰ 2前 2 1

材料の科学Ⅰ 2前 2 1 材料の科学Ⅰ 2前 2 1

機械力学 2前 2 1 機械力学 2前 2 1

熱力学 2前 2 1 熱力学 2前 2 1

応用数学 2前 2 1 応用数学 2前 2 1

メカトロニクス実習（機械） 2前 2 1 2 メカトロニクス実習（機械） 2前 2 1 2

メカトロニクス製図 2前 2 1 1 1 メカトロニクス製図 2前 2 1 1 1

材料と力学Ⅰ 2前 2 2 材料と力学Ⅰ 2前 2 2

機械加工学 2前 2 1 機械加工学 2前 2 1

計測とセンサ 2前 2 1 1 計測とセンサ 2前 2 2

デジタル回路Ⅰ 2前 2 1 デジタル回路Ⅰ 2前 2 1

組込みプログラミングⅠ演習 2前 2 2 組込みプログラミングⅠ演習 2前 2 2

組込みプログラミングⅠ 2前 2 1 組込みプログラミングⅠ 2前 2 1

解析学 2前 2 1 解析学 2前 2 1

基礎情報理論 2前 2 1 基礎情報理論 2前 2 1

物理学実験 2前 2 2 1 1 物理学実験 2前 2 2 1 1

電気電子工学実験Ⅰ 2前 2 1 3 電気電子工学実験Ⅰ 2前 2 1 3

電磁気学Ⅰ 2前 2 1 電磁気学Ⅰ 2前 2 1

電気回路Ⅰ 2前 2 兼1 電気回路Ⅰ 2前 2 兼1

電子物性基礎及び実習 2前 3 1 電子物性基礎及び実習 2前 3 1

エネルギー工学概論 2前 2 1 1 エネルギー工学概論 2前 2 1 1

計測センシング 2前 2 2 計測センシング 2前 2 2

組み込みプログラミング及び実習 2前 3 1 組み込みプログラミング及び実習 2前 3 1

信号とシステム及び実習 2前 3 1 信号とシステム及び実習 2前 3 1

電気系数学Ⅰ 2前 2 1 電気系数学Ⅰ 2前 2 1

電磁気学Ⅰ演習 2前 1 1 電磁気学Ⅰ演習 2前 1 1

電気回路Ⅰ演習 2前 1 兼1 電気回路Ⅰ演習 2前 1 兼1

固体分析化学 2後 2 1 1 固体分析化学 2後 2 1 1

有機化学Ⅱ 2後 2 1 有機化学Ⅱ 2後 2 1

基礎電気化学 2後 2 1 基礎電気化学 2後 2 1

結晶化学 2後 2 1 結晶化学 2後 2 1

固体物性化学 2後 2 1 固体物性化学 2後 2 1

環境エネルギー工学 2後 2 10 5 1 環境エネルギー工学 2後 2 10 5 1

触媒化学 2後 2 1 触媒化学 2後 2 1

無機分析化学実験 2後 2 1 1 無機分析化学実験 2後 2 1 1

量子化学 2後 2 1 1 量子化学 2後 2 1 1

高分子合成 2後 2 2 高分子合成 2後 2 2

分析化学 2後 2 1 分析化学 2後 2 1

機能性材料科学 2後 2 1 機能性材料科学 2後 2 1

発展化学実験 2後 2 1 1 1 発展化学実験 2後 2 1 1 1

測量学 2後 2 1 測量学 2後 2 1

土質力学及び演習 2後 3 1 1 土質力学及び演習 2後 3 1 1

衛生工学及び演習 2後 3 1 1 衛生工学及び演習 2後 3 1 1

コンクリート構造学第一 2後 2 1 コンクリート構造学第一 2後 2 1

構造力学第二 2後 2 1 構造力学第二 2後 2 1

水理学第二 2後 2 1 水理学第二 2後 2 1

都市計画 2後 2 1 2 都市計画 2後 2 1 1 1

構造動力学 2後 2 1 構造動力学 2後 2 1

土木環境科学実験 2後 1 1 5 2 土木環境科学実験 2後 1 1 6 1

交通計画・設計 2後 2 1 交通計画・設計 2後 2 1

情報理論 2後 2 1 情報理論 2後 2 1

アルゴリズムとデータ構造Ⅱ 2後 2 1 アルゴリズムとデータ構造Ⅱ 2後 2 1

情報システムと社会 2後 2 1 兼9 情報システムと社会 2後 2 1 兼9

オペレーティングシステム 2後 2 1 オペレーティングシステム 2後 2 1

オペレーティングシステム演習 2後 1 1 1 オペレーティングシステム演習 2後 1 2

ソフトウェア工学及び演習Ⅰ 2後 2 1 ソフトウェア工学及び演習Ⅰ 2後 2 1

コンピュータネットワーク 2後 2 1 コンピュータネットワーク 2後 2 1

コンピュータネットワーク実習 2後 2 2 コンピュータネットワーク実習 2後 2 1 1

機械工学デザインⅡ 2後 1 1 2 機械工学デザインⅡ 2後 1 1 2

ものづくり実習Ⅱ 2後 1 1 1 ものづくり実習Ⅱ 2後 1 1 1

流体力学Ⅰ 2後 2 1 流体力学Ⅰ 2後 2 1

材料力学Ⅱ 2後 2 1 材料力学Ⅱ 2後 2 1

材料の科学Ⅱ 2後 2 1 材料の科学Ⅱ 2後 2 1

制御工学Ⅰ 2後 2 1 制御工学Ⅰ 2後 2 1

伝熱工学 2後 2 1 伝熱工学 2後 2 1

機械要素設計 2後 2 1 機械要素設計 2後 2 1

加工学Ⅰ 2後 2 1 加工学Ⅰ 2後 2 1

メカトロニクス実習（電気） 2後 2 1 2 1 メカトロニクス実習（電気） 2後 2 2 1 1

材料と力学Ⅱ 2後 2 1 材料と力学Ⅱ 2後 2 1

運動の力学Ⅰ演習 3前 1 1 1 運動の力学Ⅰ演習 3前 1 1 1

運動の力学Ⅰ 3前 2 1 1 運動の力学Ⅰ 3前 2 1 1

デジタル回路Ⅱ 2後 2 1 デジタル回路Ⅱ 2後 2 1

アナログ回路Ⅰ 2後 2 1 アナログ回路Ⅰ 2後 2 1

組込みハードウェア設計演習 2後 1 1 組込みハードウェア設計演習 2後 1 1

組込みプログラミングⅡ 2後 2 1 組込みプログラミングⅡ 2後 2 1

コミュニケーション 2後 2 1 コミュニケーション 2後 2 1

電気電子工学実験Ⅱ 2後 2 1 2 1 電気電子工学実験Ⅱ 2後 2 2 1 1

電子回路Ⅰ及び実習 2後 3 1 電子回路Ⅰ及び実習 2後 3 1

電気回路Ⅱ及び実習 2後 3 1 電気回路Ⅱ及び実習 2後 3 1

電子物性工学及び実習 2後 3 1 電子物性工学及び実習 2後 3 1

電気エネルギー変換工学 2後 2 1 電気エネルギー変換工学 2後 2 1

量子力学 2後 2 1 量子力学 2後 2 1

電子デバイス基礎 2後 2 1 電子デバイス基礎 2後 2 1

情報通信I及び実習 2後 3 1 情報通信I及び実習 2後 3 1

電磁気学Ⅱ 2後 2 1 電磁気学Ⅱ 2後 2 1

電気系数学Ⅱ 2後 2 1 電気系数学Ⅱ 2後 2 1

電気系数学Ⅲ 2後 2 1 電気系数学Ⅲ 2後 2 1

量子力学演習 2後 1 1 量子力学演習 2後 1 1

電気系エンジニアのための英語リテラシ 2後 2 1 電気系エンジニアのための英語リテラシ 2後 2 1

物理化学実験 3前 3 1 1 物理化学実験 3前 3 1 1

電気化学実験 3前 3 1 1 電気化学実験 3前 3 1 1

電気化学 3前 2 1 1 電気化学 3前 2 1 1

物理化学実践演習 3前 1 1 物理化学実践演習 3前 1 1

有機化学実践演習 3前 1 1 有機化学実践演習 3前 1 1

無機合成化学 3前 2 1 1 無機合成化学 3前 2 1 1

化学技術英語 3前 2 1 化学技術英語 3前 2 1

表面工学 3前 2 1 1 表面工学 3前 2 1 1

クリーンエネルギー工学 3前 2 10 5 1 クリーンエネルギー工学 3前 2 10 5 1

光電気化学 3前 2 1 光電気化学 3前 2 1

エネルギー材料化学 3前 2 1 エネルギー材料化学 3前 2 1

無機材料プロセシング 3前 2 1 1 無機材料プロセシング 3前 2 1 1

物理化学演習 3前 1 1 1 物理化学演習 3前 1 1 1

界面化学 3前 2 1 界面化学 3前 2 1

有機機器分析 3前 2 3 1 有機機器分析 3前 2 3 1

高分子物性 3前 2 1 高分子物性 3前 2 1

無機機器分析 3前 2 2 1 無機機器分析 3前 2 2 1

分析化学実験 3前 2 2 分析化学実験 3前 2 2

無機・物理化学実験 3前 2 2 1 無機・物理化学実験 3前 2 2 1

測量学実習第一 3前 1 1 3 測量学実習第一 3前 1 2 2

測量学実習第二 3前 1 1 3 測量学実習第二 3前 1 2 2

建設工学実験Ⅰ 3前 1 1 建設工学実験Ⅰ 3前 1 1

建設工学実験Ⅱ 3前 1 1 1 建設工学実験Ⅱ 3前 1 1 1

地盤工学 3前 2 1 1 地盤工学 3前 2 1 1

コンクリート構造学第二 3前 2 1 コンクリート構造学第二 3前 2 1

水文学 3前 2 1 水文学 3前 2 1

景観工学 3前 2 1 景観工学 3前 2 1

用
科
目

専
門
科
目
　
工
学
応
用
科
目

用
科
目

専
門
科
目
　
工
学
応
用
科
目
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水処理工学 3前 2 1 水処理工学 3前 2 1

環境工学実験 3前 1 3 2 環境工学実験 3前 1 3 2

防災工学Ⅱ 3前 2 1 防災工学Ⅱ 3前 2 1

構造解析学 3前 2 1 構造解析学 3前 2 1

土木環境行政法 3前 1 1 土木環境行政法 3前 1 1

ハードウェア基礎及び実験 3前 3 2 ハードウェア基礎及び実験 3前 3 2

プログラミング言語論 3前 2 1 プログラミング言語論 3前 2 1

ソフトウェア工学及び演習Ⅱ 3前 2 1 ソフトウェア工学及び演習Ⅱ 3前 2 1

ヒューマンコンピュータインタラクション 3前 2 1 ヒューマンコンピュータインタラクション 3前 2 1

数値計算基礎 3前 2 1 数値計算基礎 3前 2 1

知的システムⅠ 3前 2 1 知的システムⅠ 3前 2 1

計算機アーキテクチャⅡ 3前 2 兼1 計算機アーキテクチャⅡ 3前 2 兼1

数理と論理に基づく情報処理 3前 2 1 数理と論理に基づく情報処理 3前 2 1

ソフトウェア開発プロジェクト実習Ⅰ 3前 2 1 ソフトウェア開発プロジェクト実習Ⅰ 3前 2 1

流体力学Ⅱ 3前 2 1 流体力学Ⅱ 3前 2 1

構造解析 3前 2 1 構造解析 3前 2 1

バイオメカニクス 3前 2 1 バイオメカニクス 3前 2 1

制御工学Ⅱ 3前 2 1 制御工学Ⅱ 3前 2 1

熱エネルギー変換工学 3前 2 1 熱エネルギー変換工学 3前 2 1

ナノ・マイクロ工学 3前 2 1 ナノ・マイクロ工学 3前 2 1

加工学Ⅱ 3前 2 1 加工学Ⅱ 3前 2 1

数値解析 3前 2 1 数値解析 3前 2 1

エンジニアリングコミュニケーション 3前 2 1 兼1 エンジニアリングコミュニケーション 3前 2 1 兼1

機械工学実験Ⅰ 3前 1 1 機械工学実験Ⅰ 3前 1 1

モビリティ工学演習 3前 1 1 モビリティ工学演習 3前 1 1

バイオメカニクス演習 3前 1 1 バイオメカニクス演習 3前 1 1

メカトロニクス実験Ⅰ 3前 2 4 5 2 メカトロニクス実験Ⅰ 3前 2 5 4 2

マルチメディア工学 3前 2 1 マルチメディア工学 3前 2 1

運動の力学Ⅱ 3後 2 1 1 運動の力学Ⅱ 3後 2 1 1

メカトロニクス実習（情報） 3前 2 1 2 メカトロニクス実習（情報） 3前 2 2 1

システム制御工学 3前 2 1 システム制御工学 3前 2 1

システム制御工学演習 3前 1 1 システム制御工学演習 3前 1 1

機械要素Ⅰ 2後 2 2 機械要素Ⅰ 2後 2 2

アナログ回路Ⅱ 3前 2 1 アナログ回路Ⅱ 3前 2 1

システム設計 3前 2 1 システム設計 3前 2 1

組込みソフトウェア構成法 3前 2 1 組込みソフトウェア構成法 3前 2 1

組込み設計 3前 2 1 組込み設計 3前 2 1

メカトロニクス演習Ⅰ 3前 1 8 6 2 メカトロニクス演習Ⅰ 3前 1 9 5 2

電気電子工学実験Ⅲ 3前 2 2 1 2 電気電子工学実験Ⅲ 3前 2 2 2 1

光物性工学 3前 2 1 光物性工学 3前 2 1

電子デバイス工学Ⅰ及び実習 3前 3 1 電子デバイス工学Ⅰ及び実習 3前 3 1

電子回路Ⅱ 3前 2 1 電子回路Ⅱ 3前 2 1

ディジタル電子回路 3前 2 1 ディジタル電子回路 3前 2 1

情報通信Ⅱ 3前 2 1 情報通信Ⅱ 3前 2 1

先端計測理工学 3前 2 1 3 先端計測理工学 3前 2 1 3

クリーンエネルギー化学実験 3後 3 9 5 1 クリーンエネルギー化学実験 3後 3 9 5 1

無機化学実践演習 3後 1 1 無機化学実践演習 3後 1 1

化学工学 3後 2 3 化学工学 3後 2 3

化学工学実践演習 3後 1 1 化学工学実践演習 3後 1 1

分析化学実践演習 3後 1 1 分析化学実践演習 3後 1 1

水素エネルギー特別講義 3後 1 1 水素エネルギー特別講義 3後 1 1

電池特別講義 3後 1 1 電池特別講義 3後 1 1

太陽エネルギー特別講義 3後 1 1 太陽エネルギー特別講義 3後 1 1

無機化学演習 3後 1 1 無機化学演習 3後 1 1

固体物性 3後 2 1 固体物性 3後 2 1

分析化学演習 3後 1 1 分析化学演習 3後 1 1

有機化学演習 3後 1 1 有機化学演習 3後 1 1

生化学 3後 2 1 生化学 3後 2 1

研究室実践実習 3後 2 1 研究室実践実習 3後 2 1

有機・高分子化学実験 3後 2 3 有機・高分子化学実験 3後 2 3

エンジニアリングデザイン 3後 1 2 1 1 エンジニアリングデザイン 3後 1 2 2

総合河川学 3後 2 1 総合河川学 3後 2 1

資源循環工学 3後 2 1 資源循環工学 3後 2 1

科学技術英語 3後 2 兼1 科学技術英語 3後 2 兼1

形式言語とコンパイラ 3後 2 1 形式言語とコンパイラ 3後 2 1

コンピュータグラフィックス及び演習 3後 2 1 コンピュータグラフィックス及び演習 3後 2 1

ソフトウェア開発プロジェクト実習Ⅱ 3後 3 2 ソフトウェア開発プロジェクト実習Ⅱ 3後 3 2

感性情報工学及び演習 3後 2 2 感性情報工学及び演習 3後 2 2

知的システムⅡ 3後 2 1 知的システムⅡ 3後 2 1

知的システム演習 3後 1 1 知的システム演習 3後 1 1

IoT・AIシステム 3後 2 兼1 IoT・AIシステム 3後 2 兼1

IoT・AIシステム演習 3後 1 1 IoT・AIシステム演習 3後 1 1

応用流体工学 3後 2 1 応用流体工学 3後 2 1

数値シミュレーション 3後 2 1 1 数値シミュレーション 3後 2 1 1

航空宇宙工学 3後 2 1 航空宇宙工学 3後 2 1

機構動力学 3後 2 1 機構動力学 3後 2 1

動力エネルギーシステム 3後 2 1 動力エネルギーシステム 3後 2 1

自動車工学 3後 2 1 自動車工学 3後 2 1

機械工学演習 3後 1 1 機械工学演習 3後 1 1

技術英語 3後 2 1 兼1 技術英語 3後 2 1 兼1

複素関数論 3後 2 1 複素関数論 3後 2 1

機械工学実験Ⅱ 3後 1 1 機械工学実験Ⅱ 3後 1 1

メカトロニクス実験Ⅱ 3後 2 4 5 2 メカトロニクス実験Ⅱ 3後 2 5 4 2

デバイス工学 3後 2 1 デバイス工学 3後 2 1

メカトロニクス演習Ⅱ 3後 1 8 6 2 メカトロニクス演習Ⅱ 3後 1 9 5 2

数値計算 3後 2 兼1 数値計算 3後 2 兼1

流れの科学 3後 2 1 流れの科学 3後 2 1

機械要素Ⅱ 3後 2 2 機械要素Ⅱ 3前 2 2

信号とシステム演習 3後 1 1 信号とシステム演習 3後 1 1

信号とシステム 3後 2 1 信号とシステム 3後 2 1

コンピュータ制御 3後 2 1 コンピュータ制御 3後 2 1

組込みアーキテクチャ 3後 2 1 組込みアーキテクチャ 3後 2 1

電気電子工学実験Ⅳ 3後 2 3 2 電気電子工学実験Ⅳ 3後 2 3 2

電子デバイス工学Ⅱ 3後 2 1 電子デバイス工学Ⅱ 3後 2 1

パワーエレクトロニクス 3後 2 1 パワーエレクトロニクス 3後 2 1

マイクロ波工学 3後 2 1 マイクロ波工学 3後 2 1

光波動工学 3後 2 1 光波動工学 3後 2 1

高電圧工学 3後 2 1 高電圧工学 3後 2 1

電力発生工学 3後 2 1 電力発生工学 3後 2 1

電機制御工学 3後 2 1 電機制御工学 3後 2 1

未来創造エレクロニクス研修 3後 1 1 未来創造エレクロニクス研修 3後 1 1

クリーンエネルギー化学特別講義 4前 1 1 クリーンエネルギー化学特別講義 4前 1 1

クリーンエネルギー実装実習 4前 1 1 クリーンエネルギー実装実習 4前 1 1

無機化学特別講義 4前・後 1 1 無機化学特別講義 4前・後 1 1

有機化学特別講義 4前・後 1 1 有機化学特別講義 4前・後 1 1

物理化学特別講義 4前・後 1 1 物理化学特別講義 4前・後 1 1

分析化学特別講義 4前・後 1 1 分析化学特別講義 4前・後 1 1

土木環境特別講義 4前・後 　 1 　 1 　 　 　 　 　 土木環境特別講義 4前・後 　 1 　 1 　 　 　 　 　

コンピュータ理工学特別講義 2・3・4前・後 1 1 コンピュータ理工学特別講義 2・3・4前・後 1 1

電気応用実験 4前 1 1 2 電気応用実験 4前 1 1 2

電力伝送工学 4前 2 兼1 電力伝送工学 4前 2 兼1

通信法規 4前 1 1 通信法規 4前 1 1

電気法規及び電気施設管理 4前 1 1 電気法規及び電気施設管理 4前 1 1

電気設計製図 4前 2 1 電気設計製図 4前 2 1

小計(255科目) － 0 473 0 55 53 0 22 0 兼13 小計(255科目) － 0 472 0 57 53 0 18 0 兼13

データエンジニアリング基礎 2・3前 2 2 データエンジニアリング基礎 2・3・4前・後 2 2

AI基礎 2・3・4前・後 2 1 1 AI基礎 2・3・4前・後 2 1 1

技術者倫理 2・3・4後 2 兼1 技術者倫理 2・3・4後 2 兼1

専
門
科
目
　
工
学
応
用
科
目

専
門
科
目
　
工
学
応
用
科
目
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門
科
目
　
工
学
応
用
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目

専
門
科
目
　
工
学
応
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インターンシップⅠ 3・4通 1 9 インターンシップⅠ 3・4通 1 9

インターンシップⅡ 3・4通 2 9 インターンシップⅡ 3・4通 2 9

地域リーダー養成特別演習1 2・3前 1 1 兼1 地域リーダー養成特別演習1 2・3前 1 1 兼1

地域リーダー養成特別演習2 2・3後 1 1 兼1 地域リーダー養成特別演習2 2・3後 1 1 兼1

キャリア形成実習3 3前 1 2 キャリア形成実習3 3前 1 2

キャリア形成実習4 3後 1 2 キャリア形成実習4 3後 1 2

ベンチャービジネス論 3休 1 兼1 ベンチャービジネス論 3休 1 兼1

PBLものづくり実践ゼミ1 3前 2 1 1 PBLものづくり実践ゼミ1 3前 2 1 1

PBLものづくり実践ゼミ2 3後 2 1 1 PBLものづくり実践ゼミ2 3後 2 1 1

工学科研修Ⅰ 4前・後 1 58 52 26 工学科研修Ⅰ 4前・後 1 60 53 21

工学科研修Ⅱ 4前・後 1 58 52 26 工学科研修Ⅱ 4前・後 1 60 53 21

工学科卒業研究Ⅰ 4前・後 3 58 52 26 工学科卒業研究Ⅰ 4前・後 3 60 53 21

工学科卒業研究Ⅱ 4前・後 3 58 52 26 工学科卒業研究Ⅱ 4前・後 3 60 53 21

品質管理概論 4前 2 1 品質管理概論 4前 2 1

小計(17科目) - 16 10 2 58 52 0 26 0 兼3 小計(17科目) - 16 10 2 60 53 0 21 0 兼3

共生科学入門 1前・後 2 兼4 共生科学入門 1前 2 兼7

食物科学入門 2前・後 2 兼1 食物科学入門 2後 2 兼1

生物学概論 3前・後 2 兼2 生物学概論 3前 2 兼2

生命研究倫理学 4前・後 1 兼2 生命研究倫理学 4後 1 兼2

小計(4科目) － 0 7 0 0 0 0 0 0 兼8 小計(4科目) － 0 7 0 0 0 0 0 0 兼11

キャリア形成実習1 2前 1 2 キャリア形成実習1 2前 1 2

キャリア形成実習2 2後 1 2 キャリア形成実習2 2後 1 2

地域リーダー養成特別実習1 2・3休 1 1 兼1 地域リーダー養成特別実習1 2・3休 1 1 兼1

地域リーダー養成特別実習2 2・3休 1 1 兼1 地域リーダー養成特別実習2 2・3休 1 1 兼1

機器分析特別講義ⅠA 4前 1 1 機器分析特別講義ⅠA 4前・後 1 1

機器分析特別講義ⅠB 4前 1 2 機器分析特別講義ⅠB 4前・後 1 2

機器分析特別講義ⅠC 4前 1 1 機器分析特別講義ⅠC 4前・後 1 1

機器分析特別講義ⅠD 4前 1 1 機器分析特別講義ⅠD 4前・後 1 1

機器分析特別講義ⅠE 4前 1 1 機器分析特別講義ⅠE 4前・後 1 1

機器分析特別講義ⅠF 4前 1 1 機器分析特別講義ⅠF 4前・後 1 1

機器分析特別講義ⅠG 4前 1 1 機器分析特別講義ⅠG 4前・後 1 1

機器分析特別講義ⅡA 4前 1 1 機器分析特別講義ⅡA 4前・後 1 1

機器分析特別講義ⅡC 4前 1 1 機器分析特別講義ⅡC 4前・後 1 1

機器分析特別講義ⅢA 4前 1 1 機器分析特別講義ⅢA 4前・後 1 1

機器分析特別講義ⅢB 4前 1 1 兼1 機器分析特別講義ⅢB 4前・後 1 1 兼1

機器分析特別講義ⅢC 4前 1 1 1 機器分析特別講義ⅢC 4前・後 1 1 1

機器分析特別講義ⅢD 4前 1 1 機器分析特別講義ⅢD 4前・後 1 1

機器分析特別講義ⅢE 4前 1 2 機器分析特別講義ⅢE 4前・後 1 1 1

職業指導第一 3休 2 兼1 職業指導第一 3休 2 兼1

職業指導第二 3休 2 兼1 職業指導第二 3休 2 兼1

工業科教育法Ⅰ 3前 2 兼1 工業科教育法Ⅰ 3前 2 兼1

工業科教育法Ⅱ 3後 2 兼1 工業科教育法Ⅱ 3後 2 兼1

中等理科教育法Ⅰ 3前 2 兼2 中等理科教育法 3前 2 兼2

中等理科教育法Ⅱ 3後 2 兼1 中等理科教育法Ⅱ 3後 2 兼1

地球科学 1後 2 兼2 地球科学 1後 2 兼2

教育学概論 1休 2 兼1 教育学概論 1休 2 兼1

現代教職論 1前 2 兼1 現代教職論 1前 2 兼1

学校制度・経営論 4前 2 兼1 学校制度・経営論 4前 2 兼1

青年期心理学 1前 2 兼1 青年期心理学 1前 2 兼1

特別支援教育論 2後 1 兼4 特別支援教育論 2後 1 兼4

教育課程論 2前 2 兼2 教育課程論 2前 2 兼2

総合的な学習の時間の指導法 2後 2 兼1 総合的な学習の時間の指導法 2後 2 兼1

特別活動論 2前 2 兼1 特別活動論 2前 2 兼1

情報通信技術を活用した教育の方法と技術 2後 2 兼1 情報通信技術を活用した教育の方法と技術 2後 2 兼1

生徒指導論（進路指導を含む。） 2後 2 兼1 生徒指導論（進路指導を含む。） 2後 2 兼1

学校教育相談論 2前 2 兼1 学校教育相談論 2前 2 兼1

高等学校教育実習（事前・事後指導1単位を含む。) 4前・後 3 兼1 高等学校教育実習（事前・事後指導1単位を含む。) 4前・後 3 兼1

教職実践演習（高） 4後 2 兼1 教職実践演習（高） 4後 2 兼1

小計（38科目） － 0 0 58 8 6 0 0 0 兼22 小計（38科目） － 0 0 58 9 5 0 0 0 兼22

24 552 60 61 56 0 26 0 兼44

- 32 920 60 58 52 0 26 0 兼198 - 32 907 60 61 56 0 26 0 兼203

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、旧カリキュラムについても記載してください。

　　　　　その場合は、新カリキュラムを全て記載したのち、最後に記載欄を追加し、年度ごとに記載してください。　　　　

【令和６年度】

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

以下の要件を満たし全学共通教育科目及び専門科目を合わせ１２４単位以上を修得する
こと。
１．全学共通教育科目については次の要件を満たし３２単位以上を修得すること。
　（１）人間形成科目部門から２単位以上
　（２）語学教育科目部門から１４単位以上
　（３）情報・数理教育科目部門から２単位以上
　（４）教養教育科目部門から１０単位以上
２．専門科目（工学基礎科目部門、工学応用科目部門、工学特殊科目部門、他学部科目）
　については、次の要件を満たし９２単位以上修得すること。
　（１）工学基礎科目部門から２８単位以上修得すること。
　（２）工学応用科目部門、工学特殊科目部門、他学部科目から合わせて６０単位以上
　　　修得すること。（ただし、他学部科目は上限８単位まで）
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小計（350科目）

以下の要件を満たし全学共通教育科目及び専門科目を合わせ１２４単位以上を修得する
こと。
１．全学共通教育科目については次の要件を満たし３２単位以上を修得すること。
　（１）人間形成科目部門から２単位以上
　（２）語学教育科目部門から１４単位以上
　（３）情報・数理教育科目部門から２単位以上
　（４）教養教育科目部門から１０単位以上
２．専門科目（工学基礎科目部門、工学応用科目部門、工学特殊科目部門、他学部科目）
　については、次の要件を満たし９２単位以上修得すること。
　（１）工学基礎科目部門から２８単位以上修得すること。
　（２）工学応用科目部門、工学特殊科目部門、他学部科目から合わせて６０単位以上
　　　修得すること。（ただし、他学部科目は上限８単位まで）

（１）－②授業科目表に関する変更内容

　　　　　新旧がある年度については、その別がわかるように各年度の右側に（新）又は（旧）と追記してください。
　　　　　（例：記載順）【認可時又は届出時】→【令和６年度】(新)→【令和５年度】(新)→【令和４年度】→【令和３年度】→【令和６年度】(旧)→【令和５年度】(旧)
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（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

・「U理論と自己理解」「多分野連携イノベーション」「チームビルディングスキル」「文化人類学」「アートと現代社会（文学）」「哲学」「コミュニケーションと対人関係スキル」「特別支援教育工学」「AI・デジタル社会の歩み
方」「山梨の自然と文化」「山梨の産業とグローバル化」「グローバル化論」「科学技術社会論」「情報学概論」「障害学生支援技術」「心に寄り添うコミュニケーションスキル」「スポーツ講義」を新設。

・授業内容見直しのため、「日本の古典文学」の科目名称を「日本古典の女流日記文学」に変更。
・授業内容見直しのため、「大学入学から考えるアメリカ社会」の科目名称を「大学入学から考える多様性とアメリカ社会」に変更。
・教職課程認定の指摘事項を受け、「中等理科教育法Ⅰ」の科目名称を「中等理科教育法」に変更。

・カリキュラム見直しのため、「機械要素Ⅱ」の配当年次を「3後」から「3前」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「データエンジニアリング基礎」の配当年次を「2・3前」から「2・3・4前・後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「共生科学入門」の配当年次を「1前・後」から「1前」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「食物科学入門」の配当年次を「2前・後」から「2後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「生物学概論」の配当年次を「3前・後」から「3前」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「生命研究倫理学」の配当年次を「4前・後」から「4後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「機器分析特別講義ⅠA」の配当年次を「4前」から「4前・後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「機器分析特別講義ⅠB」の配当年次を「4前」から「4前・後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「機器分析特別講義ⅠC」の配当年次を「4前」から「4前・後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「機器分析特別講義ⅠD」の配当年次を「4前」から「4前・後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「機器分析特別講義ⅠE」の配当年次を「4前」から「4前・後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「機器分析特別講義ⅠF」の配当年次を「4前」から「4前・後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「機器分析特別講義ⅠG」の配当年次を「4前」から「4前・後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「機器分析特別講義ⅡA」の配当年次を「4前」から「4前・後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「機器分析特別講義ⅡC」の配当年次を「4前」から「4前・後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「機器分析特別講義ⅢA」の配当年次を「4前」から「4前・後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「機器分析特別講義ⅢB」の配当年次を「4前」から「4前・後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「機器分析特別講義ⅢC」の配当年次を「4前」から「4前・後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「機器分析特別講義ⅢD」の配当年次を「4前」から「4前・後」に変更。
・カリキュラム見直しのため、「機器分析特別講義ⅢE」の配当年次を「4前」から「4前・後」に変更。

・担当教員変更により、「海外で学ぼう-海外職場文化体験Ⅰ」の専任教員等の配置を「兼1」から「教授1」に変更。
・担当教員変更により、「海外で学ぼう-海外職場文化体験Ⅱ」の専任教員等の配置を「兼1」から「教授1」に変更。
・担当教員変更により、「英語TD」の専任教員等の配置を「兼11」から「兼10」に変更。
・担当教員変更により、「総合英語」の専任教員等の配置を「兼5」から「兼6」に変更。
・担当教員変更により、「ドイツ語初級Ⅰ」の専任教員等の配置を「兼7」から「兼6」に変更。
・担当教員変更により、「ドイツ語初級Ⅱ」の専任教員等の配置を「兼7」から「兼6」に変更。
・担当教員変更により、「フランス語初級Ⅰ」の専任教員等の配置を「兼2」から「兼3」に変更。
・担当教員変更により、「フランス語初級Ⅱ」の専任教員等の配置を「兼2」から「兼3」に変更。
・担当教員変更により、「スペイン語初級Ⅰ」の専任教員等の配置を「兼4」から「兼3」に変更。
・担当教員変更により、「スペイン語演習Ⅰ」の専任教員等の配置を「兼2」から「兼3」に変更。
・担当教員変更により、「スペイン語演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「兼2」から「兼3」に変更。
・担当教員変更により、「データサイエンス入門」の専任教員等の配置を「教授2」から「教授2、助教1」に変更。
・担当教員変更により、「Intercultural Understanding through Images」の専任教員等の配置を「兼5」から「兼6」に変更。
・担当教員変更により、「人間とコンピュータ」の専任教員等の配置を「教授2、准教授1、兼1」から「教授2、准教授2」に変更。
・担当教員変更により、「ワインと宝石」の専任教員等の配置を「教授2、准教授5、兼6」から「教授3、准教授4、兼6」に変更。
・担当教員変更により、「これからの機械技術」の専任教員等の配置を「教授1、准教授3」から「教授2、准教授2」に変更。
・担当教員変更により、「クリスタルサイエンス」の専任教員等の配置を「教授2、准教授5、助教2、兼1」から「教授3、准教授4、助教2」に変更。
・担当教員変更により、「自然災害と都市防災」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1、准教授4、助教1」に変更。
・担当教員変更により、「ワイン製造演習及び体験学習」の専任教員等の配置を「兼2」から「兼1」に変更。
・担当教員変更により、「臨床心理学を学ぶ」の専任教員等の配置を「兼1」から「兼2」に変更。
・担当教員変更により、「微分積分学Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授1、助教1」から「教授3、准教授1、助教1、兼1」に変更。
・担当教員変更により、「微分積分学Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授3、准教授1、助教1、兼1」に変更。
・担当教員変更により、「線形代数学Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授1、准教授1」から「教授1、准教授1、助教2、兼1」に変更。
・担当教員変更により、「線形代数学Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授1、准教授1」から「教授1、准教授1、助教2、兼1」に変更。
・担当教員変更により、「実践ものづくり実習」の専任教員等の配置を「助教1」から「准教授1」に変更。
・担当教員変更により、「基礎ゼミ」の専任教員等の配置を「教授9」から「教授11、准教授8、助教1」に変更。
・担当教員変更により、「応用物理学」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授1、准教授1」に変更。
・担当教員変更により、「社会と科学技術」の専任教員等の配置を「教授8、准教授1、兼1」から「教授8、准教授2、助教2、兼1」に変更。
・担当教員変更により、「信号とシステム及び実習」の専任教員等の配置を「教授1」から「准教授1」に変更。
・担当教員変更により、「情報処理及びプログラミング基礎演習」の専任教員等の配置を「教授1、助教2」から「教授1、准教授2、助教1」に変更。
・担当教員変更により、「プログラミング応用及び演習Ⅰ」の専任教員等の配置を「准教授1、助教1」から「准教授2、助教1」に変更。
・担当教員変更により、「プログラミング応用及び演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「准教授1、助教1」から「准教授2、助教1」に変更。
・担当教員変更により、「C言語プログラミング」の専任教員等の配置を「准教授1、助教1」から「准教授1、助教2」に変更。
・担当教員変更により、「防災工学Ⅰ」の専任教員等の配置を「准教授2、助教1」から「准教授1、助教1」に変更。
・担当教員変更により、「アルゴリズムとデータ構造Ⅰ」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員変更により、「画像処理及び演習」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員変更により、「計測とセンサ」の専任教員等の配置を「教授1、准教授1」から「教授2」に変更。
・担当教員変更により、「組み込みプログラミング及び実習」の専任教員等の配置を「助教1」から「准教授1」に変更。
・担当教員変更により、「都市計画」の専任教員等の配置を「教授1、准教授2」から「教授1、准教授1、助教1」に変更。
・担当教員変更により、「土木環境科学実験」の専任教員等の配置を「教授1、准教授5、助教1」から「教授1、准教授6、助教1」に変更。
・担当教員変更により、「オペレーティングシステム演習」の専任教員等の配置を「准教授1、助教1」から「准教授2」に変更。
・担当教員変更により、「コンピュータネットワーク」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員変更により、「コンピュータネットワーク実習」の専任教員等の配置を「助教2」から「准教授1、助教1」に変更。
・担当教員変更により、「メカトロニクス実習（電気）」の専任教員等の配置を「教授1、准教授2、助教1」から「教授2、准教授1、助教1」に変更。
・担当教員変更により、「電気電子工学実験Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授1、准教授2、助教1」から「教授2、准教授1、助教1」に変更。
・担当教員変更により、「電気デバイス基礎」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員変更により、「測量学実習第一」の専任教員等の配置を「准教授1、助教3」から「准教授2、助教2」に変更。
・担当教員変更により、「測量学実習第二」の専任教員等の配置を「准教授1、助教3」から「准教授2、助教2」に変更。
・担当教員変更により、「防災工学Ⅱ」の専任教員等の配置を「准教授1」から「助教1」に変更。
・担当教員変更により、「メカトロニクス実験Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授4、准教授5、助教2」から「教授5、准教授4、助教2」に変更。
・担当教員変更により、「メカトロニクス実習（情報）」の専任教員等の配置を「教授1、准教授2」から「教授2、准教授1」に変更。
・担当教員変更により、「メカトロニクス演習Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授8、准教授6、助教2」から「教授9、准教授5、助教2」に変更。
・担当教員変更により、「電気電子工学実験Ⅲ」の専任教員等の配置を「教授2、准教授1、助教2」から「教授2、准教授2、助教1」に変更。
・担当教員変更により、「エンジニアリングデザイン」の専任教員等の配置を「教授2、准教授1、助教1」から「教授2、准教授2」に変更。
・担当教員変更により、「総合河川学」の専任教員等の配置を「助教1」から「准教授1」に変更。
・担当教員変更により、「知的システム演習」の専任教員等の配置を「助教1」から「准教授1」に変更。
・担当教員変更により、「IoT・AIシステム演習」の専任教員等の配置を「助教1」から「准教授1」に変更。
・担当教員変更により、「メカトロニクス実験Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授4、准教授5、助教2」から「教授5、准教授4、助教2」に変更。
・担当教員変更により、「メカトロニクス演習Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授8、准教授6、講師2」から「教授9、准教授5、助教2」に変更。
・担当教員変更により、「PBLものづくり実践ゼミ1」の専任教員等の配置を「教授1、助教1」から「教授1、准教授1」に変更。
・担当教員変更により、「PBLものづくり実践ゼミ2」の専任教員等の配置を「教授1、助教1」から「教授1、准教授1」に変更。
・担当教員変更により、「工学科研修Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授58、准教授52、助教26」から「教授60、准教授53、助教21」に変更。
・担当教員変更により、「工学科研修Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授58、准教授52、助教26」から「教授60、准教授53、助教21」に変更。
・担当教員変更により、「工学科卒業研究Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授58、准教授52、助教26」から「教授60、准教授53、助教21」に変更。
・担当教員変更により、「工学科卒業研究Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授58、准教授52、助教26」から「教授60、准教授53、助教21」に変更。
・担当教員変更により、「機器分析特別講義ⅡA」の専任教員等の配置を「准教授1」から「教授1」に変更。
・担当教員変更により、「機器分析特別講義ⅢE」の専任教員等の配置を「准教授2」から「教授1、准教授1」に変更。
・担当教員変更により、「共生科学入門」の専任教員等の配置を「兼4」から「兼7」に変更。
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　設置時の計画からの増減を記入してください。

選択

540

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 必修計（Ａ）

17

自由

　　　　の授業科目数及び設置時の計画からの増減を記入するとともに、「備考」に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目数と

39 536

[0] [△4] [0] 　[△4]

48032 920 60

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「変更状況」には変更後のカリキュラム（新カリキュラム）
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 日本古典の女流日記文学 2 1・2・3・4前 一般 選択

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 国際理解と多文化共生 2 2・3・4前 一般 選択

２ 人間と文化 2 1・2・3・4前 一般 選択 山梨県立大学連携開設科目廃止のため

3 人間と芸術―文学 2 1・2・3・4前 一般 選択 山梨県立大学連携開設科目廃止のため

4 日本語の方言と山梨 2 1・2・3・4後 一般 選択 山梨県立大学連携開設科目廃止のため

5 人間と思想 2 1・2・3・4後 一般 選択 山梨県立大学連携開設科目廃止のため

6 日本の歴史 2 1・2・3・4前 一般 選択 山梨県立大学連携開設科目廃止のため

7 欧米の歴史Ⅰ 2 1・2・3・4前 一般 選択 山梨県立大学連携開設科目廃止のため

8 特別支援教育総論 2 1・2・3・4前 一般 選択 後継科目「特別支援教育工学」開講のため

9 保育・子育ての現在 2 1・2・3・4前 一般 選択 教員退職のため。同じ科目区分の別科目の定員増で対応

10 ボランティアとサービスラーニング 2 1・2・3・4前・後 一般 選択 教員退職のため。同じ科目区分の別科目の定員増で対応

11 生活環境論 2 1・2・3・4前 一般 選択 山梨県立大学連携開設科目廃止のため

12 簿記論 2 1・2・3・4前 一般 選択 山梨県立大学連携開設科目廃止のため

13 簿記演習 1 1・2・3・4後 一般 選択 山梨県立大学連携開設科目廃止のため

14 メディア・リテラシー 2 1・2・3・4前 一般 選択 山梨県立大学連携開設科目廃止のため

15 生命科学と社会 2 1・2・3・4前 一般 選択 教員退職のため。同じ科目区分の別科目の定員増で対応

16 宇宙の科学 2 1・2・3・4前 一般 選択 山梨県立大学連携開設科目廃止のため

17 生物の科学 2 1・2・3・4後 一般 選択 山梨県立大学連携開設科目廃止のため

18 こころの健康づくり 2 1・2・3・4後 一般 選択 後継科目「コミュニケーションと対人関係 スキル」開講のため

19 大学生のためのセルフマネージメント 2 1・2・3・4前 一般 選択 後継科目「障害学生支援技術」開講のため

20 運動と人間―講義 2 1・2・3・4後 一般 選択 山梨県立大学連携開設科目廃止のため

21 発達と教育の心理 2 1・2・3・4後 一般 選択 山梨県立大学連携開設科目廃止のため

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

未開講又は廃止となった科目は教養教育科目であり、代替科目を複数設置していることから履修上問題ないと考え
る。なお、学生に対してはガイダンス等で周知済みである。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

教員退職のため。同じ科目区分の別科目の定員増で対応

廃止の理由、代替措置の有無

　　　・　該当がない場合は「未開講の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

　　　・　該当がない場合は「廃止の理由、代替措置の有無」欄に「該当なし」と記入してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由、代替措置の有無

教員休職のため。同じ科目区分の別科目の定員増で対応

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」
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（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

22

540

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 4.07
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備考

大学全体

(７) 体　　育　　館

実験実習室

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（６）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

229,307㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

7,184㎡

73,302㎡

0㎡ 0㎡

完成年度

527

（29,611〔27,967〕） （7,226） （9,419）

収 納 可 能 冊 数

5,038 8,463 14

（9,419） （14）（7,226）

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

（29,611〔27,967〕）

2,743㎡
野球場　2面
テニスコート　17面

体育館以外のスポーツ施設の概要

小体育館、武道場、弓道場、
プールほか

開設前年度 完成年度

576,445

　

図
書
・
設
備

(５)

計
45,345〔35,781〕

種

大学全体
562,429〔165,291〕

講　義　室

70室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

560,011〔163,988〕 43,017〔31,803〕

51室

73,302㎡ 0㎡

562,429〔165,291〕

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

31,947〔31,947〕 5,038 8,463 14

31,947〔31,947〕

43,017〔31,803〕

0㎡

点 点点

315,485㎡

0㎡ 229,307㎡

259室

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 千円 千円 千円

第６年次

千円 千円

千円 千円

開設年度

面　　　　　積

千円

千円 千円

千円

設備購入費

図書購入費

千円

千円

区　　　　　分

315,485㎡

千円

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

千円 千円

第４年次 第５年次

560,011〔163,988〕

544,792㎡

語学学習施設

（補助職員　16人）

0室

情報処理学習施設

6室

（補助職員　5人）

（14）

0㎡

電子ジャーナル

138

視聴覚資料

３　施設・設備の整備状況，経費

0㎡ 138,926㎡

（　　　　138,926㎡）

544,792㎡ 0㎡

計

138,926㎡ 0㎡

（　　　　　0　㎡） （　　　　0　　㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

学部単位での特定不能
なため、大学全体の数

大学全体

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

0㎡ 0㎡ 242,183㎡242,183㎡

（　　　138,926㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には報告年度の５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

工学部　工学科 室

冊

45,345〔35,781〕
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

0
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

0

年 人 年次 人 年度 年度

人

教育学部

　学校教育課程 4 120 - 485 学士
（教育）

平成10

医学部

　医学科 6 125 - 750 学士
（医学）

昭和55

　看護学科 4 60 - 240 学士
（看護学）

平成7

工学部

　工学科 4 365 20 1500 学士
（工学）

令和６

生命環境学部

　生命工学科 4 40 - 155 学士
（生命工学）

平成24

　地域食物科学科 4 37 - 148 学士
（農学）

　環境科学科 4 30 - 120 学士
（環境科学）

　地域社会システム
学科

4 48 - 192 学士
（社会科学）

大学全体 - 825
3年次

20
3590 -

　　　・「収容定員充足率」には、報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

　　　・「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

　　　　第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

　　　　なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

４　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間
の学科の

み）

開設
年度

山　梨　大　学

山梨県甲府市武田4-3-11

備　　考

山梨県甲府市武田4-4-37

所在地

山梨県中央市下河東1110

同上

1.13

1.03

1.04

1.09

山梨県甲府市武田4-4-37

　　　　コメント機能で操作方法を案内していますのでご参照ください。

        なお、本調査の対象となっている大学等の設置者が設置している他の大学等の状況については、記入する必要はありません。

　　　「収容定員充足率」が0.7倍以下又は1.15倍以上の学科数を記入する項目を「－」とした上で、「非表示」設定としてください。

　　　・学部の学科等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている場合を含めます。

　　　　　履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

      ・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　　算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和７年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

　　　・「収容定員充足率（控除後含む）」は、小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　　また、0.7倍以下又は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。

　　　・記載項目以外、保護をかけています。不要な行は、「非表示」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

　　　　開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記載してください。

　　　・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、文字サイズ変更を行ってください。詳しくは、本シート右に記載の

（注）・本調査の対象となっている大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）について、既に設置している学部等

　　　　（短期大学、高等専門学校にあっては学科等）の報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（大学院、専攻科及び別科を除く）。

倍

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

倍

1.03

1.01

1.08

0.97

1.06

1.041.10

1.07

1.00

1.08 1.07

1.05 1.04

1.07
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【認可時又は届出時】 【令和６年度】

専 教授

藤森　篤
(64(高))

＜令和6年4月＞
工学博士

専

教授
（学
部

長・
学科
長）

中山　栄浩
(58)

＜令和6年4月＞
博士（工学）

材料の科学Ⅰ
材料の科学Ⅱ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

材料の科学Ⅰ
材料の科学Ⅱ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

藤森　篤
(65(高))

＜令和6年4月＞
工学博士

制御工学Ⅰ
制御工学Ⅱ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

これからの機械技術※
制御工学Ⅰ
制御工学Ⅱ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専

教授
（学
部

長・
学科
長）

中山　栄浩
(58)

＜令和6年4月＞
博士（工学）

５　教員組織の状況

＜工学部　工学科＞

（１）ー① 担当教員表

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

武田　哲明
(64(高))

＜令和6年4月＞
博士（工学）

熱エネルギー変換工学
動力エネルギーシステム
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

熱エネルギー変換工学
動力エネルギーシステム
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

武田　哲明
(64(高))

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

岩沼　宏治
(63(高))

＜令和6年4月＞
工学博士

人間とコンピュータ※
情報理論
アルゴリズムとデータ構造Ⅱ
数理と論理に基づく情報処理
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

人間とコンピュータ※
情報理論
アルゴリズムとデータ構造Ⅱ
数理と論理に基づく情報処理
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

岩沼　宏治
(63(高))

＜令和6年4月＞
工学博士
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

福本　文代
(62)

＜令和6年4月＞
博士(理学)

離散数学
知的システムⅡ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

離散数学
知的システムⅡ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

福本　文代
(62)

＜令和6年4月＞
博士(理学)

専 教授

張本　鉄雄
(61)

＜令和6年4月＞
博士(工学)

応用数学
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

応用数学
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

張本　鉄雄
(61)

＜令和6年4月＞
博士(工学)

専 教授

近藤　英一
(61)

＜令和6年4月＞
博士(工学)

化学工学※
化学安全と衛生
技術者倫理
社会と科学技術※
機器分析特別講義ⅠE
機器分析特別講義ⅠF
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー工学※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

化学工学※
化学安全と衛生
基礎ゼミ
技術者倫理
社会と科学技術※
機器分析特別講義ⅠE
機器分析特別講義ⅠF
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー工学※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

近藤　英一
(61)

＜令和6年4月＞
博士(工学)

信号とシステム及び実習
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

大木　真
(61)

＜令和6年4月＞
工学博士

専 教授

小谷　信司
(61)

＜令和6年4月＞
博士（工学）

デジタル回路Ⅰ
メカトロニクス実習（電気）
デジタル回路Ⅱ
システム設計
メカトロニクス演習Ⅰ
デバイス工学
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

デジタル回路Ⅰ
メカトロニクス実習（電気）
デジタル回路Ⅱ
システム設計
メカトロニクス演習Ⅰ
デバイス工学
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

小谷　信司
(61)

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

森澤　正之
(61)

＜令和6年4月＞
博士(工学)

組込みプログラミングⅠ演習
組込みプログラミングⅠ
アナログ回路Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅰ
アナログ回路Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
組込みアーキテクチャ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

組込みプログラミングⅠ演習
組込みプログラミングⅠ
アナログ回路Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅰ
アナログ回路Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
組込みアーキテクチャ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

森澤　正之
(61)

＜令和6年4月＞
博士(工学)

専 教授

和田　智志
(61)

＜令和6年4月＞
工学博士

化学反応速度論※
無機材料プロセシング※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

化学反応速度論※
無機材料プロセシング※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

和田　智志
(61)

＜令和6年4月＞
工学博士

専 教授

安藤　英俊
(60)

＜令和6年4月＞
工学博士

データサイエンス入門
データエンジニアリング基礎
データベース及び演習
AI基礎
コンピュータグラフィックス及び演習
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

データサイエンス入門
データエンジニアリング基礎
データベース及び演習
AI基礎
コンピュータグラフィックス及び演習
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

安藤　英俊
(60)

＜令和6年4月＞
工学博士

専 教授

寺田　英嗣
（60）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

メカトロニクス実習（機械）
メカトロニクス製図
運動の力学Ⅰ演習※
運動の力学Ⅰ※
運動の力学Ⅱ※
機械要素Ⅰ※
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅱ
機械要素Ⅱ※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究

メカトロニクス実習（機械）
メカトロニクス製図
運動の力学Ⅰ演習※
運動の力学Ⅰ※
運動の力学Ⅱ※
機械要素Ⅰ※
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅱ
機械要素Ⅱ※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究

専 教授

寺田　英嗣
（60）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

内田　誠
(61)

＜令和6年4月＞
博士（工学）

環境エネルギー工学
電気化学実験
電気化学※
クリーンエネルギー工学※
クリーンエネルギー化学実験
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

環境エネルギー工学
電気化学実験
電気化学※
クリーンエネルギー工学※
クリーンエネルギー化学実験
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

内田　誠
(61)

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

犬飼　潤治
（61）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

基礎ゼミ
社会と科学技術※
固体分析化学※
クリーンエネルギー化学実験
化学反応速度論※
電子回路実験
機械加工及び実習
環境エネルギー工学
表面工学※
クリーンエネルギー工学※

 水素エネルギー特別講義
 電池特別講義

太陽エネルギー特別講義
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

 工学科研修Ⅰ
 工学科研修Ⅱ

 工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
クリーンエネルギー化学特別講義
クリーンエネルギー実装実習

社会と科学技術※
固体分析化学※
クリーンエネルギー化学実験
化学反応速度論※
電子回路実験
機械加工及び実習
環境エネルギー工学
表面工学※
クリーンエネルギー工学※

 水素エネルギー特別講義
 電池特別講義

太陽エネルギー特別講義
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

 工学科研修Ⅰ
 工学科研修Ⅱ

 工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
クリーンエネルギー化学特別講義
クリーンエネルギー実装実習

専 教授

犬飼　潤治
（60）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

専 教授

小澤　賢司
（60）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

基礎電気理論
データサイエンス応用及び演習
キャリア形成実習3
キャリア形成実習4
キャリア形成実習1
キャリア形成実習2
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

基礎電気理論
データサイエンス応用及び演習
キャリア形成実習3
キャリア形成実習4
キャリア形成実習1
キャリア形成実習2
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

小澤　賢司
（60）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

鈴木　良弥
（61）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

メカトロニクス入門
基礎ゼミ
社会と科学技術※
基礎情報理論
メカトロニクス実験Ⅰ
組込みソフトウェア構成法
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
コンピュータ制御
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究

メカトロニクス入門
基礎ゼミ
社会と科学技術※
基礎情報理論
メカトロニクス実験Ⅰ
組込みソフトウェア構成法
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
コンピュータ制御
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究

専 教授

鈴木　良弥
（60）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

渡辺　喜道
（60）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

フューチャーサーチ
人間とコンピュータ※
プログラミング言語論
ソフトウェア工学及び演習Ⅱ
品質管理概論
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

フューチャーサーチ
人間とコンピュータ※
プログラミング言語論
ソフトウェア工学及び演習Ⅱ
品質管理概論
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

渡辺　喜道
（60）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

内山　智香子
（60）

＜令和6年4月＞
学術博士

量子力学
量子力学演習
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

量子力学
量子力学演習
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

内山　智香子
（60）

＜令和6年4月＞
学術博士

専 教授

矢野　浩司
（59）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

家庭の中のエレクトロニクス※
電気回路Ⅱ及び実習
パワーエレクトロニクス
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

家庭の中のエレクトロニクス※
電気回路Ⅱ及び実習
パワーエレクトロニクス
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

矢野　浩司
（59）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

21



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

石井　孝明
（59）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

解析学
物理学実験
コミュニケーション
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅱ
流れの科学
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

解析学
物理学実験
コミュニケーション
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅱ
流れの科学
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

石井　孝明
（59）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

高橋　正和
（58）

＜令和6年4月＞
博士（システムズマネジメント）

ソフトウェアプロジェクト管理
ソフトウェア工学及び演習Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

基礎ゼミ
ソフトウェアプロジェクト管理
ソフトウェア工学及び演習Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

高橋　正和
（58）

＜令和6年4月＞
博士（システムズマネジメント）

専 教授

宮尾　敏広
（59）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

基礎無機化学※
物理化学実験
クリーンエネルギー化学実験
環境エネルギー工学
触媒化学
クリーンエネルギー工学※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

基礎無機化学※
物理化学実験
クリーンエネルギー化学実験
環境エネルギー工学
触媒化学
クリーンエネルギー工学※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

宮尾　敏広
（58）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

桑原　哲夫
（58）

＜令和6年4月＞
博士(工学)

有機化学Ⅰ
生化学
有機・高分子化学実験
有機機器分析※
基礎ゼミ
無機化学特別講義
有機化学特別講義
物理化学特別講義
分析化学特別講義
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
機器分析特別講義ⅡC
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

有機化学Ⅰ
生化学
有機・高分子化学実験
有機機器分析※
無機化学特別講義
有機化学特別講義
物理化学特別講義
分析化学特別講義
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
機器分析特別講義ⅡC
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

桑原　哲夫
（58）

＜令和6年4月＞
博士(工学)
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

小須田　雅
（57）

＜令和6年4月＞
博士（数理科学）

線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
微分方程式
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

小須田　雅
（57）

＜令和6年4月＞
博士（数理科学）

専 教授

鈴木　智博
（57）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
微分方程式
基礎ゼミ
数値計算基礎
ソフトウェア開発プロジェクト実習Ⅱ※
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
微分方程式
数値計算基礎
ソフトウェア開発プロジェクト実習Ⅱ※
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

鈴木　智博
（57）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

専 教授

森　一博
（56）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

基礎ゼミ
基礎生物学
土木環境工学概論※
環境生態学※
環境工学実験※
水処理工学
土木環境行政法
エンジニアリングデザイン※
土木環境特別講義
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

基礎生物学
土木環境工学概論※
環境生態学※
環境工学実験※
水処理工学
土木環境行政法
エンジニアリングデザイン※
土木環境特別講義
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

専 教授

森　一博
（56）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

23



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

垣尾　省司
（57）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

電磁気学Ⅰ
電気系数学Ⅰ
キャリア形成実習3
キャリア形成実習4
キャリア形成実習1
キャリア形成実習2
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

電磁気学Ⅰ
電気系数学Ⅰ
キャリア形成実習3
キャリア形成実習4
キャリア形成実習1
キャリア形成実習2
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

垣尾　省司
（56）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専

教授
（副
学

長）

塙　雅典
（56）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

情報通信Ⅰ及び実習
情報通信Ⅱ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

情報通信Ⅰ及び実習
情報通信Ⅱ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専

教授
（副
学

長）

塙　雅典
（56）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

専 教授

奥崎　秀典
（56）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

化学熱力学Ⅰ※
社会と科学技術※
高分子物性
有機・高分子化学実験
有機機器分析※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

化学熱力学Ⅰ※
社会と科学技術※
高分子物性
有機・高分子化学実験
有機機器分析※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

奥崎　秀典
（56）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

専 教授

宮武　健治
（55）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

高分子合成※
クリーンエネルギー化学実験
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー工学※
化学技術英語
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

高分子合成※
クリーンエネルギー化学実験
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー工学※
化学技術英語
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

宮武　健治
（55）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

柿沼　克良
（54）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

エネルギー材料化学
固体物性化学
クリーンエネルギー工学※
クリーンエネルギー化学実験
環境エネルギー工学
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

基礎ゼミ
エネルギー材料化学
固体物性化学
クリーンエネルギー工学※
クリーンエネルギー化学実験
環境エネルギー工学
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

柿沼　克良
（54）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

綿打　敏司
（55）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

ワインと宝石※
クリスタルサイエンス
化学熱力学Ⅰ※
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー工学※
化学工学※
化学工学実践演習
機器分析特別講義ⅠC
クリーンエネルギー化学実験
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

ワインと宝石※
クリスタルサイエンス
化学熱力学Ⅰ※
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー工学※
化学工学※
化学工学実践演習
機器分析特別講義ⅠC
クリーンエネルギー化学実験
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

綿打　敏司
（55）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

入江　寛
（54）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

量子化学
クリーンエネルギー化学実験
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー工学※
光電気化学
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

量子化学
クリーンエネルギー化学実験
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー工学※
光電気化学
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

入江　寛
（54）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

専 教授

鍋谷　暢一
（55）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

電気電子工学実験Ⅲ※
光物性工学
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

電気電子工学実験Ⅲ※
光物性工学
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

鍋谷　暢一
（55）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

米山　直樹
（53）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

発展化学実験
固体物性
無機機器分析※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

発展化学実験
固体物性
無機機器分析※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

米山　直樹
（53）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

専 教授

伊藤　安海
（53）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

社会と科学技術※
機械工学デザインⅠ※
材料力学Ⅰ
バイオメカニクス
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

社会と科学技術※
機械工学デザインⅠ※
材料力学Ⅰ
バイオメカニクス
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

伊藤　安海
（53）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

服部　元信
（54）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

基礎ゼミ
社会と科学技術※
情報処理及びプログラミング基礎演習※
情報システムと社会※
知的システムⅠ
コンピュータ理工学特別講義
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

社会と科学技術※
情報処理及びプログラミング基礎演習※
情報システムと社会※
知的システムⅠ
コンピュータ理工学特別講義
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

服部　元信
（54）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

郷　健太郎
（55）

＜令和6年4月＞
博士（情報工学）

計算機アーキテクチャⅠ
ヒューマンコンピュータインタラクショ
ン
ソフトウェア開発プロジェクト実習Ⅱ※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

計算機アーキテクチャⅠ
ヒューマンコンピュータインタラクショ
ン
ソフトウェア開発プロジェクト実習Ⅱ※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

郷　健太郎
（55）

＜令和6年4月＞
博士（情報工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

岡澤　重信
（53）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

これからの機械技術※
構造解析
数値シミュレーション※
自動車工学
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

これからの機械技術※
構造解析
数値シミュレーション※
自動車工学
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

岡澤　重信
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

齊藤　成彦
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

応用物理学
土木環境工学概論※
建設材料学及び演習※
コンクリート構造学第一
コンクリート構造学第二
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

自然災害と都市防災
土木環境工学概論※
建設材料学及び演習※
コンクリート構造学第一
コンクリート構造学第二
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 教授

齊藤　成彦
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

武藤　慎一
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

社会と科学技術※
土木環境工学概論※
計画学基礎及び演習
都市計画※
土木環境科学実験※
交通計画・設計
エンジニアリングデザイン※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

基礎ゼミ
社会と科学技術※
土木環境工学概論※
応用物理学
計画学基礎及び演習
都市計画※
土木環境科学実験※
交通計画・設計
エンジニアリングデザイン※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 教授

武藤　慎一
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

野原　愼士
（53）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

地球環境化学とエネルギー
基礎化学
基礎物理化学※
電子回路実験
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー工学※
クリーンエネルギー化学実験
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究

地球環境化学とエネルギー
基礎化学
基礎物理化学※
電子回路実験
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー工学※
クリーンエネルギー化学実験
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究

専 教授

野原　愼士
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

村中　司
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

基礎物理学(力学)
基礎物理学(波動・光・熱)
基礎物理学(電磁気学)
電気電子工学実験Ⅱ
電子物性工学及び実習
機器分析特別講義ⅠＧ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

基礎物理学(力学)
基礎物理学(波動・光・熱)
基礎物理学(電磁気学)
電気電子工学実験Ⅱ
電子物性工学及び実習
機器分析特別講義ⅠＧ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

村中　司
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

清水　毅
（53）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

データサイエンス入門
機械加工学
物理学実験
メカトロニクス実験Ⅰ
機械要素Ⅰ※
メカトロニクス演習Ⅰ

 メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
機械要素Ⅱ※
データエンジニアリング基礎
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

データサイエンス入門
機械加工学
物理学実験
メカトロニクス実験Ⅰ
機械要素Ⅰ※
メカトロニクス演習Ⅰ

 メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
機械要素Ⅱ※
データエンジニアリング基礎
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

清水　毅
（53）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

野田　善之
（51）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

基礎ゼミ
機械工学概論
機械力学
機械工学デザインⅡ
機械工学実験Ⅰ
モビリティ工学演習
バイオメカニクス演習
機構動力学
機械工学演習
機械工学実験Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
PBLものづくり実践ゼミ1
PBLものづくり実践ゼミ2
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

基礎ゼミ
機械工学概論
機械力学
機械工学デザインⅡ
機械工学実験Ⅰ
モビリティ工学演習
バイオメカニクス演習
機構動力学
機械工学演習
機械工学実験Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
PBLものづくり実践ゼミ1
PBLものづくり実践ゼミ2
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

野田　善之
（51）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

小幡　誠
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

基礎有機化学
高分子合成※
有機・高分子化学実験
有機機器分析※
機器分析特別講義ⅢA
機器分析特別講義ⅢD
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

基礎ゼミ
基礎有機化学
高分子合成※
有機・高分子化学実験
有機機器分析※
機器分析特別講義ⅢA
機器分析特別講義ⅢD
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

小幡　誠
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

宮嶋　尚哉
（51）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

基礎化学
基礎物理化学※
無機・物理化学実験
化学工学※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

基礎化学
基礎物理化学※
無機・物理化学実験
化学工学※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

宮嶋　尚哉
（51）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

柳　博
（51）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

化学熱力学Ⅱ
物理化学演習※
無機機器分析※
無機・物理化学実験
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

化学熱力学Ⅱ
物理化学演習※
無機機器分析※
無機・物理化学実験
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

柳　博
（51）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

金　蓮花
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

統計処理入門
計測とセンサ※
メカトロニクス実験Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

統計処理入門
計測とセンサ※
メカトロニクス実験Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

金　蓮花
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

武井　貴弘
（51）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

ワインと宝石※
クリスタルサイエンス
結晶化学
無機化学※
クリーンエネルギー化学実験
無機合成化学※
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー工学※
地域リーダー養成特別演習1
地域リーダー養成特別演習2
地域リーダー養成特別実習1
地域リーダー養成特別実習2
機器分析特別講義ⅢC
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

ワインと宝石※
クリスタルサイエンス
結晶化学
無機化学※
クリーンエネルギー化学実験
無機合成化学※
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー工学※
地域リーダー養成特別演習1
地域リーダー養成特別演習2
地域リーダー養成特別実習1
地域リーダー養成特別実習2
機器分析特別講義ⅢC
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

武井　貴弘
（51）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

酒井　優
（50）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

基礎物理学(力学)
基礎物理学(波動・光・熱)
基礎物理学(電磁気学)
電気電子工学実験Ⅲ※
先端計測理工学※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

基礎物理学(力学)
基礎物理学(波動・光・熱)
基礎物理学(電磁気学)
電気電子工学実験Ⅲ※
先端計測理工学※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

酒井　優
（49）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

専 教授

石川　陽
（48）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

基礎物理学(力学)
基礎物理学(波動・光・熱)
基礎物理学(電磁気学)
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

基礎物理学(力学)
基礎物理学(波動・光・熱)
基礎物理学(電磁気学)
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

石川　陽
（48）

＜令和6年4月＞
博士（理学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

佐藤　隆英
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

基礎ゼミ
社会と科学技術※
電子回路Ⅰ及び実習
電子回路Ⅱ
電機制御工学
未来創造エレクロニクス研修
通信法規
電気法規及び電気施設管理
電気設計製図
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

基礎ゼミ
社会と科学技術※
電子回路Ⅰ及び実習
電子回路Ⅱ
電機制御工学
未来創造エレクロニクス研修
通信法規
電気法規及び電気施設管理
電気設計製図
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

佐藤　隆英
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

二宮（向井）　啓
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

電気電子工学実験Ⅰ
エネルギー工学概論※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

電気電子工学実験Ⅰ
エネルギー工学概論※
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

二宮（向井）　啓
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

西﨑　博光
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

組込みプログラミングⅠ演習
組込みプログラミングⅡ
マルチメディア工学
メカトロニクス実習（情報）
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

海外で学ぼう-海外職場文化体験Ⅰ
海外で学ぼう-海外職場文化体験Ⅱ
組込みプログラミングⅠ演習
組込みプログラミングⅡ
マルチメディア工学
メカトロニクス実習（情報）
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科研修Ⅰ
工学科研修Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ

専 教授

西﨑　博光
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

遠山　忠
（45）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

土木環境のコミュニケーション
環境化学
土木環境工学概論※
環境工学実験※
資源循環工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

土木環境のコミュニケーション
環境化学
土木環境工学概論※
環境工学実験※
資源循環工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 教授

遠山　忠
（45）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

後藤　聡
（64（高））

＜令和6年4月＞
工学博士

土木環境のコミュニケーション
土木環境工学概論※
土質力学及び演習
建設工学実験Ⅱ
地盤工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

自然災害と都市防災
土木環境のコミュニケーション
土木環境工学概論※
土質力学及び演習
建設工学実験Ⅱ
地盤工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

後藤　聡
（64（高））

＜令和6年4月＞
工学博士

専
准教
授

角田　博之
（63（高））

＜令和6年4月＞
工学博士

これからの機械技術※
流体力学Ⅰ
数値解析
エンジニアリングコミュニケーション
応用流体工学
技術英語
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

これからの機械技術※
流体力学Ⅰ
数値解析
エンジニアリングコミュニケーション
応用流体工学
技術英語
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

角田　博之
（63（高））

＜令和6年4月＞
工学博士

専
准教
授

石井　信行
（63（高））

＜令和6年4月＞
博士（工学）

土木環境デザイン
土木環境工学概論※
都市計画※
景観工学
エンジニアリングデザイン※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

土木環境デザイン
土木環境工学概論※
都市計画※
景観工学
エンジニアリングデザイン※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

石井　信行
（62）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

原本　英司
（45）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

土木環境工学概論※
環境工学実験※
衛生工学及び演習※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

基礎ゼミ
土木環境工学概論※
環境工学実験※
衛生工学及び演習※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 教授

原本　英司
（45）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

阪根　英人
（61）

＜令和6年4月＞
理学博士

量子化学
分析化学実験
無機機器分析※
有機機器分析※
機器分析特別講義ⅢC
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

量子化学
分析化学実験
無機機器分析※
有機機器分析※
機器分析特別講義ⅢC
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

阪根　英人
（61）

＜令和6年4月＞
理学博士

専
准教
授

山中　淳二
（60）

 <令和6年4月>
工学博士

ワインと宝石※
クリスタルサイエンス
自然科学実験※
固体分析化学※
環境エネルギー工学※
表面工学※
クリーンエネルギー工学※
クリーンエネルギー化学実験
機器分析特別講義ⅠA
機器分析特別講義ⅠB
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

ワインと宝石※
クリスタルサイエンス
基礎ゼミ
自然科学実験※
固体分析化学※
環境エネルギー工学※
表面工学※
クリーンエネルギー工学※
クリーンエネルギー化学実験
機器分析特別講義ⅠA
機器分析特別講義ⅠB
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

山中　淳二
（60）

 <令和6年4月>
工学博士

専
准教
授

佐藤　哲也
（59）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

基礎化学実験※
界面化学
機器分析特別講義ⅠD
機器分析特別講義ⅢE
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

基礎化学実験※
界面化学
機器分析特別講義ⅠD
機器分析特別講義ⅢE
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

佐藤　哲也
（59）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

平　晋一郎
（59）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

メカトロニクス実習（機械）
メカトロニクス製図
材料と力学Ⅰ※
材料と力学Ⅱ
メカトロニクス実験Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

メカトロニクス実習（機械）
メカトロニクス製図
材料と力学Ⅰ※
材料と力学Ⅱ
メカトロニクス実験Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

平　晋一郎
（59）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

北村　敏也
（59）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

材料と力学Ⅰ※
運動の力学Ⅰ演習※
運動の力学Ⅰ※
メカトロニクス実験Ⅰ
運動の力学Ⅱ※
システム制御工学
システム制御工学演習
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

材料と力学Ⅰ※
運動の力学Ⅰ演習※
運動の力学Ⅰ※
メカトロニクス実験Ⅰ
運動の力学Ⅱ※
システム制御工学
システム制御工学演習
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

北村　敏也
（58）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

丹沢　勉
（54）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

C言語プログラミング
組込みハードウェア設計演習
メカトロニクス実験Ⅰ
メカトロニクス実習（情報）
組込み設計
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

C言語プログラミング
組込みハードウェア設計演習
メカトロニクス実験Ⅰ
メカトロニクス実習（情報）
組込み設計
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

丹沢　勉
（53）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

井上　久美
（52）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

基礎化学
基礎分析化学
発展化学実験
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

基礎化学
基礎分析化学
発展化学実験
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

井上　久美
（52）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

専
准教
授

居島　薫
（53）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

電気電子工学実験Ⅰ
ディジタル電子回路
先端計測理工学※
電気電子工学実験Ⅳ※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

電気電子工学実験Ⅰ
ディジタル電子回路
先端計測理工学※
電気電子工学実験Ⅳ※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

居島　薫
（52）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

白木　一郎
（52）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

電気系エンジニアのための日本語リテラ
シ
電気系数学Ⅱ
先端計測理工学※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

電気系エンジニアのための日本語リテラ
シ
電気系数学Ⅱ
先端計測理工学※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

白木　一郎
（52）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

自然災害と都市防災
富士山学
土木環境工学概論※
防災工学Ⅰ※
都市計画※
防災工学Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

秦　康範
（51）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

山本　義暢
（50）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

流体力学Ⅱ
複素関数論
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

基礎ゼミ
流体力学Ⅱ
複素関数論
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

山本　義暢
（50）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

東海林　篤
（51）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

基礎物理学(力学)
基礎物理学(波動・光・熱)
基礎物理学(電磁気学)
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

基礎物理学(力学)
基礎物理学(波動・光・熱)
基礎物理学(電磁気学)
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

東海林　篤
（50）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

専
准教
授

鍋島　英知
（50）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

プログラミング応用及び演習Ⅰ※
プログラミング応用及び演習Ⅱ※
ソフトウェア開発プロジェクト実習Ⅰ
形式言語とコンパイラ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

プログラミング応用及び演習Ⅰ※
プログラミング応用及び演習Ⅱ※
ソフトウェア開発プロジェクト実習Ⅰ
形式言語とコンパイラ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

鍋島　英知
（50）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

鳥山　孝司
（50）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

これからの機械技術※
伝熱工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

伝熱工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

鳥山　孝司
（49）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

吉田　純司
（49）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

土木環境工学概論※
構造力学及び演習第一
構造力学第二
土木環境科学実験※
構造解析学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

自然災害と都市防災
土木環境工学概論※
構造力学及び演習第一
構造力学第二
土木環境科学実験※
構造解析学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

吉田　純司
（49）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

小俣　昌樹
（49）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

プログラミング基礎
ハードウェア基礎及び実験
感性情報工学及び演習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

プログラミング基礎
基礎ゼミ
ハードウェア基礎及び実験
感性情報工学及び演習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

小俣　昌樹
（49）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

葛目　陽義
（49）

＜令和6年4月＞
FACULTY OF SCIENCE　Degree of Doctor

in Philosophy（英国）

専
准教
授

葛目　陽義
（50）

＜令和6年4月＞
FACULTY OF SCIENCE　Degree of Doctor

in Philosophy（英国）

基礎電気化学
環境エネルギー工学
物理化学実験
電気化学実験
電気化学※
クリーンエネルギー工学※
クリーンエネルギー化学実験
分析化学実践演習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

基礎電気化学
環境エネルギー工学
物理化学実験
電気化学実験
電気化学※
クリーンエネルギー工学※
クリーンエネルギー化学実験
分析化学実践演習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

有元　圭介
（49）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

ワインと宝石※
クリスタルサイエンス
電気電子工学実験Ⅱ
電子デバイス基礎
機器分析特別講義ⅡA
機器分析特別講義ⅢE
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

ワインと宝石※
クリスタルサイエンス
電気電子工学実験Ⅱ
電子デバイス基礎
機器分析特別講義ⅡA
機器分析特別講義ⅢE
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

有元　圭介
（49）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

小野島　紀夫
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

電子デバイス工学Ⅰ及び実習
電子デバイス工学Ⅱ
電気電子工学実験Ⅳ※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

電子デバイス工学Ⅰ及び実習
電子デバイス工学Ⅱ
電気電子工学実験Ⅳ※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

小野島　紀夫
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

本間　聡
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

計測センシング※
電気電子工学実験Ⅳ※
光波動工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

信号とシステム及び実習
計測センシング※
電気電子工学実験Ⅳ※
光波動工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

本間　聡
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

石田　和義
（49）

＜令和6年4月＞
博士（医工学）

メカトロニクス実習（機械）
物理学実験
メカトロニクス実習（電気）
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

メカトロニクス実習（機械）
物理学実験
メカトロニクス実習（電気）
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

石田　和義
（48）

＜令和6年4月＞
博士（医工学）

37



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 教授

牧野　浩二
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

計測とセンサ※
メカトロニクス実習（電気）
メカトロニクス実験Ⅰ
メカトロニクス実習（情報）
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

基礎ゼミ
計測とセンサ※
メカトロニクス実習（電気）
メカトロニクス実験Ⅰ
メカトロニクス実習（情報）
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

牧野　浩二
（48）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

孕石　泰丈
（47）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

ものづくり実習Ⅰ
ものづくり実習Ⅱ
加工学Ⅰ
加工学Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

ものづくり実習Ⅰ
ものづくり実習Ⅱ
加工学Ⅰ
加工学Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

孕石　泰丈
（47）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

舩谷　俊平
（47）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

熱力学
数値シミュレーション※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

これからの機械技術※
熱力学
数値シミュレーション※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

舩谷　俊平
（47）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

米﨑　功記
（47）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

ワインと宝石※
クリスタルサイエンス
自然科学実験※
無機化学※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

ワインと宝石※
クリスタルサイエンス
自然科学実験※
無機化学※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

米﨑　功記
（47）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

關谷　尚人
（46）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

家庭の中のエレクトロニクス※
電磁気学Ⅱ
電気電子工学実験Ⅲ※
マイクロ波工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

家庭の中のエレクトロニクス※
電磁気学Ⅱ
電気電子工学実験Ⅲ※
マイクロ波工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

關谷　尚人
（46）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

チェン リー チュイン
（46）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

電気電子工学実験Ⅰ
エネルギー工学概論※
計測センシング※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

電気電子工学実験Ⅰ
エネルギー工学概論※
計測センシング※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

チェン リー チュイン
（46）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

青柳　潤一郎
（45）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

これからの機械技術※
デザイン基礎
航空宇宙工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

デザイン基礎
航空宇宙工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

青柳　潤一郎
（45）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

相馬　一義
（45）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

土木環境工学概論※
水理学及び演習第一
測量学
土木環境科学実験※
水理学第二
測量学実習第一
測量学実習第二
水文学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

土木環境工学概論※
水理学及び演習第一
測量学
土木環境科学実験※
水理学第二
測量学実習第一
測量学実習第二
水文学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

相馬　一義
（45）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

木下　雄一朗
（45）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

人間とコンピュータ※
オペレーティングシステム
オペレーティングシステム演習※
ハードウェア基礎及び実験
感性情報工学及び演習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

オペレーティングシステム
オペレーティングシステム演習※
ハードウェア基礎及び実験
感性情報工学及び演習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

木下　雄一朗
（45）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

山本　真幸
（46）

＜令和6年4月＞
博士（自然科学）

電気の基礎
電気系エンジニアのための英語リテラシ
電力発生工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

電気の基礎
電気系エンジニアのための英語リテラシ
電力発生工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

山本　真幸
（46）

＜令和6年4月＞
博士（自然科学）

専
准教
授

鍵山　善之
（44）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

機械工学デザインⅠ※
材料力学Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

機械工学デザインⅠ※
材料力学Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

鍵山　善之
（44）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

長尾　雅則
（45）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

ワインと宝石※
クリスタルサイエンス
自然科学実験※
無機化学※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

ワインと宝石※
クリスタルサイエンス
自然科学実験※
無機化学※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

長尾　雅則
（45）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

藤井　一郎
（44）

＜令和6年4月＞
Doctor of Philosophy

(米国)

基礎化学実験※
無機材料プロセシング※
無機化学演習
機器分析特別講義ⅠB
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

基礎化学実験※
無機材料プロセシング※
無機化学演習
機器分析特別講義ⅠB
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

藤井　一郎
（44）

＜令和6年4月＞
Doctor of Philosophy

(米国)
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

内山　和治
（44）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

Pythonプログラミング
電気電子工学実験Ⅰ
電気電子工学実験Ⅱ
先端計測理工学※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

Pythonプログラミング
電気電子工学実験Ⅰ
電気電子工学実験Ⅱ
先端計測理工学※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

内山　和治
（44）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

専
准教
授

宇野　和行
（44）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

家庭の中のエレクトロニクス※
電気エネルギー変換工学
高電圧工学
電気応用実験※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

家庭の中のエレクトロニクス※
電気エネルギー変換工学
高電圧工学
電気応用実験※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

宇野　和行
（44）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 教授

豊浦 正広
（43）

＜令和6年4月＞
博士（情報学）

画像処理及び演習
アルゴリズムとデータ構造Ⅰ
コンピュータネットワーク
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

基礎ゼミ
画像処理及び演習
アルゴリズムとデータ構造Ⅰ
コンピュータネットワーク
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

豊浦 正広
（43）

＜令和6年4月＞
博士（情報学）

専
准教
授

渡邉 寛望
（43）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

メカトロニクス実験Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
信号とシステム演習
信号とシステム
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

メカトロニクス実験Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
信号とシステム演習
信号とシステム
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

渡邉 寛望
（43）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

中村　高志
（43）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

土木環境のコミュニケーション
土木環境工学概論※
環境工学実験※
土木環境科学実験※
社会と科学技術※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

富士山学
土木環境のコミュニケーション
土木環境工学概論※
基礎ゼミ
環境工学実験※
土木環境科学実験※
社会と科学技術※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

中村　高志
（42）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

三宅　純平
（42）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

自然科学実験※
入門化学実験
有機化学Ⅱ
環境エネルギー工学
有機化学実践演習
クリーンエネルギー工学※
クリーンエネルギー化学実験
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

自然科学実験※
入門化学実験
有機化学Ⅱ
環境エネルギー工学
有機化学実践演習
クリーンエネルギー工学※
クリーンエネルギー化学実験
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

三宅　純平
（42）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

浮田　芳昭
（42）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

デザイン基礎
機械要素設計
ナノ・マイクロ工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

デザイン基礎
機械要素設計
ナノ・マイクロ工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

浮田　芳昭
（42）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

植田　郁生
（41）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

分析化学
分析化学実験
分析化学演習
機器分析特別講義ⅢB
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

分析化学
分析化学実験
分析化学演習
機器分析特別講義ⅢB
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

植田　郁生
（41）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

宮本　崇
（39）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

土木環境工学概論※
防災工学Ⅰ※
構造動力学
土木環境科学実験※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

自然災害と都市防災
土木環境工学概論※
応用物理学
防災工学Ⅰ※
構造動力学
土木環境科学実験※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

宮本　崇
（39）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

原　康祐
（40）

＜令和6年4月＞
博士（エネルギー化学）

ワインと宝石※
クリスタルサイエンス
材料化学
無機分析化学実験
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー工学※
無機化学実践演習
クリーンエネルギー化学実験
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

ワインと宝石※
クリスタルサイエンス
材料化学
無機分析化学実験
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー工学※
無機化学実践演習
クリーンエネルギー化学実験
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

原　康祐
（40）

＜令和6年4月＞
博士（エネルギー化学）

専
准教
授

山浦　浩太
（39）

＜令和6年4月＞
博士（数理学）

線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
微分方程式
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
微分方程式
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

山浦　浩太
（39）

＜令和6年4月＞
博士（数理学）

専
准教
授

髙嶋　敏宏
（39）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

自然科学実験※
入門化学実験
環境エネルギー工学
無機合成化学※
クリーンエネルギー工学※
物理化学実践演習
クリーンエネルギー化学実験
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

自然科学実験※
入門化学実験
環境エネルギー工学
無機合成化学※
クリーンエネルギー工学※
物理化学実践演習
クリーンエネルギー化学実験
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

髙嶋　敏宏
（39）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

上野　慎太郎
（38）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

基礎無機化学※
自然科学実験※
機能性材料化学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

基礎ゼミ
基礎無機化学※
自然科学実験※
機能性材料化学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

上野　慎太郎
（38）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

八重樫　咲子
（38）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

土木環境工学概論※
環境生態学※
土木環境科学実験※
環境工学実験※
衛生工学及び演習※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

土木環境工学概論※
基礎ゼミ
環境生態学※
土木環境科学実験※
環境工学実験※
衛生工学及び演習※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ　Ⅱ

専
准教
授

八重樫　咲子
（38）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

橋本　一成
（36）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

Pythonプログラミング
電子物性基礎及び実習
電子物性工学及び実習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

Pythonプログラミング
電子物性基礎及び実習
電子物性工学及び実習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専
准教
授

橋本　一成
（36）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

専 助教

坂野　斎
（63）

＜令和6年4月＞
理学修士

微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
微分方程式
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
微分方程式
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

坂野　斎
（62）

＜令和6年4月＞
理学修士

専
准教
授

中村　一彦
（50）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

組み込みプログラミング及び実習
電気電子工学実験Ⅲ※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

基礎ゼミ
組み込みプログラミング及び実習
電気電子工学実験Ⅲ※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

中村　一彦
（50）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

大原　伸介
（46）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

実践ものづくり実習
ものづくり実習Ⅰ
ものづくり実習Ⅱ
PBLものづくり実践ゼミ1
PBLものづくり実践ゼミ2
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

実践ものづくり実習
ものづくり実習Ⅰ
ものづくり実習Ⅱ
PBLものづくり実践ゼミ1
PBLものづくり実践ゼミ2
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

大原　伸介
（46）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 助教

深澤　薫
（46）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

機械工学デザインⅡ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

機械工学デザインⅡ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

深澤　薫
（46）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 助教

伊藤　宙陛
（43）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

電気の基礎
電気電子工学実験Ⅳ※
電気応用実験※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

電気の基礎
電気電子工学実験Ⅳ※
電気応用実験※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

伊藤　宙陛
（43）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

専
准教
授

大槻　順朗
（40）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

土木環境のコミュニケーション
土木環境工学概論※
土木環境科学実験※
測量学実習第一
測量学実習第二
総合河川学
エンジニアリングデザイン※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

自然災害と都市防災
土木環境工学概論※
土木環境科学実験※
測量学実習第一
測量学実習第二
総合河川学
エンジニアリングデザイン※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

大槻　順朗
（40）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 助教

吉川　雅修
（61）

＜令和6年4月＞
工学修士

情報処理及びプログラミング基礎演習※
計算機アーキテクチャⅠ演習
コンピュータネットワーク実習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

情報処理及びプログラミング基礎演習※
計算機アーキテクチャⅠ演習
コンピュータネットワーク実習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

吉川　雅修
（61）

＜令和6年4月＞
工学修士

専
准教
授

李　吉屹
（40）

＜令和6年4月＞
博士（情報学）

情報処理及びプログラミング基礎演習※
オペレーティングシステム演習※
コンピュータネットワーク実習
知的システム演習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

人間とコンピュータ※
情報処理及びプログラミング基礎演習※
オペレーティングシステム演習※
コンピュータネットワーク実習
知的システム演習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

李　吉屹
（40）

＜令和6年4月＞
博士（情報学）

専 助教

北野　雄大
（38）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

C言語プログラミング
メカトロニクス製図
メカトロニクス実験Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

C言語プログラミング
メカトロニクス製図
メカトロニクス実験Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

北野　雄大
（38）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

古屋　貴彦
（39）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

プログラミング応用及び演習Ⅰ※
プログラミング応用及び演習Ⅱ※
IoT・AIシステム演習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

人間とコンピュータ※
プログラミング応用及び演習Ⅰ※
プログラミング応用及び演習Ⅱ※
IoT・AIシステム演習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

古屋　貴彦
（39）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 助教

作間　啓太
（39）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

電気の基礎
電気電子工学実験Ⅲ※
電気電子工学実験Ⅳ※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

電気の基礎
電気電子工学実験Ⅲ※
電気電子工学実験Ⅳ※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

作間　啓太
（38）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 助教

猿渡　直洋
（37）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

デザイン基礎
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

デザイン基礎
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

猿渡　直洋
（37）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 助教

佐藤　玄
（36）

＜令和6年4月＞
博士（薬科学）

発展化学実験
有機化学演習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

発展化学実験
有機化学演習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

佐藤　玄
（36）

＜令和6年4月＞
博士（薬科学）

専 助教

鈴木　雅視
（36）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

電磁気学Ⅰ演習
電気電子工学実験Ⅱ
電気応用実験※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

電磁気学Ⅰ演習
電気電子工学実験Ⅱ
電気応用実験※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

鈴木　雅視
（36）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 助教

齋藤　典生
（36）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

クリスタルサイエンス
入門化学実験
電子回路実験
無機分析化学実験
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー化学実験
クリーンエネルギー工学※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

クリスタルサイエンス
入門化学実験
電子回路実験
無機分析化学実験
環境エネルギー工学
クリーンエネルギー化学実験
クリーンエネルギー工学※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

齋藤　典生
（36）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 助教

孫  瀟
（35）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

物理学実験
メカトロニクス実習（電気）
メカトロニクス実験Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

物理学実験
メカトロニクス実習（電気）
メカトロニクス実験Ⅰ
メカトロニクス演習Ⅰ
メカトロニクス実験Ⅱ
メカトロニクス演習Ⅱ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

孫  瀟
（35）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 助教

則竹　史哉
（36）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

AI基礎
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

データサイエンス入門
AI基礎
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

則竹　史哉
（36）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

専 助教

杉山　裕文
（34）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

機械工学デザインⅠ※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

基礎ゼミ
機械工学デザインⅠ※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

杉山　裕文
（34）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 助教

梶山　慎太郎
（34）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

土木環境工学概論※
数値計算および実習
土質力学及び演習
建設工学実験Ⅱ
地盤工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

土木環境のコミュニケーション
土木環境工学概論※
数値計算及び実習
土質力学及び演習
建設工学実験Ⅱ
地盤工学
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

梶山　慎太郎
（34）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 助教

佐藤　賢之介
（34）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

土木環境のコミュニケーション
土木環境工学概論※
建設材料学及び演習※
測量学実習第一
測量学実習第二
建設工学実験Ⅰ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

土木環境工学概論※
建設材料学及び演習※
測量学実習第一
測量学実習第二
建設工学実験Ⅰ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

佐藤　賢之介
（34）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 助教

丸山　祐樹
（34）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

クリスタルサイエンス
基礎化学実験※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

クリスタルサイエンス
基礎化学実験※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

丸山　祐樹
（34）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 助教

李　信英
（33）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

機械工学デザインⅡ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

機械工学デザインⅡ
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

李　信英
（33）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 助教

山田　隆一
（33）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

デザイン基礎
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

デザイン基礎
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

山田　隆一
（33）

＜令和6年4月＞
博士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専 助教

佐藤　史弥
（32）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

土木環境のコミュニケーション
土木環境工学概論※
防災工学Ⅰ※
土木環境科学実験※
測量学実習第一
測量学実習第二
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

自然災害と都市防災
土木環境のコミュニケーション
土木環境工学概論※
防災工学Ⅰ※
都市計画※
土木環境科学実験※
測量学実習第一
測量学実習第二
防災工学Ⅱ※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

佐藤　史弥
（32）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 助教

朱　臻陽
（30）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ演習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ演習
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

朱　臻陽
（30）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

専 助教

福井　慧賀
（29）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

無機・物理化学実験
物理化学演習※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

無機・物理化学実験
物理化学演習※
工学科卒業研究Ⅰ
工学科研修Ⅰ
工学科卒業研究Ⅱ
工学科研修Ⅱ

専 助教

福井　慧賀
（29）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

ワイン製造演習及び体験学習

兼担 教授

横森　洋一
（65）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

生命科学と社会

兼担 教授

宮崎　淳一
（64）

＜令和6年4月＞
理学博士
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 教授

福地　龍郎
（62）

＜令和6年4月＞
理学博士

地球科学の未解決問題 地球科学の未解決問題

兼担 教授

福地　龍郎
（62）

＜令和6年4月＞
理学博士

兼担 教授

幸田　尚
（62）

＜令和6年4月＞
農学博士

生命科学入門 生命科学入門

兼担 教授

幸田　尚
（62）

＜令和6年4月＞
農学博士

兼担 教授

鈴木　章司
（65）

＜令和6年4月＞
医学博士

社会の中の医療・医学 社会の中の医療・医学

兼担 教授

鈴木　章司
（64）

＜令和6年4月＞
医学博士

兼担 教授

栗田　真司
（63）

＜令和6年4月＞
教育学修士

子ども文化 子ども文化

兼担 教授

栗田　真司
（63）

＜令和6年4月＞
教育学修士

兼担 教授

柳田　藤寿
（63）

＜令和6年4月＞
農学博士

ワインと宝石※ ワインと宝石※

兼担 教授

柳田　藤寿
（63）

＜令和6年4月＞
農学博士

兼担 教授

田中　勝
（62）

＜令和6年4月＞
工学博士

住まいの地方性 住まいの地方性

兼担 教授

田中　勝
（62）

＜令和6年4月＞
工学博士

兼担 教授

宮本　和子
（62）

＜令和6年4月＞
博士（保健学）

Health System and Well-being in the
World
グローバルヘルスの課題解決に挑戦！
フィールドワーク計画を立てよう
グローバルヘルス入門

Health System and Well-being in the
World
グローバルヘルスの課題解決に挑戦！
フィールドワーク計画を立てよう
グローバルヘルス入門

兼担 教授

宮本　和子
（62）

＜令和6年4月＞
博士（保健学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

日本古代の政治と文化

兼担 教授

大隅　清陽
（61）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

兼担 教授

志村　結美
（60）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

生活設計論 生活設計論

兼担 教授

志村　結美
（60）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

兼担 教授

宮村　季浩
（60）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

社会における看護と介護 社会における看護と介護

兼担 教授

宮村　季浩
（60）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

兼担 教授

若本　純子
（60）

＜令和6年4月＞
博士（人文科学）

不登校事例を通して学ぶ発達臨床心理学 不登校事例を通して学ぶ発達臨床心理学

兼担 教授

若本　純子
（60）

＜令和6年4月＞
博士（人文科学）

兼担 教授

神山　久美
（59）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

消費者教育 消費者教育

兼担 教授

神山　久美
（59）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

兼担 教授

日永　龍彦
（60）

＜令和6年4月＞
教育学修士

SDGsから社会を考える
山梨大学から見る大学の歴史と現在
現代教育政策論

SDGsから社会を考える
山梨大学から見る大学の歴史と現在
現代教育政策論

兼担 教授

日永　龍彦
（59）

＜令和6年4月＞
教育学修士

兼担 教授

齋藤　知也
（59）

＜令和6年4月＞
学士（文学）

小説における〈他者〉の問題 小説における〈他者〉の問題

兼担 教授

齋藤　知也
（59）

＜令和6年4月＞
学士（文学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 教授

山下　和之
（59）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

一般相対性理論への招待 一般相対性理論への招待

兼担 教授

山下　和之
（59）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

兼担 教授

井坂　健一郎
（58）

＜令和6年4月＞
修士（芸術学）

現代美術入門 現代美術入門

兼担 教授

井坂　健一郎
（58）

＜令和6年4月＞
修士（芸術学）

兼担 教授

古屋　義博
（58）

＜令和6年4月＞
教育学修士

発達と障害
特別支援教育論

発達と障害
特別支援教育論

兼担 教授

古屋　義博
（58）

＜令和6年4月＞
教育学修士

兼担 教授

大内　邦靖
（57）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

実演・楽器学～管弦打楽器の特性と実践
的編曲法～

音楽基礎研究

実演・楽器学～管弦打楽器の特性と実践
的編曲法～

音楽基礎研究

兼担 教授

大内　邦靖
（57）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼担 教授

小島　明子
（59）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

日本の古典文学 日本古典の女流日記文学

兼担 教授

小島　明子
（59）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

兼担 教授

稲田　和也
（60）

＜令和6年4月＞
修士（法学）

みんなの法学
共生科学入門

みんなの法学
共生科学入門

兼担 教授

稲田　和也
（59）

＜令和6年4月＞
修士（法学）

ワインと宝石※

兼担

教授
（副
学

長）

奥田　徹
（59）

＜令和6年4月＞
博士（農学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 教授

山本　和美
（55）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼担 教授

鈴木　俊二
（55）

＜令和6年4月＞
博士（芸術）

ワインと宝石※ ワインと宝石※

兼担 教授

鈴木　俊二
（55）

＜令和6年4月＞
博士（芸術）

山本　和美
（55）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

キャリアデザインⅠ（自己理解）
キャリアデザインⅡ（仕事理解）
キャリアデザインⅢ（キャリアビジョ
ン）

キャリアデザインⅠ（自己理解）
キャリアデザインⅡ（仕事理解）
キャリアデザインⅢ（キャリアビジョ
ン）

兼担 教授

岸上　哲士
（56）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

医工学と現代社会
生物学概論※
生命研究倫理学

医工学と現代社会
生物学概論※
生命研究倫理学

兼担 教授

岸上　哲士
（56）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

兼担 教授

兼担 教授

尾見　康博
（57）

＜令和6年4月＞
博士（心理学）

人間理解の心理学 人間理解の心理学

兼担 教授

尾見　康博
（57）

＜令和6年4月＞
博士（心理学）

兼担 教授

清水　宏幸
（57）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

数学的に考えるとは 数学的に考えるとは

兼担 教授

清水　宏幸
（57）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

兼任 講師

皆川　卓
（56）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

ヨーロッパ中世の諸相 ヨーロッパ中世の諸相

兼担 教授

皆川　卓
（56）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

兼担 教授

仲本　康一郎
（56）

＜令和6年4月＞
博士（人間・環境学）

大学生のための言語表現 大学生のための言語表現

兼担 教授

仲本　康一郎
（56）

＜令和6年4月＞
博士（人間・環境学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 教授

磯部　美和
（52）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

英語A中級
英語TD

英語A中級
英語TD

兼担 教授

磯部　美和
（52）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

兼担 教授

大山　拓次
（53）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

生命を科学する※ 生命を科学する※

兼担 教授

大山　拓次
（53）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

兼担 教授

高橋　英児
（53）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

教育問題から見た現代社会
教育課程論
総合的な学習の時間の指導法
特別活動論

教育問題から見た現代社会
教育課程論
総合的な学習の時間の指導法
特別活動論

兼担 教授

高橋　英児
（52）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼担 教授

関口　浩文
（54）

＜令和6年4月＞
博士（人間科学）

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ
運動学習とスポーツ

生活と健康Ⅱ
運動学習とスポーツ

兼担 教授

関口　浩文
（54）

＜令和6年4月＞
博士（人間科学）

兼担 教授

田中　武夫
（54）

＜令和6年4月＞
博士（学校教育学）

総合英語
e-ラーニングⅠ
Intercultural Understanding through
Images※

e-ラーニングⅠ
e-ラーニングⅡ
Intercultural Understanding through
Images※

兼担 教授

田中　武夫
（54）

＜令和6年4月＞
博士（学校教育学）

兼担 教授

木島　章文
（53）

＜令和6年4月＞
博士（体育科学）

生活と健康Ⅰ
頭と身体の運動学

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ
頭と身体の運動学

兼担 教授

木島　章文
（53）

＜令和6年4月＞
博士（体育科学）

兼担 教授

秋山　麻実
（53）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

子どもとジェンダー
子どもとジェンダー
学校制度・経営論

兼担 教授

秋山　麻実
（53）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 教授

佃　俊明
（49）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

兼担 教授

佃　俊明
（49）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

光る分子の科学 光る分子の科学

兼担 教授

鈴木　健文
（50）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

医療の最先端

兼担 教授

中村　拓司
（50）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

兼担 教授

中村　拓司
（50）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

つながりの数学 つながりの数学

兼担 教授

小池　健二
（50）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

兼担 教授

小池　健二
（50）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

数学的見方 数学的見方

兼担 教授

鈴木　堅太郎
（51）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

兼担 教授

鈴木　堅太郎
（51）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

現代生活とバイオテクノロジー
共生科学入門

現代生活とバイオテクノロジー
共生科学入門

兼担 教授

望月　和樹
（51）

＜令和6年4月＞
博士（食品栄養科学）

兼担 教授

望月　和樹
（51）

＜令和6年4月＞
博士（食品栄養科学）

食物科学入門 食物科学入門

兼担 教授

伊藤　孝恵
（51）

＜令和6年4月＞
修士（人文科学）

日本事情Ⅰ
日本事情Ⅱ

日本事情Ⅰ
日本事情Ⅱ

兼担 教授

伊藤　孝恵
（51）

＜令和6年4月＞
修士（人文科学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

岸本　宗和
（61）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

兼担
准教
授

岸本　宗和
（61）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

ワインと宝石※ ワインと宝石※

兼担
准教
授

町田　茂
（63）

＜令和6年4月＞
文学修士

兼担
准教
授

町田　茂
（64）

＜令和6年4月＞
文学修士

中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ
中国語中級Ⅰ（総合）
中国語中級Ⅱ（総合）

中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ
中国語中級Ⅰ（総合）
中国語中級Ⅱ（総合）

兼担 教授

西田　継
（56）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

西田　継
（56）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

社会と科学技術※
社会と科学技術※
自然科学と環境

兼担

教授
（副
学

長）

茅　暁陽
（61）

＜令和6年4月＞
理学博士

海外で学ぼう-海外職場文化体験Ⅰ
海外で学ぼう-海外職場文化体験Ⅱ

兼担 教授

長谷川　千秋
（52）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

兼担 教授

長谷川　千秋
（53）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

日本語表現の現在 日本語表現の現在

兼担 教授

小田　賢幸
（41）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

人体の生命科学

兼担 教授

吉井　勘人
（48）

＜令和6年4月＞
博士（障害科学）

兼担 教授

吉井　勘人
（48）

＜令和6年4月＞
博士（障害科学）

幼児期における特別支援教育
特別支援教育論

幼児期における特別支援教育
特別支援教育論
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

長島　礼人
（56）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

兼担
准教
授

長島　礼人
（56）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

物理パズルで親しむ身近な自然現象 物理パズルで親しむ身近な自然現象

兼担
准教
授

平野　千枝子
（57）

＜令和6年4月＞
文学修士

兼担
准教
授

平野　千枝子
（57）

＜令和6年4月＞
文学修士

美術の活動と社会 美術の活動と社会

兼担
准教
授

堀田　誠
（57）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

英語A初級
英語A中級
英語TD
e-ラーニングⅡ
Intercultural Understanding through
Images※

兼担
准教
授

加藤　千晶
（57）

＜令和6年4月＞
文学修士

兼担
准教
授

加藤　千晶
（57）

＜令和6年4月＞
文学修士

英語B初級
英語TC
英語リーディング・ライティング（上
級）

英語B初級
英語TC
英語リーディング・ライティング（上
級）

兼担
准教
授

小川　覚美
（58）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼担
准教
授

小川　覚美
（58）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

電気回路Ⅰ
電気回路Ⅰ演習
電力伝送工学

電気回路Ⅰ
電気回路Ⅰ演習
電力伝送工学

兼担
准教
授

Reid Gordon Allan
（60）

＜令和6年4月＞
Master of Education(カナダ)

兼担
准教
授

Reid Gordon Allan
（61）

＜令和6年4月＞
Master of Education(カナダ)

英語A中級
英語B中級
英語TD
英語リーディング・ライティング
英語オーラルコミュニケーション
英語オーラルコミュニケーション（上
級）
Intensive60-Ⅰ（英語）

英語A中級
英語B中級
英語TD
英語リーディング・ライティング
英語オーラルコミュニケーション
英語オーラルコミュニケーション（上
級）
Intensive60-Ⅰ（英語）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

大野　歩
（51）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

兼担
准教
授

大野　歩
（51）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

保育と社会 保育と社会

兼担
准教
授

小島　千か
（52）

＜令和6年4月＞
修士（音楽）

兼担
准教
授

小島　千か
（53）

＜令和6年4月＞
修士（音楽）

切り絵と文化 切り絵と文化

兼担
准教
授

Graham Philip Zamrej
（53）

＜令和6年4月＞
Master of Arts(英国)

兼担
准教
授

Graham Philip Zamrej
（53）

＜令和6年4月＞
Master of Arts(英国)

英語B初級
英語B中級
英語A上級
英語TC
英語TD
総合英語
英語リーディング・ライティング（上
級）
英語オーラルコミュニケーション
Intensive60-Ⅱ（英語）
English for Studying Abroad I
Intercultural Understanding through
Images※

英語B初級
英語B中級
英語A上級
英語TC
英語TD
総合英語
英語リーディング・ライティング（上
級）
英語オーラルコミュニケーション
Intensive60-Ⅱ（英語）
English for Studying Abroad I
Intercultural Understanding through
Images※

兼担
准教
授

芹澤　如比古
（54）

＜令和6年4月＞
博士（水産学）

兼担
准教
授

芹澤　如比古
（54）

＜令和6年4月＞
博士（水産学）

水圏植物の生物学 水圏植物の生物学

兼担 教授

松本　潔
（55）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

兼担 教授

松本　潔
（55）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

ガイア仮説と地球システム科学
地球科学※

ガイア仮説と地球システム科学
地球科学※

兼担
准教
授

大槻　隆司
（55）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼担
准教
授

大槻　隆司
（55）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

生命科学入門
生物学概論※

生命科学入門
生物学概論※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

鴨川　明子
（49）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

国際理解と多文化共生
学校制度･経営論

兼担
准教
授

山際　基
（49）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼担
准教
授

山際　基
（49）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

人と社会の情報化 人と社会の情報化

兼担
准教
授

中川　洋史
（50）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼担
准教
授

中川　洋史
（50）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

生命を科学する※ 生命を科学する※

兼担
准教
授

乙黒　美彩
（50）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

乙黒　美彩
（50）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

ワインと宝石※
食から見える世界いろいろ

ワインと宝石※
食から見える世界いろいろ

兼担 教授

石塚　迅
（50）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

兼担 教授

石塚　迅
（50）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

日本国憲法 日本国憲法

兼担
准教
授

久本　雅嗣
（50）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

兼担
准教
授

久本　雅嗣
（51）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

ワインと宝石※
機器分析特別講義ⅢB

ワインと宝石※
機器分析特別講義ⅢB

兼担
准教
授

森長　久豊
（51）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

森長　久豊
（51）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

プラスチックの科学 プラスチックの科学
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

林　丈晴
（45）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

兼担 教授

林　丈晴
（45）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

超小型電動車の仕組みとその強度評価 超小型電動車の仕組みとその強度評価

兼担
准教
授

塚越　奈美
（45）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

兼担
准教
授

塚越　奈美
（46）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

人間理解の心理学 人間理解の心理学

兼担
准教
授

相澤　康隆
（45）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

兼担
准教
授

相澤　康隆
（45）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

ソクラテスの哲学 ソクラテスの哲学

兼担
准教
授

尾形　大
（45）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

兼担
准教
授

尾形　大
（45）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

日本の近代文学 日本の近代文学

兼担
准教
授

小松　志朗
（46）

＜令和6年4月＞
博士（政治学）

兼担
准教
授

小松　志朗
（46）

＜令和6年4月＞
博士（政治学）

政治とグローバル・イシュー
共生科学入門

政治とグローバル・イシュー

兼担
准教
授

山村　英樹
（47）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

山村　英樹
（47）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

生命科学入門
共生科学入門

生命科学入門
共生科学入門

兼担
准教
授

川島　亜紀子
（47）

＜令和6年4月＞
博士（人文科学）

保育・子育ての現在
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

池山　洋子
（42）

＜令和6年4月＞
Magistra der Künste（オーストリア）

兼担
准教
授

池山　洋子
（42）

＜令和6年4月＞
Magistra der Künste（オーストリア）

ピアノを弾こう ピアノを弾こう

兼担
准教
授

Pandey Arup
（43）

＜令和6年4月＞
Master of Arts（米国）

兼担
准教
授

Pandey Arup
（43）

＜令和6年4月＞
Master of Arts（米国）

英語A中級
英語A上級
英語B上級
英語TC
英語TD
総合英語
英語オーラルコミュニケーション
英語オーラルコミュニケーション（上
級）
English for Studying Abroad Ⅱ
Intercultural Understanding through
Images※

英語A中級
英語A上級
英語B上級
英語TC
英語TD
総合英語
英語オーラルコミュニケーション
英語オーラルコミュニケーション（上
級）
English for Studying Abroad Ⅱ
Intercultural Understanding through
Images※

兼担
准教
授

寺田　雄介
（43）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

兼担
准教
授

寺田　雄介
（43）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

ドイツ語初級Ⅰ
ドイツ語初級Ⅱ
ドイツ語演習Ⅰ
ドイツ語演習Ⅱ
ドイツ語中級Ⅰ（コミュニケーション）
ドイツ語中級Ⅱ（コミュニケーション）
ドイツ語圏の文学

ドイツ語初級Ⅰ
ドイツ語初級Ⅱ
ドイツ語演習Ⅰ
ドイツ語演習Ⅱ
ドイツ語中級Ⅰ（コミュニケーション）
ドイツ語中級Ⅱ（コミュニケーション）
ドイツ語圏の文学
Intercultural Understanding through
Images※

兼担
准教
授

永田　真吾
（44）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼担
准教
授

永田　真吾
（44）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

特別支援教育総論
大学生のためのセルフマネージメント
特別支援教育論

特別支援教育工学
障害学生支援技術
特別支援教育論

兼担
准教
授

安藤　大輔
（44）

＜令和6年4月＞
博士（医科学）

兼担
准教
授

安藤　大輔
（44）

＜令和6年4月＞
博士（医科学）

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ
健康とスポーツの科学

生活と健康Ⅱ
健康とスポーツの科学
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

松下　浩之
（42）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼担
准教
授

松下　浩之
（42）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

こころと体の障害の理解と支援
特別支援教育論

こころと体の障害の理解と支援
特別支援教育論

兼担
准教
授

金澤　翔一
（36）

＜令和6年4月＞
修士（スポーツ科学）

兼担
准教
授

金澤　翔一
（36）

＜令和6年4月＞
修士（スポーツ科学）

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ
現代の体育・スポーツを考える

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ
現代の体育・スポーツを考える

兼担
准教
授

小野田　亮介
（39）

＜令和6年4月＞
博士（教育学））

兼担
准教
授

小野田　亮介
（39）

＜令和6年4月＞
博士（教育学））

人間理解の心理学 人間理解の心理学

兼担
准教
授

後藤　賢次郎
（39）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

兼担
准教
授

後藤　賢次郎
（40）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

キャリア形成のための作文演習 キャリア形成のための作文演習

兼担
准教
授

吉田　夏海
（40）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

兼担
准教
授

吉田　夏海
（40）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

数と三角関数 数と三角関数

兼担
准教
授

清水　文博
（41）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼担
准教
授

清水　文博
（41）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

書の様式と鑑賞 書の様式と鑑賞

兼担
准教
授

田中　健史朗
（36）

＜令和6年4月＞
博士（心理学）

兼担
准教
授

田中　健史朗
（37）

＜令和6年4月＞
博士（心理学）

臨床心理学を学ぶ
学校教育相談論

臨床心理学を学ぶ
学校教育相談論
生徒指導論（進路指導を含む。）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

佐々木　智謙
（40）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

兼担
准教
授

佐々木　智謙
（40）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

中等理科教育法Ⅰ 中等理科教育法

兼担
准教
授

杉山　雅俊
（38）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

兼担
准教
授

杉山　雅俊
（38）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

中等理科教育法Ⅰ 中等理科教育法

兼担
准教
授

岩井　哲雄
（55）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼担
准教
授

岩井　哲雄
（55）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

教育史からみた近代
現代教職論

教育史からみた近代
現代教職論

兼担 講師

菅沼　博子
（34）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

兼担 講師

菅沼　博子
（34）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

日本国憲法 日本国憲法

兼担
准教
授

宮川　雅至
（46）

＜令和6年4月＞
博士（社会学）

兼担
准教
授

宮川　雅至
（46）

＜令和6年4月＞
博士（社会学）

観光政策科学概論A※
数理モデル入門※

観光政策科学概論A※
数理モデル入門※

兼担
准教
授

川本　静香
（45）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

生徒指導論（進路指導を含む。）

兼担
准教
授

小林　拓
（50）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼担
准教
授

小林　拓
（51）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

地球科学※ 地球科学※

64



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

平井　寛
（49）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

兼担
准教
授

平井　寛
（49）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

数理モデル入門※ 数理モデル入門※

兼担
准教
授

菊地　淑人
（40）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

兼担
准教
授

菊地　淑人
（40）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

観光政策科学概論A※
観光政策科学概論A※
共生科学入門

兼担 助教

大貫　喜嗣
（46）

＜令和6年4月＞
博士（医工学）

兼担 助教

大貫　喜嗣
（46）

＜令和6年4月＞
博士（医工学）

生命を科学する※
生命研究倫理学

生命を科学する※
生命研究倫理学

兼担 助教

若山　清香
（49）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

兼担
准教
授

若山　清香
（49）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

生命を科学する※ 生命を科学する※

兼担 助教

小久保　晋
（50）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

兼担 助教

小久保　晋
（50）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

生命を科学する※ 生命を科学する※

兼担 講師

正木　啓子
（54）

＜令和6年4月＞
博士（臨床心理学）

兼担 講師

正木　啓子
（54）

＜令和6年4月＞
博士（臨床心理学）

こころの健康づくり 心に寄り添うコミュニケーションスキル

兼担
准教
授

川池　順也
（52）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

兼担
准教
授

川池　順也
（52）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

病気の子どもを取り巻く社会の現状と課
題

病気の子どもを取り巻く社会の現状と課
題
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 助教

吉田　翔太郎
（32）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼担 助教

吉田　翔太郎
（32）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

大学入学から考えるアメリカ社会
大学入学から考える多様性とアメリカ社
会

兼担 助教

布村　猛
（31）

＜令和6年4月＞
修士（言語学）

兼担 助教

布村　猛
（31）

＜令和6年4月＞
修士（言語学）

海外で学ぼう-海外研修・交換留学
GatewayⅠ
海外で学ぼう-海外研修・交換留学
GatewayⅡ
世界の中の日本

海外で学ぼう-海外研修・交換留学
GatewayⅠ
海外で学ぼう-海外研修・交換留学
GatewayⅡ
世界の中の日本
Intercultural Understanding through
Images※

兼担 助教

齊藤　太郎
（37）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

生活と健康Ⅱ

兼担 助教

亀井　樹
（36）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

自然科学と環境

兼担 助教

志浦　寛相
（45）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

兼担 助教

志浦　寛相
（45）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

生命科学入門 生命科学入門

兼担 助教

井上　絵梨
（33）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼担 助教

井上　絵梨
（33）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

ワイン製造演習及び体験学習 ワイン製造演習及び体験学習
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 教授

渡邊　裕子
（62）

＜令和6年4月＞
修士（老年学）

兼任 教授

渡邊　裕子
（62）

＜令和6年4月＞
修士（老年学）

災害支援 災害支援

兼任 教授

杉山　歩
（45）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

兼任 教授

杉山　歩
（45）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

VUCA時代のキャリアレジリエンス
地域のチャレンジ1
地域のチャレンジ2

VUCA時代のキャリアレジリエンス
地域のチャレンジ1
地域のチャレンジ2
U理論と自己理解
山梨の自然と文化
山梨の産業とグローバル化
情報学概論

兼任 教授

吉田　均
（64）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

兼任 教授

吉田　均
（64）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

国際協力※ 国際協力※

兼任 教授

阿部　美穂子
（64）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

兼任 教授

阿部　美穂子
（64）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

人間と心
発達と教育の心理

人間と心

兼任 教授

石山　宏
（59）

＜令和6年4月＞
修士（法学）

簿記論
簿記演習

兼任 教授

申　龍徹
（54）

＜令和6年4月＞
博士（政治学）

兼任 教授

申　龍徹
（54）

＜令和6年4月＞
博士（政治学）

社会と政治 社会と政治

兼任 教授

箕浦　一哉
（54）

＜令和6年4月＞
博士（家政学）

兼任 教授

箕浦　一哉
（54）

＜令和6年4月＞
博士（家政学）

環境論
生活環境論

環境論
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任
准教
授

大村 梓
（42）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

兼任
准教
授

大村 梓
（42）

＜令和6年4月＞
博士（学術）

人間と芸術―文学 アートと現代社会（文学）

兼任
准教
授

山北　満哉
（42）

＜令和6年4月＞
博士（医科学）

兼任
准教
授

山北　満哉
（42）

＜令和6年4月＞
博士（医科学）

生活と健康Ⅱ 生活と健康Ⅱ

兼任 教授

進藤　聡彦
（66）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

兼任 教授

進藤　聡彦
（66）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

心理学への誘い 心理学への誘い

兼任
准教
授

兼清　慎一
（57）

＜令和6年4月＞
修士（知識科学）

文化とコミュニケーション
メディア・リテラシー

兼任 教授

望月　海慧
（61）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

ドイツ語初級Ⅰ
ドイツ語初級Ⅱ

兼任 教授

川元　克秀
（59）

＜令和6年4月＞
博士（情報科学）

兼任 教授

川元　克秀
（59）

＜令和6年4月＞
博士（情報科学）

国際協力※ 国際協力※

兼任
准教
授

伊藤　智基
（44）

＜令和6年4月＞
修士（法学）

兼任
准教
授

伊藤　智基
（44）

＜令和6年4月＞
修士（法学）

日本国憲法 日本国憲法
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

ボランティアとサービスラーニング

兼任 講師

大和田　浩二
（70）

＜令和6年4月＞
工学士

生活と健康Ⅰ

兼任
准教
授

加戸　隆司
（47）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

欧米の歴史Ⅰ

兼任 講師

浅川　公紀
（80）

＜令和6年4月＞
政治学修士

兼任
准教
授

渡邉　暁
（52）

＜令和6年4月＞
修士（学術）

兼任
准教
授

渡邉　暁
（52）

＜令和6年4月＞
修士（学術）

スペイン語初級Ⅰ
スペイン語初級Ⅱ
スペイン語演習Ⅰ
スペイン語演習Ⅱ

スペイン語演習Ⅰ
スペイン語演習Ⅱ

兼任 講師

堀内　久雄
（69）

＜令和6年4月＞
法学学士

兼任 講師

堀内　久雄
（69）

＜令和6年4月＞
法学学士

地域のチャレンジ1
地域のチャレンジ2

地域のチャレンジ1
地域のチャレンジ2

兼任 講師

阿部　邦彦
（68）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

兼任 講師

阿部　邦彦
（68）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

英語A初級
英語B中級
英語TC

英語A初級
英語B中級
英語TC

兼任 講師

福島　佐江子
（68）

＜令和6年4月＞
Ph.D. （言語学）（英国）

兼任 講師

福島　佐江子
（68）

＜令和6年4月＞
Ph.D. （言語学）（英国）

英語A中級 英語A初級
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

熊田　伸弘
（65）

＜令和6年4月＞
工学博士

クリスタルサイエンス

兼任 講師

奥村　圭子
（67）

＜令和6年4月＞
MA in Applied Linguistics and

Multilingualism with Distinction
（University of Newcastle upon

Tyne）（英国）
兼任 講師

奥村　圭子
（67）

＜令和6年4月＞
MA in Applied Linguistics and

Multilingualism with Distinction
（University of Newcastle upon

Tyne）（英国）

Intercultural Understanding through
Images※
Language and Communication across
Cultures

Intercultural Understanding through
Images※
Language and Communication across
Cultures

兼任 講師

北原　正彦
（67）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

生物の科学

兼任 講師

田中　功
（66）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

兼任 講師

田中　功
（66）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

地域リーダー養成特別演習1
地域リーダー養成特別演習2
地域リーダー養成特別実習1
地域リーダー養成特別実習2

地域リーダー養成特別演習1
地域リーダー養成特別演習2
地域リーダー養成特別実習1
地域リーダー養成特別実習2

兼任 講師

Werthmann Hans Joachim
（66）

＜令和6年4月＞
専門学校卒

兼任 講師

Werthmann Hans Joachim
（66）

＜令和6年4月＞
専門学校卒

ドイツ語初級Ⅰ
ドイツ語初級Ⅱ

ドイツ語初級Ⅰ
ドイツ語初級Ⅱ

兼任 講師

蒋　秋菊
（66）

＜令和6年4月＞
文学学士

兼任 講師

蒋　秋菊
（66）

＜令和6年4月＞
文学学士

中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ
中国語中級Ⅰ（コミュニケーション）
中国語中級Ⅱ（コミュニケーション）

中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ
中国語中級Ⅰ（コミュニケーション）
中国語中級Ⅱ（コミュニケーション）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

清水　真澄
（65）

＜令和6年4月＞
修士（教育）

兼任 講師

清水　真澄
（65）

＜令和6年4月＞
修士（教育）

英語A初級
英語A中級
英語B中級
総合英語
英語リーディング・ライティング

英語A初級
英語A中級
英語B中級
総合英語
英語リーディング・ライティング

兼任 講師

高畑　伸子
（65）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

高畑　伸子
（65）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

英語TD
英語A中級
英語TD
総合英語

兼任 講師

大渕　竜太郎
（65）

＜令和6年4月＞
Ph.D.in Computer Science(米国）

兼任 講師

大渕　竜太郎
（65）

＜令和6年4月＞
Ph.D.in Computer Science(米国）

人間とコンピュータ※
計算機アーキテクチャⅡ
科学技術英語
IoT・AIシステム

計算機アーキテクチャⅡ
科学技術英語
IoT・AIシステム

兼任 講師

沢木　綾子
（64）

＜令和6年4月＞
教育学修士

兼任 講師

沢木　綾子
（65）

＜令和6年4月＞
教育学修士

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ
運動遊び

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ
運動遊び

兼任 講師

浅野　充
（64）

＜令和6年4月＞
博士（歴史学）

人間と文化

兼任 講師

野口　健
（63）

＜令和6年4月＞
文学修士

兼任 講師

野口　健
（63）

＜令和6年4月＞
文学修士

ドイツ語初級Ⅰ
ドイツ語初級Ⅱ
ドイツ語中級Ⅰ（総合）
ドイツ語中級Ⅱ（総合）

ドイツ語初級Ⅰ
ドイツ語初級Ⅱ
ドイツ語中級Ⅰ（総合）
ドイツ語中級Ⅱ（総合）

兼任 講師

岩井　昌康
（61）

＜令和6年4月＞
文学修士、Doktor der Philosophie

（ドイツ） 兼任 講師

岩井　昌康
（61）

＜令和6年4月＞
文学修士、Doktor der Philosophie

（ドイツ）

ドイツ語初級Ⅰ
ドイツ語初級Ⅱ

ドイツ語初級Ⅰ
ドイツ語初級Ⅱ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

島野　英司
（59）

＜令和6年4月＞
教育学士

兼任 講師

島野　英司
（59）

＜令和6年4月＞
教育学士

情報システムと社会※ 情報システムと社会※

兼任 講師

佐野　隆
(59)

＜令和6年4月＞
文学士

兼任 講師

佐野　隆
(59)

＜令和6年4月＞
文学士

考古学について 考古学について

兼任 講師

紫藤　貴文
（59）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

兼任 講師

紫藤　貴文
（59）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

情報システムと社会※ 情報システムと社会※

兼任 講師

小澤　理恵子
(61)

＜令和6年4月＞
教育学修士

兼任 講師

小澤　理恵子
(61)

＜令和6年4月＞
教育学修士

心理学への誘い
青年期心理学

心理学への誘い
青年期心理学

兼任 講師

Jill Emma Strothman
（59）

＜令和6年4月＞
Bachelor of Artｓ East Asian Studies

（米国）

兼任 講師

Jill Emma Strothman
（59）

＜令和6年4月＞
Bachelor of Artｓ East Asian Studies

（米国）

英語B初級
英語A上級
英語TC
総合英語
英語リーディング・ライティング（上
級）

英語B初級
英語A上級
英語TC
総合英語
英語リーディング・ライティング（上
級）

兼任 講師

Sutton Shane Christopher
（58）

＜令和6年4月＞
Bachelor of Artｓ (Hons)3D design

（英国）
兼任 講師

Sutton Shane Christopher
（58）

＜令和6年4月＞
Bachelor of Artｓ (Hons)3D design

（英国）

英語B中級
英語A上級
英語B上級
英語TC
英語TD

英語B中級
英語A上級
英語B上級
英語TC
英語TD
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

稲垣　敦夫
（58）

＜令和6年4月＞
経済学士

兼任 講師

稲垣　敦夫
（58）

＜令和6年4月＞
経済学士

情報システムと社会※ 情報システムと社会※

兼任 講師

林　吟貞
（57）

＜令和6年4月＞
文学学士

兼任 講師

林　吟貞
（57）

＜令和6年4月＞
文学学士

中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ

中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ

兼任 講師

伊藤　千草
（55）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

兼任 講師

伊藤　千草
（55）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

英語A中級
英語B中級
英語リーディング・ライティング

英語A中級
英語B中級
英語リーディング・ライティング

兼任 講師

Martin Anne Lise
（55）

＜令和6年4月＞
 外国語･文学･文明修士（日本語専攻）

（フランス） 兼任 講師

Martin Anne Lise
（56）

＜令和6年4月＞
 外国語･文学･文明修士（日本語専攻）

（フランス）

フランス語初級Ⅰ
フランス語初級Ⅱ
フランス語中級Ⅰ（コミュニケーショ
ン）

フランス語初級Ⅰ
フランス語初級Ⅱ
フランス語中級Ⅰ（コミュニケーショ
ン）

兼任 講師

後藤　英明
（55）

＜令和6年4月＞
修士（学術）

兼任 講師

後藤　英明
（55）

＜令和6年4月＞
修士（学術）

中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ

中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ

兼任 講師

吉田　雅子
（55）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

日本語の方言と山梨

兼任 講師

仲本　直美
（54）

＜令和6年4月＞
修士（英語教育）・　Master of Music

（米国）
兼任 講師

仲本　直美
（54）

＜令和6年4月＞
修士（英語教育）・　Master of Music

（米国）

英語A初級
英語B上級
英語TC
英語TD
英語リーディング・ライティング

英語A初級
英語B上級
英語TC
英語TD
英語リーディング・ライティング

73



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

大沼　千秋
（50）

＜令和6年4月＞
学士（工学）

兼任 講師

大沼　千秋
（50）

＜令和6年4月＞
学士（工学）

情報システムと社会※ 情報システムと社会※

兼任 講師

大辻　富実佳
（49）

＜令和6年4月＞
修士（人文科学）

兼任 講師

大辻　富実佳
（49）

＜令和6年4月＞
修士（人文科学）

中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ
中国語演習Ⅰ
中国語演習Ⅱ

中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ
中国語演習Ⅰ
中国語演習Ⅱ

兼任 講師

斎藤　義人
（49）

＜令和6年4月＞
学士（理学）

兼任 講師

斎藤　義人
（49）

＜令和6年4月＞
学士（理学）

情報システムと社会※ 情報システムと社会※

兼任 講師

角田　聡美
（53）

＜令和6年4月＞
修士（体育学）

兼任 講師

角田　聡美
（53）

＜令和6年4月＞
修士（体育学）

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ
教養としてのジェンダー

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ
教養としてのジェンダー

兼任 講師

今井　理恵
（53）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

兼任 講師

今井　理恵
（53）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

英語A初級
英語B初級
英語B中級
英語TC
英語リーディング・ライティング
英語リーディング・ライティング（上
級）

英語A初級
英語B初級
英語B中級
英語TC
英語リーディング・ライティング
英語リーディング・ライティング（上
級）

兼任 講師

高橋　真理子
（53）

＜令和6年4月＞
修士（理学）

宇宙の科学

兼任 講師

志村　広子
（50）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

兼任 講師

志村　広子
（50）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

生活と健康Ⅰ
生活習慣と健康行動

生活と健康Ⅰ
生活習慣と健康行動
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

青木　涼太
（44）

＜令和6年4月＞
学士（経済学）

兼任 講師

青木　涼太
（44）

＜令和6年4月＞
学士（経済学）

資本市場の役割と証券投資 資本市場の役割と証券投資

兼任 講師

小泉　由里
（47）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

小泉　由里
（47）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ

兼任 講師

佐々木　雅仁
（48）

＜令和6年4月＞
学士（工学）

兼任 講師

佐々木　雅仁
（48）

＜令和6年4月＞
学士（工学）

情報システムと社会※ 情報システムと社会※

兼任 講師

功刀　あゆみ
（47）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

功刀　あゆみ
（47）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

英語A初級
英語B初級
英語TC
英語TD

英語A初級
英語B初級
英語TC
英語TD
総合英語

兼任 講師

Maloney Joshua Alexander
（48）

＜令和6年4月＞
Bachelor of Commerce (Marketing

Major) + Bachelor of Arts
(Journalism Major)(オーストラリア） 兼任 講師

Maloney Joshua Alexander
（48）

＜令和6年4月＞
Bachelor of Commerce (Marketing

Major) + Bachelor of Arts
(Journalism Major)(オーストラリア）

英語TD 英語TD

兼任 講師

水上　篤
（45）

＜令和6年4月＞
学士（建築学）

兼任 講師

水上　篤
（45）

＜令和6年4月＞
学士（建築学）

VUCA時代のキャリアレジリエンス VUCA時代のキャリアレジリエンス

兼任 講師

鈴木　暢
（48）

＜令和6年4月＞
修士（工学）

兼任 講師

鈴木　暢
（48）

＜令和6年4月＞
修士（工学）

情報システムと社会※ 情報システムと社会※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

中野　賢治
（44）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

日本の歴史

兼任 講師

大橋　麻里子
（43）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

兼任 講師

大橋　麻里子
（43）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

スペイン語初級Ⅰ
スペイン語初級Ⅱ
スペイン語中級Ⅰ（コミュニケーショ
ン）
スペイン語中級Ⅱ（コミュニケーショ
ン）

スペイン語初級Ⅰ
スペイン語初級Ⅱ
スペイン語中級Ⅰ（コミュニケーショ
ン）
スペイン語中級Ⅱ（コミュニケーショ
ン）

兼任 講師

吉田　理史
（41）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

吉田　理史
（41）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

生活と健康Ⅰ 生活と健康Ⅰ

兼任 講師

出縄　祐介
（38）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

兼任 講師

出縄　祐介
（38）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

ドイツ語初級Ⅰ
ドイツ語初級Ⅱ

ドイツ語初級Ⅰ
ドイツ語初級Ⅱ

兼任 講師

葦原　聡介
（38）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

兼任 講師

葦原　聡介
（38）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

情報システムと社会※ 情報システムと社会※

兼任 講師

宮城　和音
（38）

＜令和6年4月＞
博士（エネルギー科学）

兼任 講師

宮城　和音
（38）

＜令和6年4月＞
博士（エネルギー科学）

情報システムと社会※ 情報システムと社会※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

木内　政孝
（37）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

木内　政孝
（37）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ
身近な健康情報を科学する
運動と人間―講義

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ
身近な健康情報を科学する
スポーツ講義

兼任 講師

中田　麻理
（35）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

中田　麻理
（35）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

フランス語初級Ⅰ
フランス語初級Ⅱ
フランス語演習Ⅰ
フランス語演習Ⅱ
フランス語中級Ⅰ（総合）

フランス語初級Ⅰ
フランス語初級Ⅱ
フランス語演習Ⅰ
フランス語演習Ⅱ
フランス語中級Ⅰ（総合）

兼任 講師

永田　夕紀子
（34）

＜令和6年4月＞
修士（グローバル研究）

スペイン語初級Ⅰ

兼任 講師

橋爪　大輝
（34）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

兼任 講師

橋爪　大輝
（34）

＜令和6年4月＞
博士（文学）

生と幸福
人間と思想
倫理学

生と幸福
倫理学
哲学

兼任 講師

宮下　みなみ
（33）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

ドイツ語初級Ⅰ
ドイツ語初級Ⅱ

兼任 講師

森　広江
（33）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

兼任 講師

森　広江
（33）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ
中国語演習Ⅰ
中国語演習Ⅱ

中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ
中国語演習Ⅰ
中国語演習Ⅱ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

手塚　幸樹
（64）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

手塚　幸樹
（64）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

職業指導第一
職業指導第二

職業指導第一
職業指導第二

兼任 講師

竹谷　尚人
（45）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

竹谷　尚人
（45）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

工業科教育法Ⅰ 工業科教育法Ⅰ

兼任 講師

沓間　正
（67）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

沓間　正
（67）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

工業科教育法Ⅱ 工業科教育法Ⅱ

兼任 講師

松森　靖夫
（67）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

松森　靖夫
（67）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

中等理科教育法Ⅱ 中等理科教育法Ⅱ

兼任 講師

西藤　憲佑
（32）

＜令和6年4月＞
修士（学術）

兼任 講師

西藤　憲佑
（32）

＜令和6年4月＞
修士（学術）

スペイン語初級Ⅰ
スペイン語初級Ⅱ
スペイン語中級Ⅰ（総合）
スペイン語中級Ⅱ（総合）

スペイン語中級Ⅰ（総合）
スペイン語中級Ⅱ（総合）

兼任 講師

豐田　隼
（26）

＜令和6年4月＞
教職修士（専門職）

兼任 講師

豐田　隼
（26）

＜令和6年4月＞
教職修士（専門職）

生活と健康Ⅱ 生活と健康Ⅱ

兼任 講師

田坂　建太
（26）

＜令和6年4月＞
修士（学術）

兼任 講師

田坂　建太
（26）

＜令和6年4月＞
修士（学術）

スペイン語演習Ⅰ
スペイン語演習Ⅱ

スペイン語演習Ⅰ
スペイン語演習Ⅱ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

青柳　宏幸
（67）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

青柳　宏幸
（67）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

教育学概論 教育学概論

兼任 講師

守屋　誠司
（66）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

守屋　誠司
（66）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

情報通信技術を活用した教育の方法と技
術

情報通信技術を活用した教育の方法と技
術

兼任 講師

手塚　芳一
（69）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

手塚　芳一
（69）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

教育課程論
高等学校教育実習（事前・事後指導1単
位を含む。）
教職実践演習（高）

教育課程論
高等学校教育実習（事前・事後指導1単
位を含む。）
教職実践演習（高）

兼任 講師

戸田　達昭
（40）

＜令和6年4月＞
学士（工学）

兼任 講師

戸田　達昭
（40）

＜令和6年4月＞
学士（工学）

ベンチャービジネス論 ベンチャービジネス論

兼任 講師

角田　テレサ
（66）

＜令和6年4月＞
学士（工学）

兼任 講師

角田　テレサ
（66）

＜令和6年4月＞
学士（工学）

エンジニアリングコミュニケーション
技術英語

エンジニアリングコミュニケーション
技術英語

兼任 講師

松本　佳代子
（58）

＜令和6年4月＞
教育学士

兼任 講師

松本　佳代子
（58）

＜令和6年4月＞
教育学士

英語A中級
英語TD

英語A中級
英語TD

兼任 講師

今澤　悌
（60）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

兼任 講師

今澤　悌
（60）

＜令和6年4月＞
修士（教育学）

外国人の子どもと教育 外国人の子どもと教育
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専
准教
授

岡村　美好
（65）

＜令和6年4月＞
博士(工学）

基礎ゼミ
社会と科学技術※

専 助教

松浦　拓哉
（30）

＜令和6年4月＞
博士(工学）

土木環境工学概論※

専 教授

星野　歩
（48）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
微分方程式

専
准教
授

小松　尭
（37）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ

専
准教
授

Koeppl Dominik
（36）

＜令和6年4月＞
Doctor of Science(独国)

情報処理及びプログラミング基礎演習※

兼任 講師

澁谷　彰久
（68）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

兼任 講師

澁谷　彰久
（68）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

社会と法 社会と法

兼任 助教

飯塚　駿
（32）

＜令和6年4月＞
修士（スポーツ科学）

兼任 助教

飯塚　駿
（33）

＜令和6年4月＞
修士（スポーツ科学）

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ

生活と健康Ⅰ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担 教授

岩田　智也
（50）

＜令和6年4月＞
博士（理学） 

共生科学入門

兼担 教授

坂田　信裕
（64）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

AI・デジタル社会の歩み方

兼担 教授

犬飼　岳史
（61）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

医療の最先端

専 助教

入江　佑樹
（37）

＜令和6年4月＞
博士（理学）

線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ

専 助教

Leow Chee Siang
（30）

＜令和6年4月＞
博士(工学）

C言語プログラミング

専 助教

劉　星委
（30）

＜令和6年4月＞
修士（工学）

社会と科学技術※

専 助教

小俣　香織
（38）

＜令和6年4月＞
博士(工学）

社会と科学技術※
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼担
准教
授

斉藤　史恵
（41）

＜令和6年4月＞
博士（農学）

ワインと宝石※

兼担
准教
授

堀口　文
（34）

＜令和6年4月＞
修士（体育学）

生活と健康Ⅰ

兼担
准教
授

渡部　雪子
（40）

＜令和6年4月＞
博士（心理学）

コミュニケーションと対人関係スキル

兼担
准教
授

岡村　康弘
（44）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

AI・デジタル社会の歩み方

兼担 教授

宇賀　貴紀
（53）

＜令和6年4月＞
博士（医学）

人体の生命科学

兼担
准教
授

三木　健夫
（55）

＜令和6年4月＞
農学博士

共生科学入門

兼担
准教
授

喜多川　進
（58）

＜令和6年4月＞
博士（地域環境学）

共生科学入門

82



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任
准教
授

任　君三
（49）

＜令和6年4月＞
博士（法学）

グローバル化論

兼任
准教
授

新藤　裕治
（42）

＜令和6年4月＞
博士（看護学）

多分野連携イノベーション

兼任 教授

増田　貴史
（45）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

山梨の自然と文化
山梨の産業とグローバル化

兼任 教授

手塚　伸
（64）

＜令和6年4月＞
学士（経済学）

山梨の産業とグローバル化

兼任 教授

下田　達也
（71）

＜令和6年4月＞
博士（工学）

山梨の産業とグローバル化

兼担 助教

西谷　晋二
（43）

＜令和6年4月＞
博士（心理学）

臨床心理学を学ぶ

兼任 教授

高木　寛之
（44）

＜令和6年4月＞
修士（社会学）

チームビルディングスキル
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

兼任 講師

佐野　信也
（56）

＜令和6年4月＞
学士（工学）

U理論と自己理解

兼任 講師

西本　哲也
（39）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

日本古代の政治と文化

兼任 講師

南方　隆太
（28）

＜令和6年4月＞
修士（体育学）

生活と健康Ⅰ

兼任
准教
授

山崎　スコウ　竜二
（47）

＜令和6年4月＞
博士（知識科学）

科学技術社会論
情報学概論

兼任 講師

河本　真一
（58）

＜令和6年4月＞
理学修士

微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ

兼任 講師

松尾　未佳
（54）

＜令和6年4月＞
博士（数理科学）

線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ

兼任
准教
授

橋本　憲幸
（42）

＜令和6年4月＞
博士（教育学）

文化とコミュニケーション
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の教員全て（兼任、兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　年齢は、それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

兼任 講師

波塚　奈穂
（28）

＜令和6年4月＞
修士（国際学）

スペイン語初級Ⅰ
スペイン語初級Ⅱ
スペイン語演習Ⅰ
スペイン語演習Ⅱ

兼任 講師

室住　香織
（35）

＜令和6年4月＞
学士（教育学）

スペイン語初級Ⅰ
スペイン語初級Ⅱ

兼任 助教

森下　翔
（36）

＜令和6年4月＞
修士（人間・環境学）

文化人類学

兼任 講師

廣野　準一
（37）

＜令和6年4月＞
博士（スポーツ医学）

生活と健康Ⅰ
生活と健康Ⅱ

兼任 講師

寒河江　陽
（28）

＜令和6年4月＞
修士（文学）

ドイツ語初級Ⅰ
ドイツ語初級Ⅱ

兼任 講師

小林　成彬
（35）

＜令和6年4月＞
修士（学術）

フランス語初級Ⅰ
フランス語初級Ⅱ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　　の授業科目名を記入するとともに、下段に変更前のカリキュラム（旧カリキュラム）の授業科目名を記入してください。

　　　・　指定規則の改正により、新旧カリキュラムを並行して実施している場合は、「担当授業科目名」の上段に変更後のカリキュラム（新カリキュラム）
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

【令和６年度】

　　　　 　　　　

【専任教員】
・藤森　篤　教授：授業科目担当教員変更のため「これからの機械技術」を追加。
・近藤　英一　教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を追加。
・大木　真　　教授：令和６年３月自己都合退職により、就任辞退。
・犬飼　潤治　教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を削除。
・高橋　正和　教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を追加。
・桑原　哲夫　教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を削除。
・小須田　雅　教授：授業科目担当教員変更のため「微分積分学Ⅰ」「微分積分学Ⅱ」を追加、「微分方程式」を削除。
・鈴木　智博　教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を削除。
・森　一博　教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を削除。
・柿沼　克良　教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を追加。
・服部　元信　教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を削除。
・齊藤　成彦　教授：授業科目担当教員変更のため「自然災害と都市防災」を追加、「応用物理学」を削除。
・武藤　慎一　教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」「応用物理学」を追加。
・小幡　誠　　教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を追加。
・西﨑　博光　教授：授業科目担当教員変更のため「海外で学ぼう-海外職場文化体験Ⅰ」「海外で学ぼう-海外職場文化体験Ⅱ」を追加。
・原本　英司　教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を追加。
・後藤　聡　准教授：　授業科目担当教員変更のため「自然災害と都市防災」を追加。
・山中　淳二　准教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を追加。
・秦　康範　　准教授：令和６年３月自己都合退職により、就任辞退。
・山本　義暢　准教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を追加。
・鳥山　孝司　准教授：授業科目担当教員変更のため「これからの機械技術」を削除。
・吉田　純司　准教授：授業科目担当教員変更のため「自然災害と都市防災」を追加。
・小俣　昌樹　准教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を追加。
・有元　圭介　教授：令和６年４月准教授から教授へ昇任。
・本間　聡　　准教授：授業科目担当教員変更のため「信号とシステム及び実習」を追加。
・牧野　浩二　教授：令和６年４月准教授から教授へ昇任。授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を追加。
・舩谷　俊平　准教授：授業科目担当教員変更のため「これからの機械技術」を追加。
・青柳　潤一郎　准教授：授業科目担当教員変更のため「これからの機械技術」を削除。

・木下　雄一朗　准教授：授業科目担当教員変更のため「人間とコンピュータ」を削除。
・豊浦　正広　教授：令和６年１月准教授から教授へ昇任。授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を追加。
・中村　高志　准教授：授業科目担当教員変更のため「富士山学」「基礎ゼミ」を追加。
・宮本　崇　　准教授：授業科目担当教員変更のため「自然災害と都市防災」「応用物理学」を追加。
・上野　慎太郎　准教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を追加。
・八重樫　咲子　准教授：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を追加。
・中村　一彦　准教授：令和６年４月助教から准教授へ昇任。授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を追加。
・大原　伸介　准教授：令和６年４月助教から准教授へ昇任。
・大槻　順朗　准教授：令和５年８月状況から准教授へ昇任。授業科目担当教員変更のため「自然災害と都市防災」を追加、「土木環境のコミュニケーション」を削除。
・李　吉屹　准教授：令和６年１月助教から准教授へ昇任。授業科目担当教員変更のため「人間とコンピュータ」を追加。
・古屋　貴彦　准教授：令和６年１月助教から准教授へ昇任。授業科目担当教員変更のため「人間とコンピュータ」を追加。
・則竹　史哉　助教：授業科目担当教員変更のため「データサイエンス入門」を追加。
・杉山　裕文　助教：授業科目担当教員変更のため「基礎ゼミ」を追加。
・梶山　慎太郎　助教：授業科目担当教員変更のため「土木環境のコミュニケーション」「数値計算及び実習」を追加。
・佐藤　賢之介　助教：授業科目担当教員変更のため「土木環境のコミュニケーション」を削除。
・佐藤　史弥　助教：授業科目担当教員変更のため「自然災害と都市防災」「都市計画」「防災工学Ⅱ」を追加。
・星野　歩　教授：令和６年４月就任。「微分積分学Ⅰ」「微分積分学Ⅱ」「微分方程式」を追加。
・小松　尭　准教授：令和６年４月就任。「微分積分学Ⅰ」「微分積分学Ⅱ」を追加。
・Koeppl Dominik　准教授：令和６年４月就任。「情報処理及びプログラミング基礎演習」を追加。
・岡村　美好　准教授：令和６年４月就任。「基礎ゼミ」「社会と科学技術」を追加。
・松浦　拓哉　助教：令和６年４月就任。「土木環境工学概論」を追加。
・小俣　香織　助教：令和６年４月就任。「社会と科学技術」を追加。
・入江　佑樹　助教：令和６年４月就任。「線形代数学Ⅰ」「線形代数学Ⅱ」を追加。
・Leow Chee Siang　助教：令和６年４月就任。「C言語プログラミング」を追加。
・劉　星委　助教：令和６年４月就任。「社会と科学技術」を追加。

【兼担教員】
・横森　洋一　教授：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・宮崎　淳一　教授：授業科目「生命科学と社会」廃止のため就任辞退。
・大隅　清陽　教授：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・小島　明子　教授：「日本の古典文学」から「日本古典の女流日記文学」へ授業科目名の変更。
・奥田　徹　教授（副学長）：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・皆川　卓　教授：非常勤講師としての就任のため、「兼担教員・教授」から「兼任教員・講師」に変更。
・関口　浩文　教授：授業科目担当教員変更のため「生活と健康Ⅰ」を削除。
・田中　武夫　教授：授業科目担当教員変更のため「e-ラーニングⅡ」を追加、「総合英語」を削除。
・木島　章文　教授：授業科目担当教員変更のため「生活と健康Ⅱ」を追加。
・秋山　麻美　教授：授業科目担当教員変更のため「学校制度・経営論」を追加。
・鈴木　健文　教授：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・小田　賢幸　教授：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・茅　暁陽　教授（副学長）：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・西田　継　教授：授業科目担当教員変更のため「自然科学と環境」を追加。
・堀田　誠　准教授：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・森長　久豊　教授：令和６年４月准教授から教授へ昇任。
・乙黒　美彩　教授：令和６年４月准教授から教授へ昇任。
・鴨川　明子　准教授：「国際理解と多文化共生」廃止、「学校制度･経営論」担当教員変更のため、就任辞退。
・川島　亜紀子　准教授：授業科目「保育・子育ての現在」廃止のため就任辞退。
・山村　英樹　教授：令和６年４月准教授から教授へ昇任。
・小松　志朗　准教授：授業科目担当教員変更のため「共生科学入門」を削除。
・林　丈晴　　教授：令和５年10月准教授から教授へ昇任。
・安藤　大輔　准教授：授業科目担当教員変更のため「生活と健康Ⅰ」を削除。
・永田　真吾　准教授：新設科目「特別支援教育工学」「障害学生支援技術」を追加、廃止科目「特別支援教育総論」「大学生のためのセルフマネージメント」を削除。
・寺田　雄介　准教授：授業科目担当教員変更のため「Intercultural Understanding through Images」を追加。
・田中　健史朗　准教授：授業科目担当教員変更のため「生徒指導論（進路指導を含む。）」を追加。
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（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和５年度開設であれば令和４年度以前）の表は適宜削除してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。原則としてＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　ＡＣ教員審査の結果、「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

・杉山　雅俊　准教授：「中等理科教育法Ⅰ」から「中等理科教育法」へ授業科目名の変更。
・佐々木　智謙　准教授：「中等理科教育法Ⅰ」から「中等理科教育法」へ授業科目名の変更。
・川本　静香　　准教授：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・菊地　淑人　准教授：授業科目担当教員変更のため「共生科学入門」を追加。
・正木　啓子　講師：新設科目「心に寄り添うコミュニケーションスキル」を追加、廃止科目「こころの健康づくり」を削除。
・若山　清香　准教授：令和６年４月助教から准教授へ昇任。
・亀井　樹　助教：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・布村　猛　助教：授業科目担当教員変更のため「Intercultural Understanding through Images」を追加。
・吉田　翔太郎　助教：「大学入学から考えるアメリカ社会」から「大学入学から考える多様性とアメリカ社会」へ授業科目名の変更。
・齊藤　太郎　助教：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・岩田　智也　教授：令和６年４月就任。「共生科学入門」を追加。
・坂田　信裕　教授：令和６年４月就任。「AI・デジタル社会の歩み方」を追加。
・犬飼　岳史　教授：令和６年４月就任。「医療の最先端」を追加。
・宇賀　貴紀　教授：令和６年４月就任。「人体の生命科学」を追加。
・三木　健夫　准教授：令和６年４月就任。「共生科学入門」を追加。
・喜多川　進　准教授：令和６年４月就任。「共生科学入門」を追加。
・堀口　文　准教授：令和６年４月就任。「生活と健康Ⅰ」を追加。
・渡部　雪子　准教授：令和６年４月就任。「コミュニケーションと対人関係スキル」を追加。
・岡村　康弘　准教授：令和６年４月就任。「AI・デジタル社会の歩み方」を追加。
・斉藤　史恵　准教授：令和６年４月就任。「ワインと宝石」を追加。
・西谷　晋二　助教：令和６年４月就任。「臨床心理学を学ぶ」を追加。

【兼任教員】
・阿部　美穂子　教授：廃止科目「発達と教育の心理」を削除。
・石山　宏　教授：授業科目「簿記論」「簿記演習」廃止のため、就任辞退。
・箕浦　一哉　教授：廃止科目「生活環境論」を削除。
・杉山　歩　教授：新設科目「U理論と自己理解」「山梨の自然と文化」「山梨の産業とグローバル化」「情報学概論」を追加
・望月　海慧　教授：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・兼清　慎一　准教授：「メディア・リテラシー」廃止、「文化とコミュニケーション」担当教員変更のため、就任辞退。
・大村　梓　准教授：新設科目「アートと現代社会（文学）」を追加、廃止科目「人間と芸術―文学」を削除。
・渡邉　暁　准教授：授業科目担当教員変更のため「スペイン語初級Ⅰ」「スペイン語初級Ⅱ」を削除。
・加戸　隆司　准教授：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・浅川　公紀　講師：授業科目「欧米の歴史Ⅰ」廃止のため、就任辞退。
・大和田　浩二　講師：授業科目「ボランティアとサービスラーニング」廃止のため、就任辞退。
・福島　佐江子　講師：授業科目担当教員変更のため「英語A初級」を追加、「英語A中級」を削除。
・北原　正彦　講師：授業科目「生物の科学」廃止のため、就任辞退。
・熊田　伸弘　講師：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・高畑　伸子　講師：授業科目担当教員変更のため「英語A中級」「総合英語」を追加。
・大渕　竜太郎　講師：授業科目担当教員変更のため「人間とコンピュータ」を削除。
・浅野　充　講師：授業科目「人間と文化」廃止のため、就任辞退。
・吉田　雅子　講師：授業科目「日本語の方言と山梨」廃止のため、就任辞退。
・高橋　真理子　講師：授業科目「宇宙の科学」廃止のため、就任辞退。
・功刀　あゆみ　講師：授業科目担当教員変更のため「総合英語」を追加。
・中野　賢治　講師：授業科目「日本の歴史」廃止のため、就任辞退。
・木内　政孝　講師：新設科目「スポーツ講義」を追加、廃止科目「運動と人間―講義」を削除。
・永田　夕紀子　講師：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・橋爪　大輝　講師：新設科目「哲学」を追加、廃止科目「人間と思想」を削除。
・宮下　みなみ　講師：授業科目担当教員変更のため就任辞退。
・西藤　憲佑　講師：授業科目担当教員変更のため「スペイン語初級Ⅰ」「スペイン語初級Ⅱ」を削除。
・飯塚　駿　助教：授業科目担当教員変更のため「生活と健康Ⅱ」を削除。
・高木　寛之　教授：令和６年４月就任。「チームビルディングスキル」を追加。
・増田　貴史　教授：令和６年４月就任。「山梨の自然と文化」「山梨の産業とグローバル化」を追加。
・手塚　伸　教授：令和６年４月就任。「山梨の産業とグローバル化」を追加。

・下田　達也　教授：令和６年４月就任。「山梨の産業とグローバル化」を追加。
・任　君三　准教授：令和６年４月就任。「グローバル化論」を追加。
・新藤　裕治　准教授：令和６年４月就任。「多分野連携イノベーション」を追加。
・橋本　憲幸　准教授：令和６年４月就任。「文化とコミュニケーション」を追加。
・山崎　スコウ　竜二　准教授：令和６年４月就任。「科学技術社会論」「情報学概論」を追加。
・河本　真一　講師：令和６年４月就任。「微分積分学Ⅰ」「微分積分学Ⅱ」を追加。
・松尾　未佳　講師：令和６年４月就任。「線形代数学Ⅰ」「線形代数学Ⅱ」を追加。
・佐野　信也　講師：令和６年４月就任。「U理論と自己理解」を追加。
・西本　哲也　講師：令和６年４月就任。「日本古代の政治と文化」を追加。
・南方　隆太　講師：令和６年４月就任。「生活と健康Ⅰ」を追加。
・廣野　準一　講師：令和６年４月就任。「生活と健康Ⅰ」「生活と健康Ⅱ」を追加。
・寒河江　陽　講師：令和６年４月就任。「ドイツ語初級Ⅰ」「ドイツ語初級Ⅱ」を追加。
・小林　成彬　講師：令和６年４月就任。「フランス語初級Ⅰ」「フランス語初級Ⅱ」を追加。
・波塚　奈穂　講師：令和６年４月就任。「スペイン語初級Ⅰ」「スペイン語初級Ⅱ」「スペイン語演習Ⅰ」「スペイン語演習Ⅱ」を追加。
・室住　香織　講師：令和６年４月就任。「スペイン語初級Ⅰ」「スペイン語初級Ⅱ」を追加。
・森下　翔　助教：令和６年４月就任。「文化人類学」を追加。
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（注）・　大学設置基準別表第一、短期大学設置基準別表第一イ、高等専門学校設置基準第六条第二項及び第三項又は第四項

　　　　により算出される専任教員数を記入してください。

　　  ・　高等専門学校の場合、「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授数」欄は「うち、完成年度時における設置基準上の必要教授・准教授数として、

　　　　高等専門学校設置基準第八条により算出される必要教授・准教授数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、

　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、

　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入し、

　　　　「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 1 7

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
1

= ％
143

0.69

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
143
136

= 105.14 ％

教　授 准教授 講　師 助　教

　（２）－②　専任教員等数【大学・高専】

計
（Ｄ）

58 52

歳 名 名

年齢構成

0

　（２）－③　年齢構成

0 26 136
61 56

［3］ ［4］ ［0］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

（52）

14 7

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

（注）・　計画の区分が「学部等連係課程実施基本組織（学科連係課程実施学科）の設置」の場合、大学設置基準第四十二条の三の二（短期大学設置基準第三条の二）に基づく

　　　　　連係協力学部等（連係協力学科）ごとに別ファイルで作成してください。

　　　　　「連係協力学部等（連係協力学科）」の専任教員数について、「（２）-① 設置基準上の必要専任教員数」及び「（２）-② 専任教員等数【大学】」を

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

（0）

［1］ ［0］ ［0］ ［△1］ ［0］

59 52 0 25 136

［0］ ［7］

61 56 0 26 143

(58) （0）

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= - ％
0

［0］

0

［0］

0 0

0

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（26） （136）

26 143

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

①

①

選択

選択

選択

選択

選択

必修

必修

富士山学

土木環境工学概論

防災工学Ⅰ

都市計画

防災工学Ⅱ

工学科研修Ⅰ

工学科研修Ⅱ

工学科研修Ⅰ

工学科研修Ⅱ

③

③

必修

必修

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

4

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

2 人

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = #DIV/0! ％
2

自由

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 7

4

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

選択

必修

科目 選択

②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

選択

15

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

7

0

0

4

番　号

①の合計数（a）

専任教員氏名

②の合計数（b）

0

11 0

必修・選択・自由の別

必修・選択・自由の別

必修

①

必修

選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修

計 00

0 科目

0 科目

0 科目 計

必修

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

自由

0

選択

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

0

③の合計数（c）

人

計

①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修 8 科目 必修

計

0

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員について、記入してください。

0

7 選択

必修

4

自由 0

計 15 科目 計 11 計 0

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

選択

③

③

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

R6.3体調不良のため就任辞退

担当予定科目

教授 R6.3大木　真

工学科卒業研究Ⅰ

１

人

職　位 専任教員氏名

信号とシステム及び実習

工学科卒業研究Ⅱ

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

4

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

2

番　号

必修

科目

後任補充状況

該当なし

担当予定科目

自由自由

計 計計

①の合計数（a）

R6.3他大学へ転出のため就任辞退R6.3

科目

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

自由

必修

選択

自由

科目

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択

必修 4

選択

必修

選択

自由自由 0

7 0

0必修 8 科目

選択

辞任等の理由

科目

２ 准教授 秦　康範

自然災害と都市防災 ①選択

必修

必修 工学科卒業研究Ⅰ

工学科卒業研究Ⅱ

①

①

①

①

①

①

①
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（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

　　　・　令和６年度開設の学科等の場合、（D）＋（F）と同数を記載してください。

2 人

　（３）－⑤　令和５年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 自由

必修 必修

選択 0 科目 選択
人

合計

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員について、記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

自由

計 0 科目 計 0 計 0

選択 選択

自由 0

後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

必修 0 科目 必修

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

就任辞退による辞職者の担当科目のうち１年次開講科目は、他の専任教員が担当していることから履修上問題ないと考える。一部の４年次
配当科目が後任未定となっているが、開講までに担当教員を決定する。なお、学生に対してはガイダンス等で周知済みである。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、
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区　　　分
今後の

の実施計画

事前相談時

（令和５年）

認　可　時

（令和○○年）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和●●年度）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和△△年度）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和□□度）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和□□年度）

設置計画履行状況

調　査　結　果

（令和□□年度）

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行済

・同一設置者が設置す
る既設学部等（◆◆学
科）の～改善に努める
こと。

【ＡＣ】
指摘事項
（法令違
反）

履行済

・大学設置基準に抵触
するため，改めるこ
と。（△△学部△△学
科）

【ＡＣ】
指摘事項
（是正）

履行済
・～について是正する
こと。

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

一学部一学科として改
組することの理由、妥
当性について明確にし
たうえで、設置報告す
ること。

【ＡＣ】
指摘事項
（是正）

履行済
・○○学部○○学科に
おいて，～を是正する
こと。

【認可】
助言事項

履行済

【事前相
談（国
立）】助
言事項

履行済

履　行　状　況

附帯事項に対しての対応
　社会や産業技術の変化に対応して柔軟に各分野（コース）の規
模を変更すること、及び分野横断的な教育の一層の推進を可能と
するため、一学部一学科として改組を行う。具体的な取組は以下
の通りであり、いずれの取組も一学部一学科への改組を行うこと
により実現が可能となるため、十分に妥当性がある。

 ①基礎教育の強化
１年次は大括りの「クラス」として基礎教育を中心としたカリ
キュラムとし、学科横断的なPBL科目や他学部開講科目、山梨県立
大学との連携開設科目など文理の枠を超えた多様な領域の科目を
履修する（STEAM教育の実践）ことで基礎教育を強化することか
ら、幅広い知識の修得が可能。

 ②専門教育の強化
２年次以降における「コース」において本格的に専門科目を履修
することとなる。「基幹履修モデル」や「発展履修モデル」を提
供するほか、他コース又は他学部の科目を履修できるようカリ
キュラムを変更するなど、主体性に基づく多様で柔軟な学修の実
現（分野横断教育等の推進）が可能。

 ③授業科目の共通化や履修可能な科目の拡大
従来、学科毎に開設していた同内容の講義等を学科共通科目とし
て共通化することにより、より効果的かつ効率的な運用が可能。
また、学生が受講可能な単位数（講義）が大幅に増加することと
なり、学生にとって、より幅広くかつ深く学ぶことができる環境
の整備が可能。

 ④総合工学クラスの設置
１年次の総合工学クラスにおいて、工学全体について広く学ぶほ
か、自身の興味・関心に基づく科目等を履修し、自身の適性等を
見極めたうえで、２年次進級時に専門コースを選択（レイトスペ
シャライゼーションの実践）することが可能。

 ⑤他コース担当教員による卒業研究（卒業論文）指導
卒業研究（卒業論文）科目を学科で共通化することにより、他
コースを担当する専任教員による指導を受ける（研究室に所属す
る）ことが可能。
上記対応の記載箇所
「設置の趣旨等を記載した書類」の「２．学部・学科等の特色」
のうち、「（１）学部の特色」（11～15頁）及び「（２）学科の
特色」（15～17頁）に記載している。（５）（６）

【ＡＣ】
指摘事項
（改善）

履行中

・○○大学の既設学部
等（◆◆学科、●●学
科）の～改善に努める
こと。

93



　　　　以下のとおりに記載してください。

　　　　【令和５年度報告書から記載内容に変更がある場合】

　　　　　令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）」と記載した上で、変更後の「履行状況」及び

　　　　　「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

　　　　【令和５年度報告書から記載内容に変更がない場合】

　　　　　令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）（６）」と記載してください。

　　　　【令和６年度から新たに調査対象となった学科等又は令和５年度設置計画履行状況調査で付された指摘の場合】

　　　　　「履行状況」及び「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。以下同様。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的かつ明確に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　・　認可時または届出時に付された附帯事項に対する履行状況等の記載に当たっては、
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当なし

　ａ　委員会の設置状況

　【全学組織】

　　山梨大学大学教育・ＤＸ推進センター教育改革推進室FD部門 （別紙１：山梨大学大学教育・ＤＸ推進センター細則）

（別紙２：山梨大学大学教育・ＤＸ推進センター教育改革推進室要項）

（別紙３：山梨大学大学教育・ＤＸ推進センター教育改革推進室部門要項）

　【工学域】

　　工学域教育委員会 （別紙４：山梨大学工学域教育委員会に関する申合せ）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　【全学組織】

　　山梨大学大学教育・ＤＸ推進センター教育改革推進室FD部門

　【工学域】

　　工学域教育委員会

　ｃ　委員会の審議事項等

　【全学組織】

　　山梨大学大学教育・ＤＸ推進センター教育改革推進室FD部門打合せ会議　年５回程度開催予定　工学域委員２名（令和６年度）

　【工学域】

　　工学域教育委員会　年１０回程度開催予定　委員１２名（令和６年度）

②　実施状況

　【全学組織】

　　・全学教育FD研修会

　【工学域】

　　・工学域教育FD研修会

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜ 工学部　工学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。
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　ｂ　実施方法

　【全学組織】

　　・全学教育FD研修会　（対面・オンライン会議ツールを用いて実施）

　【工学域】

　　・工学域教育FD研修会　（対面・オンライン会議ツールを用いて実施）

　【全学組織】

　　・全学教育FD研修会　（年７回程度実施）

　【工学域】

　　・工学域教育FD研修会　（年１～２回実施）

　　前後期各１回実施

　　教員には結果を通知するとともに、次年度の授業計画（電子シラバス）に改善点を反映するように依頼。

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

　ａ　実施の有無及び実施時期

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

該当なし

　　FD研修会を通じて、現状の課題に関し、教員間で情報交換、意見交換を行い、講義の調整・工夫の共有、学生の理解度、
　　関心度等を共有し、翌年度以降に反映することとしている。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況
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　日常的な教育上の課題や学生生活上の課題については各クラス指導教員や各コース指導教員において改善を図っており、
運営全体については月２回程度開催する工学域学系長会議にて協議し、主要な課題は規定どおり工学域教授会にて審議・決
定している。
　以上のように事前伺いの計画通り、順調に運営を開始している。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　工学部において養成する人材像として「専門分野における深い理解と見識を有しつつ、さらに分野をまたぐ広い視野を兼
ね揃えることにより、主体的および能動的に課題解決に取り組める専門家」、「卒業後直ちに社会に貢献可能な人材と、自
ら深い学習意欲を育み大学院でさらなる学修を追及する人材」を掲げている。
　１年次は大括りの「クラス」とし、これまで特定の学科のみを対象としていた科目を、工学全般を幅広く学ぶことのでき
るよう、学部共通科目・クラス共通科目として配置するなど、工学に共通する基礎知識を幅広く学ぶカリキュラムを設定し
た。また、コース横断科目を強化するため、２年次から４年次にかけて、「インターンシップ」、「リーダー養成特別演
習」、「キャリア形成実習」、「卒業研究」等を設定したほか、他学部（生命環境学部）科目を専門科目として履修可能と
している。

　事前伺いに記したカリキュラム通り、工学特殊科目として「インターンシップ」、「リーダー養成特別演習」、ならびに
「PBLものづくり実践ゼミ」等のPBL科目をコース横断的に多数設けることで、工学技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、
及び技術者が社会に負っている責任の理解を促す科目などを開講した。なお、入学選抜においては入学定員３６５名に対し
充足数を上回る４０１名が入学したほか、改組の特色となる総合工学クラスも入学定員４０名に対し４２名が入学してい
る。

（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

③　認証評価を受ける計画

　　・令和９年度に独立行政法人大学改革支援・学位授与機構の機関別認証評価を受ける予定

　（専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院については、機関別認証評価と分野別認証評価それぞれの受審計画について記載してください。）

　　・令和９年６月頃　公表

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和９年６月末を予定）

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和５年度）

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

≪ａで公表「無」の場合≫
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○ 山梨大学大学教育・ＤＸ推進センター細則 
制定 令和 ５年 １月 １日 

 

（趣旨） 

第１条 この細則は、国立大学法人山梨大学基本規則第３８条第２項の規定に基づき、山梨

大学大学教育・ＤＸ推進センター（以下「センター」という。）に関し、必要な事項を定め

る。 

 

（目的） 

第２条 センターは、山梨大学（以下「本学」という。）における、教育全般の改善や教育の

質保証のための取組み、学習管理システム（LMS）の運用・キャンパス内コミュニケーショ

ン支援・オンライン授業支援・学びの個別最適化支援などを目的とした教育用情報システ

ム（以下「教学システム」という。）を活用した教育改革（以下「教学ＤＸ」という。）の

推進、及び教学システムからのデータ収集・分析・可視化（以下「教学ＩＲ」という。）の

推進を目的とする。 

 

（業務） 

第３条 センターは、次に掲げる業務を行う。 

(1) 教育の質保証に関すること。 

(2) 教育評価に関すること。 

(3) 教学システム全般の企画・運用・改善に関すること。 

(4) 全学共通教育の企画・実施・評価に関すること。 

(5) 教育に関する全学的な教員研修（以下「教育ＦＤ」という。）の企画・実施・評価に関

すること。 

(6) 教学ＩＲの企画・実施に関すること。 

(7) 他機関との教育連携に関すること。 

(8) その他第２条の目的を達成するために必要な事項 

 

（室） 

第４条 センターに次の室を置く。 

(1) 教養教育マネジメント室 

(2) 教育改革推進室 

(3) 教学ＩＲ・ＤＸ推進室 

２ 各室に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（組織） 

第５条 センターに、次の職員を置く。 

(1) センター長 

(2) 副センター長 

(3) 第４条に定める各室の室長 

(4) 専任教員 

(5) 協力教員 

(6) 外国語特任教員 

(7) その他必要な職員 

 

（センター長） 

第６条 センター長は、本学の専任教員の中から学長が指名する。 

２ センター長は、センターの業務を掌理する。 

３ センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、センター長に欠員が生じた場
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合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（副センター長） 

第７条 センターに、副センター長を置くことができる。 

２ 副センター長は、本学の専任教員の中からセンター長の推薦に基づき学長が指名する。 

３ 副センター長は、センター長の職務を補佐する。 

４ 副センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、センター長の任期を超える

ことはできない。 

 

（専任教員） 

第８条 専任教員は、センターの業務を処理する。 

 

（協力教員） 

第９条 協力教員は、本学の専任教員の中からセンター長の推薦に基づき学長が指名する。 

 

（外国語特任教員） 

第１０条 外国語特任教員は、外国語の授業科目を担当し、センターの運営をサポートする。 

 

（審議組織） 

第１１条 センターの管理運営に関する重要事項の審議は、山梨大学教育統括機構協議会（以

下「協議会」という。）において行う。 

２ 前項に規定するもののほか、センターの業務に関し必要な事項の審議は、山梨大学教育

企画委員会及び全学共通教育委員会（以下「委員会」という。）において行う。 

３ 協議会及び委員会の組織並びに運営に関し必要な事項は別に定める。 

 

（センター連絡会） 

第１２条 センター長は、業務の遂行に必要な事項の検討及び調整を行うため、センター職

員によるセンター連絡会を開催することができる。 

 

（庶務） 

第１３条 センターに関する庶務は、教学支援部教務企画課において処理する。 

 

（雑則） 

第１４条 この細則に定めるもののほか、センターの運営に関し重要な事項は、協議会の議

を経てセンター長が定める。 

 

附 則 

１ この細則は、令和 ５年１月１日から施行する。 

２ 山梨大学大大学教育センター細則（平成２７年７月２８日制定）及び山梨大学教養教

育センター細則（平成２７年７月２８日制定）は、廃止する。 
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○ 山梨大学大学教育・ＤＸ推進センター教育改革推進室要項 

制定 令和 ５年 １月 １日 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は、山梨大学大学教育・ＤＸ推進センター細則（以下「細則」という。）第

４条第 1項第２号に規定する大学教育・ＤＸ推進センター（以下「センター」という。）教

育改革推進室に関し必要な事項を定める。 

 

（業務） 

第２条 教育改革推進室は、次の業務を、他の室と相互に連携・協力して実施する。 

(1) 教育の質保証に関すること。 

(2) 教育評価に関すること。 

(3) 他機関との教育連携に関すること。 

(4) 教育に関する全学的な教員研修（以下「教育ＦＤ」という）の企画・実施・評価に関す

ること。 

(5) その他教育改革推進のために必要な事項 

２ 前項の業務を円滑に実施するため、必要に応じて室の打合せ会議を開催する。 

 

（部門） 

第３条 教育改革推進室に、次の部門を置く。 

(1) 教育改善部門 

(2) ＦＤ部門 

２ 部門に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（構成員） 

第４条 教育改革推進室は、次の者で構成する。 

(1) 教育改革推進室長 

(2) 細則第８条に定める専任教員のうちセンター長が指名した者 

(3) 細則第９条に定める協力教員のうちセンター長が指名した者 

(4) その他、センター長が必要と認めた者 

 

（教育改革推進室長） 

第５条 教育改革推進室長は、本学の専任教員の中からセンター長の推薦に基づき、学長が

指名する。 

２ 教育改革推進室長は、当該部門の業務を掌理する。 

３ 教育改革推進室長の任期は２年とし、再任を妨げない。 

 

（雑則） 
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第６条 この要項に定めるもののほか、教育改革推進室に関し必要な事項はセンター長が定

める。 

 

附 則 

この要項は、令和５年１月１日から施行する。 
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○ 山梨大学大学教育・ＤＸ推進センター教育改革推進室部門要項 

制定 令和 ５年 １月 １日 

改正 令和 ５年 ３月２９日 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は、山梨大学大学教育・ＤＸ推進センター教育改革推進室要項（以下「要

項」という。）第３条に規定する各部門に関し必要な事項を定める。 

 

（業務） 

第２条 各部門は、次の業務を、他の部門と相互に連携・協力して実施する。 

 (1) 教育改善部門は、要項第２条第 1項第１号から第３号及び第５号に定める業務に関す

ること。 

(2) ＦＤ部門は、要項第２条第 1項第４号に定める業務に関すること。 

２ 前項の業務を円滑に実施するため、各部門は必要に応じて部門打合せ会議を開催する。 

 

（構成員） 

第３条 各部門は、次の者で構成する。 

(1) 部門長 

(2) 要項第４条第２号に定める専任教員のうち室長が指名した者 

(3) 要項第４条第３号に定める協力教員のうち室長が指名した者 

(4) その他、室長が必要と認めた者 

 

（部門長） 

第４条 部門長は、本学の専任教員の中から室長の推薦に基づき、学長が指名する。 

２ 部門長は、当該部門の業務を掌理する。 

３ 部門長の任期は２年とし、再任を妨げない。 

 

（雑則） 

第５条 この要項に定めるもののほか、部門に関し必要な事項はセンター長が定める。 

 

附 則 

この要項は、令和 ５年 １月 １日から施行する。 

 

附 則 

この要項は、令和５年 ４月 １日から施行する。 

 

toshihirob
テキスト ボックス
102

toshihirob
テキスト ボックス
別紙３



〇山梨大学工学域教育委員会に関する申合せ 

制定 令和６年４月１日 

（工学域教育委員会） 

 

（趣旨） 

第１条 この申合せは、工学域各種委員会内規第７条に基づき、山梨大学工学域教育委

員会（以下「委員会」という。）に関し必要な事項を定める。 

 

（任務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項の審議及び実施にあたる。 

(1) 工学部、大学院修士課程及び博士課程に係る教育課程に関すること（教育職員課

程を含む） 

(2) 教育プログラムに関すること（データサイエンス関連を含む） 

(3) 教育 FD に関すること 

(4) インターンシップに関すること 

(5) 教務に関すること 

(6) その他委員会が必要と認めた事項 

  

（組織） 

第３条 委員会は、次に掲げる委員（原則として教授とする）をもって構成する。ただ

し、（1）～（4）は委員を兼ねることができる。 

(1) 工学部の各学科から１名 

(2) 工学部工学科の各コース・総合工学クラスから１名 

(3) 大学院修士課程工学専攻の各コース・各プログラムから１名 

(4) 大学院博士課程工学専攻の各コースにおける分野から１名 

(5) 基礎教育センターから１名 

(6) その他委員会が必要と認めた者 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は、原則として２年間とする。ただし、委員に欠員が生じた場合 

の補欠の委員の任期は、前者の残任期間とする。また、委員の再任は妨げない。 

 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き、次の各号によるものとする。 

(1) 委員長は、工学域長が指名する。 
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(2) 委員長は会議を招集し、その議長となる。 

(3) 副委員長は、委員長が指名する。 

(4) 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代行する。 

 

（庶務） 

第６条 委員会の庶務は、工学域支援課教務グループにおいて処理する。 

 

（雑則） 

第７条 この申合せの改廃については、委員会の議を経て決定するものとする。 

 

（その他） 

第８条 この申合せに定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、委員会

が別に定める。 

    

附 則 

この申合せは令和６年４月１日から施行する。 
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